
v 古墳分布の概要

1 北足立郡市

北足立郡南部における古墳は、旧入間川沿いの台地上や自然堤防上、また西側の武蔵野台地縁辺部に所在

している。こうした中で、初期の古培は、旧入間川沿いの地域に点在している。旧入間川と市野川との合流

地点付近の台地南端に位置する桶川市熊野神社古墳は径約40mの円墳で、粘土榔と思われる主体部内から勾

玉などの玉類、石釧・巴形石製品などの石製品、筒形銅器などが出土している，また、近年の墳形確認調査

で底部穿孔壺形士器も出土しており、築造年代は 4世紀後半と考えられている。現在のところ当地域におけ

る最古の古墳といわれている。この古墳に続いては、やや南に位置する上尾市江川山古墳、殿山古墳があげ

られる。江川山古墳は、明治期の開懇で消滅したが、出土した捩文鏡と獣形鏡の二面の小型侑製鏡や士器な

どの検討から 4世紀末頃の年代が与えられている。殿山古墳は、径約40mの円墳で、発掘調査によって周掘

部分から鉄鎌とともに、和泉式（古）段階の土器が出土しており、 5世紀前半の年代を考えられている。こ

の古培の北側からは、方形周溝墓も発見されている。大宮台地南端部では、全長75mの前方後円墳である川

口市高稲荷古墳があげられる。この古墳は土取り工事の際に発掘調査が行われ、主体部は粘土榔であること

が確認された。出士遺物が少ないが、主体部の構造、埴輪をもたないこと、前方部が未発達なことなどを合

わせ、 5世紀初頭に築造されたものと考えられている。さらに、最近の発掘調査によって、この両地域の中

間にあたる浦和市白鍬地内において、白鍬塚山古墳の周堀内から、 B種横刷毛整形の埴輪の破片がみられる

ことや、与野市八王子地区の樽形聡、高杯、白鍬逍跡の壺形土器などの古式須恵器の出土があり、特に白銀

遺跡では古墳との関わりが考えられ、この地域において 5世紀の後半もしくは、さらに古い段階から古墳が

築造されていたことが考えられるようになった。

その後 6世紀にはいると、戸田市南原古墳群、浦和市白幡古墳群、中島古墳群、大久保古墳群、大宮市側

ヶ谷戸古墳群、植水古墳群、朝霞市根岸古墳群など、当地域に見られるほとんどの古墳群が形成されるよう

であり、その後引き続き 7世紀代まで古墳が築造されるようである。川越市から和光市にかけての武蔵野台

地縁辺では、横穴墓群が分布し、当地域においても朝霞市根岸横穴墓群、和光市吹上横穴蒻群、市場峡横穴

墓群などの横穴墓群が分布している。さらに、終末期には二重の周堀をもつ朝霞市八塚古墳や浦和市本杢古

墳、与野市今宮 1号古墳などの方墳が築造されている。 （小倉 均）

北足立郡北部にあたる大宮台地の北部は、東側に元荒川、西側に荒川 （和田 ・吉野川）が南流し、南北に

半島上に延びている。また、北の境目となる吹上町付近は、両河川の分岐する地点にあたり広く氾濫原とな

っているが、埋没ローム台地と自然堤防の発達をみている。荒川に面する西側に支谷の発達が著しく小支台

を数多く形成しているのに対して、東側は比較的緩やかな地形で支谷の発達も余りみられない。このことか

ら北足立郡北部の後期古墳は、大宮台地の東西縁辺部を中心と して、両河川の形成した自然堤防や埋没ロー

ム台地上に立地している。しかし、本地域の古墳は、 早 くから開発されて消滅した古墳が多い。

本地域の後期古墳群は、元荒川流域では北から吹上町袋・台古墳群、鴻巣市箕田古墳群、新屋敷古墳群、

一生出塚古墳群、安姜寺古墳群、笠原古墳群がある。この他墳丘削平のため詳細不明であるが、 三 ッ木古墳群

などのように埴輪を出土する地点や単独で立地する古墳がいくつか存在する。大宮台地の北端部に位置する

三島神社古墳は全長70m以上の大型前方後円墳であり、現在は単独で存在しているものの周辺に古墳の存在

を予想させる。 また、生出塚•新屋敷古墳群は、最近の発掘調査で両群合わせて40基以上の古墳跡が検出さ

れ、 当時は100基前後の古墳からなる塞荒川流域最大の古墳群であったことが明らかになっている。

一方荒川流域では北より鴻巣市糠田古墳群（消滅）、馬室古墳群、北本市北袋古墳群、中井古墳群、八重

塚古墳群、桶川市川田谷古墳群が連綿と存在しているが、上尾市域に至っては後期古墳の分布が認められず、

大宮市植水古墳群との間には大きな空白域がみられる。大宮台地西側に分布するこれらの古墳群は、荒川低

地から入る支谷によって支群が形成されているが、特に川田谷古墳群は、西台支群、原山支群、柏原支群、

樋詰支群の 4支群よりなる比較的大規模な群梨項で、現在までに60基前後の古墳の存在が確認されている。
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そのうち、柏原支群に属するひさご塚古墳は、横穴式石室を主体部とする全長41mの前方後円墳であり 、同

古墳群の主墳と目されている。また、馬室将軍塚古墳、北袋 1号堵、中井 1号墳が詳細は明らかでないが、

それぞれ群中の前方後円墳と考えられている。

なお、これらの古墳群の分布と密接に関連するように元荒川流域に生出塚埴輪窯跡群、荒川流域に馬室埴

輪窯跡群がそれぞれ立地し、埴輪の需給関係など注目されている。 （山崎 武）

1 入間郡市

当地域は、横穴墓と低墳丘石室墳が散在する狭山市、所沢市など南•西部と、円墳を中心にやや密な古墳

分布が認められる川越市、坂戸市、毛呂山町など北部とが好対照をなしている地域である。

前期に属するものは荒川右岸の台地縁辺部に所在する川越市仙波古墳群の三変稲荷神社古墳である。一辺

20. 5-25 mの不整台形を呈する方墳で、かつて白銅質の器龍鏡と碧玉製石釧が採集され、最近の調査でも底

部穿孔壺形土器（埴輪壺）が出土しており、 4世紀末頃の築造と考えられる。入間地域最古の古墳である。

近傍では五領期の菓落や方形周溝墓群も確認されており、当地域の古墳文化の受容を考える上で重要である。

周囲の前方後円墳群も後続するものではあろうが、時期や規模が確定しているものはない。

これ以後、 6世紀前半あたりから築造されるのは当地域の北端部の越辺川南岸の台地上の勝呂古墳群、雷

電塚古墳群、新町古墳群などや、入間川と小畔川の合流点付近の台地上に立地する下小坂古墳群である。雷

電塚古墳群 ・新町古墳群を中心とした入間北端部の古墳群は、主墳と見られる雷電塚古墳（雷電塚 1号墳、

全長47m)や胴山古墳（新町 1号墳） （全長60m)のような中規模の前方後円墳や大型円墳が目立ち、後期

から終末期にかけての首長墓を多く含んでいるように見受けられる。

下小坂古墳群は、前方後円墳 3基 ・方墳 1基 ・円墳20基以上で構成されていたらしい。東洋ゴム化学工業

建設の事前調査によって粘土榔・木炭榔 ・木棺直葬などの竪穴系主体部を持つ古墳が多いことが確認されて

おり、 6世紀前半以降展開する初期群集墳とされている。東端部のどうまん塚古墳からは剣菱形杏葉 ・楕円

形鏡板付轡などの馬具類や桂甲・変形獣列鏡・多数の滑石製臼玉など優秀な副葬品が出土した。

6世紀後半以降になると、当地域北西部の坂戸市北峰古墳群 ・善能寺古墳群、毛呂山町大類古墳群・川角

古墳群など高麗川流域に分布の中心が移るが、径20mにも満たないものが多い。

さらに入間川のやや上流域の狭山市笹井古墳群・上広瀬古墳群などでは墳丘がほとんど盛られず狭長な石

室を主体部とする古墳群が形成される。遺物が僅少で時期が明らかではないが、 7世紀以降と考えたい。

入間川のやや下流域の山王塚古墳（上円下方墳）、小畔）IIのやや上流域の鶴ヶ丘古墳群（方墳）は終末期

に属する古墳であり、 7世紀中葉頃と考えられる。この時期以降は横穴墓の形成が数力所で見られ、不老川

左岸の川越市岸町横穴墓群、柳瀬川上流域の滝之城横穴墓群は特に穎著なものであろう。 （田中 信）

3 比企郡市

比企郡市内には発掘調査等により確認された古墳を含めて1000基以上の古墳・横穴墓が存在していたこと

が確認されたが、このうち実に 8割以上が東松山市、滑川町、庶山町に集中している。玉川村、都幾川村の

2村には現在のところ古墳の存在は確認されていない。

郡市内の古墳群の分布状況を概観すると、小河川により開析された開析谷に面した北比企丘陵支丘上には

三千塚古墳群（東松山市）、円正寺古培群・天神前古墳群 ・寺前古墳群 ・月輪古墳群（滑川町）、古里古墳群

他（嵐山町）の古墳群が分布している。三千塚古墳群の中央の丘陵頂部には雷電山古墳がある。ハート型の

透孔をもつ特異な円筒埴輪を樹立することが墳形確認調査で確認された。 5世紀初頭の築造とされる。また、

月輪古墳群においては横穴式石室以前の埋葬施設をもつ 5世紀代の古墳を含み、横穴式石至を採用する 7世

紀の古墳まで60基以上が築造されている。北比企丘陵に含められる吉見丘陵上には、久米田古培群・北吉見

古墳群・黒岩横穴墓群•吉見百穴横穴墓群が形成されている。この丘陵の東側の低地を望む尾根上には前方

後方墳の山の根古墳がある。周堀から高杯・甕などの土師器を出土し、4世紀代でもかなり古い時期に遡り、
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高坂台地の諏訪山29号墳と並んで郡内最古の古墳であろう。黒岩•吉見百穴の＝つの横穴墓群は大規模であ

り、合計 700基以上に達するが、現状では位置を確認できないものが多い。北比企丘陵から束松山台地にな

る境、都幾川の左岸には、山王古墳群・寺山古墳群・向原古墳群他（嵐山町）、西原古墳群・下唐子古墳群・

附川古墳群他（東松山市）が、東松山台地の東方には、古凍・柏崎古瑣群が分布している。古凍・柏崎古墳

群は近年道路建設の事前調査で数多くの古墳跡を確認しているが、方形周溝墓も含めて 4-7世紀の長期間

にわたって築造されていることが判明した。更には高坂台地縁辺を取り巻くように、諏訪山古墳群・高坂古

墳群・毛塚古項群が分布する。尚坂古墳群も道路建設の事前調査で20基以上の円墳跡が検出されている。

郡内全域で特徴的なことは、凝灰質砂岩赦石積みの横穴式石室を埋葬施設とする古墳が、関越自動車道・

日本住宅公団関連の調査などを中心に数多く確認されていることである。 6世紀末頃から 7世紀後半までに

築造された古墳の埋葬施設に採用されたようである。

以上のように、郡市内の古墳の多くは北比企丘陵、東松山台地、高坂台地上で認められる。このような背

景には、可耕地としての地形的条件による生産基盤の確立が古墳群の成立に深く関わっているものといえる。

（宮嶋秀夫）

4 秩父郡市

秩父郡市では約 300基の古墳が確認されている。大部分の古墳は荒川及び赤平川・横瀬川流域の河岸段丘

上に形成されている。その多くは直径10~15m、高さ 2m程度の小円墳である。年代の判明している古墳は

少ないが、そのほとんどが7世紀のものであり、 6世紀にさかのぼる古墳は非常に少ない。

荒川流域には、下流に向かって金室古墳群（秩父市）、飯塚・招木古墳群 （秩父市）、大塚古墳（皆野町）、

金崎古墳群（皆野町）、上長瀞古墳群 （長瀞町）などが形成されている。このうち飯塚・招木古墳群は左岸

の河岸段丘上にある古墳群で、総数 125基を数える秩父地方最大の古墳群である。群を構成するのはすべて

円墳で、ほぽ9割が直径15m以下の小円墳である。昭和53年に 7基が調査されたが、副葬品は少なく、鉄鏃

及び須恵器と土師器の破片が少罹見つかっただけで、埴輪はなかった。また、発見された主体部は 4基であ

ったが、いずれも横穴式石室であった。古墳群が形成された時期は 7世紀後半である。金崎古培群と上長瀞

古墳群は近接しており、同一の古墳群とする考えもある。金崎古墳群の天神塚古墳は、埴輪を伴うことなど

から 6世紀第 3四半期の築造と考えられており、今のところ秩父最古の古墳とされている。主体部は横穴式

石室である。上長瀞古墳群は 4基の古墳が調査されたが、いずれも 7世紀後半の築造である。

赤平川と横瀬川は荒川の支流であり、横瀬川は秩父市内で、赤平川は秩父市と皆野町との境で荒川と合流

する。赤平川の流域には、上流から千辱原古墳群（小鹿野町）、春日野道下古墳群（小鹿野町）、取方古墳群

（吉田町）、安中古墳群 （吉田町）などがある。いずれも小円墳からなる古墳群である。これらの古墳群に

ついての詳細は不明であるが、安中古墳群の安中 1号墳からは極めて小規模な横穴式石室が発見され、築造

時期は 7世紀後半から 8世紀初頭とされている。横瀬川流域には左岸を中心として大野原古墳群が形成され

ており、現在24基の古墳が確認されている。この古墳群はかつて 2回発掘調査が行われ、蕨手刀と和同開称

を出土した古墳及ぴ半地下式の横穴式石室を持つ古墳が確認された。これらの古墳の築造年代は 7世紀後半

から 8世紀初頭と考えられるので、 古墳群自体もこの時期に形成されたと推定されている。

吉田町の太田部古墳群は、これらの河川流域に形成された古墳と異なり、標高 953.9mの塚山の山頂に近

い東面の山腹に形成されている。標高は 830~870mで、県内最高所に位置する古墳群といわれ、現在10基

が確認されているが、中・近世の塚である可能性もあることが指摘されている。 （小澤 守）

5 児玉郡市

当地域で前期に比定される培墓は、丘陵部や台地縁辺部に形成されているものが多く、 美里町南志渡JII遺

跡、児玉町塩谷下大塚遺跡、本庄市下野堂遺跡、神川町前組羽根倉遺跡等が挙げられる。これらは弥生時代

からの伝統的墓制である方形周溝墓の形態を継承している。 しかし、美里町南志渡川遺跡・村後遺跡におい
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ては前方後方形周溝墓が存在し、首長層の段層分化が推定される。さらによ り上位の首長により造営された

古墳が児玉地域最大規模を誇る児玉町入浅見の低丘陵に占地する児玉町鷺山古墳で、これは埼玉県内におけ

る初期古墳に共通する前方後方墳である。

中期の古墳は身馴川・志戸川、女堀川流域及び本庄台地端部に集中し、 40m程度の円墳が多く含まれる。

志戸川流域の美里町長坂聖天塚古墳は、方格規矩鏡等の畿内的副葬品を所有することから児玉地域を掌握し

た首長墓と考えられる。女堀川流域には本庄市前山 1• 2号墳、公卿塚古墳がある。公卿塚古墳は格子目叩き

と有黒斑横刷毛埴輪を持つ大型円墳である。生野山丘陵には、物見塚古墳、将軍塚古墳、金鑽神社古墳が存

在する。物見塚古墳は生野山丘陵の最高点に位置し、生野山丘陵最初の首長墓の可能性が考えられる。公卿

塚古墳、金鑽神社古墳、将軍塚古墳には格子目叩きを用いた埴輪が知られ、須恵器生産との関係が注意され

よう。志戸川中流域及び本庄台地端部に営まれた古墳も見逃せない。志戸川左岸の微高地に位置する美里町

道灌山古墳は、葺石・埴輪が認められず周堀から古式土師器が検出されていることから、竪穴系の埋葬施設

を有する古式古墳と推定される。対岸の志渡川古墳は横刷毛有黒斑の埴輪を出土する。本庄市・上里町に展

開する旭 ・小島古墳群の八幡山古墳、三杢山古墳に埴輪は伴わず、八幡山古墳には箱式石棺が知られる。身

馴川中流域の児玉町長沖157号墳からも横刷毛有黒斑の埴輪が検出された。このように 5世紀中頃には各集

団ごとに墓域が設定され古墳群の基盤が確立するが、美里町諏訪山古墳の一例を除き円墳に限られている。

児玉地域の前方後円墳は、 5世紀末に築造が始まり 6世紀後半で終了するが、 100mを越える古墳が存在

しない当地域では児玉町生野山銚子塚古墳、生野山16号墳、秋山諏訪山古墳、神川町白岩銚子塚古墳が最大

級である。この時期の埋葬施設として、児玉町長沖 1号墳、 27号墳の主体部に見られる礫榔状小石至の構築

が眩められるが、 6世紀中葉には横穴式石室の受容が開始される。同時に小円墳から構成される群集墳が丘

陵・台地・自然堤防上に出現し、これまで集落とされた地域まで墓域が拡大する。神川町青柳古墳群、上里

町大御堂古墳群、児王町長沖古墳群、秋山古墳群、美里町広木大町古墳群、白石古墳群等である。群集墳の

中には横穴式石室導入期の狭長袖無型横穴式石室が存在しており、これらは竪穴式石室に羨道部を付設した

ものでなく、形式化した状況のもとで採用された横穴式石室である。奥壁には大型角礫、側壁には小口状に

小礫を模様積みし、石室外側を馬蹄形に囲続する控積を設置する古墳が多数存在する。このような埋葬施設

を伴う古墳が児玉地域の広範囲に営まれていることは、対峙する上毛野地域の影響下にあったと見倣すこ と

もできよう。児玉地域における前方後円墳の築造は 6世紀末葉を最後に姿を消し、角閃石安山岩を用いた本

庄市御手長山古墳・ 上里町浅間山古墳や児玉町生野山58号墳に見られる胴張型横穴式石室を採用した30m程

度の円墳に変化する傾向が伺われる。この時期まで埴輪は残るが底部調整が加えられることや器形の縮小化

が顕著となる。小円墳にも埴輪の使用は認められるが数最的に減少し形象埴輪が樹立されなくなる。石室形

態も前代の規模に比較し縮小傾向が見られ、石材も全体的に小礫を多用する傾向が伺われる。だが、美里町

諏訪林古墳は、埴輪を持たず大型凝灰岩を面調整した石室と、河原礫控積を有し墳麓ヘニ列に葺石状の集石

列を巡らした円墳も依然として存在する。旭・小島古墳群、青柳古墳群、塚本山古墳群、白石古墳群等は長

期間継続的に構築された群集墳である。群中に方墳が認められずほとんどが円墳で構成されていることに当

地域の古墳終末期の特徴がある。 （長沌歳康）

6 大里郡市

大里郡の古墳は、近年の各種開発に伴う発掘調査の増加とともに新たな注目すべき事実を蓄積 している。

ここでは、今回の調査によって加わった資料から郡内の動向を時期別にみることにしたい。

前期古墳では、弥生時代以来の伝統的な方形周溝墓が発見される場合が多く、岡部町石蒔B遺跡の調査以

米郡内の発見例は微増であり、地域も志戸川流域・妻沼低地 ・江南台地上と偏りがある。大里村船木遺跡で

は弥生時代から継続して方形周溝墓が造られており、他とは遺跡の性格を異にする。また、江南町塩古墳群・

熊谷市万吉下原遺跡では墳丘を良好に留めた、いわゆる方形台状墓が確認されている。とくに、塩古墳群中

の狸塚支群 1号墳は前方後方形をしていることが確認されている。同25号墳では木棺直葬の埋葬主体部が検
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出されている。これらは、現大里郡域の周辺部に位置し当時でも児玉・比企等の隣接地域と深い関わりを持

って成立しているものと推定される。

中期古墳は調査例が少ない。熊谷市前原遺跡では円形周溝墓が、江南町新山 1号墳では方墳が検出されて

いる。榛沢郡街正倉跡と推定される岡部町中宿遺跡でも方墳跡が検出されているにすぎない。

後期古墳は、調査例も多い。沖積地・市街地に所在し新たに古墳群として把握された遺跡には次のような

ものがある。深谷市上増田古墳群は妻沼低地に埋没した古墳群であったことがわかり、周辺部の自然堤防上

からも城北遺跡・居立遺跡・上敷免遺跡等の集落跡が新たに発見されている。上増田古墳群はこれらの大規

模な集落を背景として成立しているものと考えられる。また、後背地に当たる櫛引台地縁辺に分布する木の

本古墳群中には前方後円墳が確認されたことと考えあわせなければならないだろう。小前田古墳群の外側に

広がることがわかった寄居町樋ノ下遺跡では後期末の円墳跡9基が検出され、市街地まで古墳群の分布して

いたことが明らかになった。このように妻沼低地では集落の発見とともに古墳群の存在も注意しなければな

らず、上増田古墳群の例は空白地域での古墳群の存在の可能性を如実に物語っている。熊谷市横塚山古墳一

帯はそのような埋没、削平された古墳群の所在する可能性の高い地域として注意が必要である。

周知の古墳群中において調査された例では、寄居町高城・番場遺跡があり、埴輪を伴う古墳を含め方墳 4

基、円墳20基が確詔された。また小型の箱式石棺も検出されている。熊谷低地では熊谷市肥塚古墳群の調査

で横穴式石室が検出されている。同市の籠原裏古墳群では埋没墳の例だが八角形の墳丘を持つ古墳が確認さ

れている。江南台地と周辺地域では、川本町箱崎古墳群に埴輪を伴う円墳跡が、江南町塩古墳群西原支群で

は5基の円墳が調査され、歓石組の胴張り型横穴式石室を構築し埴輪を伴うものと伴わない古墳が検出され

ている。大里村では東山遺跡・円山遺跡・阿諏訪野東遺跡・桜谷東遺跡・同西遺跡・大境南遺跡等で円墳跡

を主体に調資されたが、東山遺跡・大境南遺跡では埴輪を共伴しない前方後円墳が確認されている。前方後

円墳の消滅過程を示す良好な例といえる。同様な例は終末期の前方後円墳とされる岡部町お手長山古墳も周

堀の調査により埴輪を共伴しないことが判明している。

大里地域の古墳は前期では志戸川流域・妻沼低地・江南台地と遺跡の分布に偏りがあり、中期も大きな変

化を見ない。しかし、後期にいたっては各地に集落・古墳群が成立していく。ここ数年の調査によってもこ

の傾向は跡付けられるものであり、隣接する埼玉・児玉・比企の動向を踏まえると周辺の有力な勢力間に取

り残された緩衝地帯のようでもあり、後期にいたっての遺跡の増加は周辺地域またはもっと外からの開発を

契機とするような様相が伺われる。 （新井 端）

7 北埼玉郡市

北埼玉郡市における古墳の立地条件の特色は、地質学でいわれる関東造盆地運動による地盤沈降の影響を

受けていることである。つまり、本来台地上につくられた古墳が地盤の沈降により沖積上に覆われてしまい、

数mの墳丘高を持つ中小古墳が結果として現在の水田面下に埋没してしまったという現象である。この現象

は特に利根川右岸地域、行田、羽生、加須市に多い。そのためこの地域で確認される古墳の数は限られてい

るが、実際には多くの古墳が未発見になっていると推測される。

本郡市にはまだ初期古墳は発見されていない。この空白地に 5世紀後半のある時期埼王に稲荷山古墳が出

現する。近くの南河原村・とやま古墳や、羽生市・永明寺古墳などの前方後円墳が相次いで築造されたよう

で、本格的な古墳築造の時期が到来したとともに、その出現の仕方が唐突であることが特色である。

6世紀代になると、埼玉ではこの百年の間に菓中して大型古墳が築造されるとともに、周辺にも前方後円

墳を中心にした古墳群が盛んに築造されてくる。しかし 7世紀になると、埼玉古墳群では将軍山古墳が6世

紀代に入ることが確認されたことより、中の山古墳が7世紀前後に位置付けられているだけで、大型前方後

円墳は現在確認されていない。これに対して、 lOOmを越える前方後円墳の小見真観寺古墳、巨大な石室を

持つ円墳・八幡山古墳などが突出した古墳としてとらえられている。

最近の調査でいくつか大きな成果が得られている。埼玉古墳群では前述したように、将軍山が二重の周堀
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を持つこと、墳丘に埴輪が巡らされていること、完全に破壊されたと思われた石室の一部が残存し、遺物も

残されていたことなどから、 6世紀代に入る時期に位置付けられることが確認された。また、古墳群の南側

に位置する戸場口山古墳の確認調査により、 二直の周堀を持ち、堀幅を含めて75m前後の方墳である可能性

が指摘されたことは、この古墳群の終末を考える上で大きな鍵になるであろう 。

稲荷山古墳の北側に白山古墳がある。近年この周辺の道路整備に関連した調査で白山 2号墳の周堀の一部

が掘られ、人物や馬、大刀、靱、鉾など生出塚窯跡から供給されたと思われる埴輪が多く出土 している。ま

た、白山古項もさきたま資料館の測品調査により、 50m級の円瑣と考えられるようになっナシ埴輪は持たず、

石室は角閃石安山岩を壁材として使用している点などから 7世紀前半代に位置付けられている。このことは

白山古培と、稲荷山古培の北側に広がる小円墳群が忍川を挟んで別の古墳群と見るか、 一つの古瑣群と見る

かの問題とともに、埼玉古墳群の終末の様相を知るのに戸場口山古墳と 同様重要な意味を持っていると考え

られる。それは、八幡山古墳が今回の試掘・測筵調査の結果のように約80mの円墳とすれば、それに匹敵す

るものとして白山古墳、戸場口山古墳を位置付けることができるからである。

将軍山古墳の数多い副葬品の中に、馬胄と蛇行状鉄器が含まれていた。はぱ同時期と思われる酒巻14号墳

から出土した埴輪に、この蛇行状鉄器を表現した馬があり、その共通性が窺える。また、 14号墳の人物埴輪

の衣装や、力士像などに当時朝鮮半島と交流があったことが認識され、このことは 6世紀後半にこの地域に

大きな変動があったことを指摘できる。

埼玉古墳群以外では、若小王古墳群の中で、地籍図などでしか想定できなかった前方後円墳の一つ三方塚

古墳が調査され、密集した小円墳群を伴うことが明らかになった。今後この周辺の調査が進めば数多くの前

方後円墳と小円墳群の実態が明らかになるだろう。真名板高山古墳は、測量調査により 100mを越える前方

後円墳であることが確認されたが、ボーリング調査により約 3m墳丘が沈降していること、堀は二直である

ことが指摘され、商山古墳が単独墳ではなく周辺に埋没した古墳がある可能性が高くなったといえよう 。

（斎藤国夫）

8 南埼玉・北葛飾郡市

南埼玉郡と北葛飾郡は中川低地を挟み対峙した地形を為している。南埼玉郡内の地形は中川・元荒川・綾

瀬川などが南北に流れ、これ等の河川により台地は侵食されたため、台地は河川の流路に沿った地形となっ

ている。これらの河川の縁辺の台地上に遺跡の立地がみられる。南埼玉郡の北部に位置する菖蒲町、久喜市、

鷲宮町付近では台地が埋没しており、河川の氾濫原と台地との境が明瞭ではないところもある。一方北葛飾

郡はかつて千葉県の台地と同一の台地を形成していたが、江戸川の開堀により切り放され、中川低地に面し

た台地となっている。

南埼玉郡内では 3市 2町で発見されている。元荒川流域には菖蒲町に 3群の古墳群が存在する。栢間古墳

群である。夫婦塚古墳を中心とする群、天王山坂古墳を中心とする群、東浦古墳の各群である。総数12基で

あるが、削平されたものも相当数あると思われる。蓮田市にも 3群の古墳群が存在する。すべて削平されて

おり、墳丘を持つものはない。上流より右岸には十三塚古墳、笹原古墳が所在するu 左岸には椿山古墳があ

り、発掘調査により発見されたものである。当市内の古墳に使われた石室の石材はすべて砂岩製であり、 市

内馬込のローム思下の基盤層に類似する。岩槻市には 5基の古墳が確認されている。

中川流域では大宮台地側に 2群の古墳が確認されている。宮代町姫宮神社古墳群、春日部市内牧塚内古墳

群である。塚内 4号墳では下総型の埴輪の検出がある。

北葛飾郡内の古墳は 4町で発見されているが、杉戸町に集中しており、目沼・木野川古墳群の 2群が形成

されている。計28基、現在数11基である。庄和町には向之内古墳ほか計 3基が存在するのみである。

（大塚孝司）
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VI 詳細調査の概要

今回の古墳詳細分布調査においては、詳細調査として、全県下の主要古墳の中からから合計17か所の古墳

を選択して試掘・測罷調査を行った。

調査は、墳丘測最と試掘坑（トレンチ。以下はすべて「トレンチ」とする）による試掘調査を並行して行

い、 5~ 8日間を標準に、延びても14日間を超えない軽微な調査を実施することにした。

測塁調査は、①墳丘の中心点を任意に決め、簡易トラバースの設定をする、②この中心点に平板を据え、

墳丘全体に標高差20cmないし25cmインターバルの測絨点をとる、③縮尺1/100で等高線図を作図する、とい

う方法により行い、各トレンチは遺構 ・遺物の密度が高いなど必要があった場合には縮尺1/20の平面図を作

図した。試掘調査は、墳丘の要所要所にトレンチを設定して、墳丘裾部及び周堀位置を検出することを目標

とした。先行して作図した墳丘測昼図からトレンチ設定位置をあらかじめ決め、対角位置やくびれ部など墳

形の確認が容易になる位置を吟味しながら、最小限の労力で最大限の効果を産むように心がけた。

調査時期は、各年度の概況調査終了後の 9月以降、秋冬の時期を主体とした。

平成元年度は比企・入間郡市から 6か所、平成 2年度は秩父・児王郡市から 5か所、平成 3年度は北埼玉 ・

南埼玉・北葛飾郡市から 3か所、平成 4年度は北足立・大里郡市から 3か所である。

平成元年度・ 2年度の調査は調査古墳を多くして、数多くの古墳の実態を究明すべく取り組んだのである

が、実際には各古墳ごとの調査に費やせる日数が5日間前後と少なくなってしまい、調査成果が不十分にな

らざるをえない状況であった。そこで、平成 3年度・ 4年度は 3基を対象とし、各古墳の状況把握のために

第 1図雷電塚古墳位置図
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2m 

第2図雷電塚古墳測量図
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第3図大類2号墳位置図

十分な調査ができるように調査の方針を変更した。

したがって、個別の古墳の調査の状況については各年度の条件が同じではなく、本章の記述もやや精粗の

ばらつきがあることを最初にお断わりしておきたい。

遺物と調査記録類の整理作業は、調査終了後随時行ったが、遺物実測・写真撮影・図版作成以下の編集作

業は 5年度に行っている。

以下に調査年次順に調査概要を記述してみたい。必ずしも調査順ではないので、各古墳の項には調査年月

日を付け加えておいた。出土遺物については別項を設け、調査概要の後に記述した。

1 遺構の概要

(1) 雷電塚古墳（坂戸市）

所在地坂戸市大字小沼 269

調査年月日 平成 2年 1月10日 （水） ～平成 2年 1月19日（金） （5日間）

立地・現況 雷電塚古墳（雷電塚 1号墳）は、東武東上線坂戸駅の東方約2.7kmの、坂戸台地の末端に位置

する。台地の縁からはやや奥まったところに占地し、北側に越辺川の沖積地を望む。周辺の標高は18mであ

る。周囲には 2基の古墳が所在しており、雷電塚古墳群と呼ばれている。昭和31年には、この地域を代表す

る前方後円墳であることにより、県指定史跡となっている。

墳丘上及び古墳の東側は山林、墳丘の西側は畑地となっており、保存状態は全体的に良好である。後円部

墳頂には小祠がある。墳丘西側裾部は、畑地と山林（墳丘）の境目に深い根切り溝が掘られており、若干削

られていた。現在の墳丘の規模は、全長47m、後円部径25.5m、後円部高 4.5m、前方部幅23m、前方部高

3. 25mを測る。前方部が比較的発達した形態である。

- 215-



＼
 

／

＼
 

＼

＼

 

(
¥
¥
¥
¥
 

＼
 

＼
 

急：”

＼！
ー
ー
／

[

/

/

 ー
／

]

/

 

'

/
/
 

＼

9

!
！
ーー

--メ― 一= ＞ 
二――---

? ,  ?m 

A tT_ --A 
,¥IJOOm 

□ 一二三二二二二□
第1トレンチ

1 隋褐色土 耕作土．しまり強．

2 隋褐色土 しまり強．

3 褐色土 ロームプロックを多量、黒褐色土ブロックを少量含む． しま＇）中 ．

4 黒褐色土 ロームプロックを少量含む．しまリ中．
5 暗褐色土 ローム粒・焼土粒・炭化物粒を少量含む．しまリやや強．

6 隋黄褐色土 ローム粒を多量に含む．しまり中．

7 黄褐色土 ロームプロック主体の崩霧土．しまり中．

A 9T 量 m

口 ’ -- - / 9 

， 

第 2トレンチ

1 襴色土

2 茶褐色土

3 黒襴色土

4 鼈褐色土

5 明褐色土

と つ

□ 

耕作土．
編礫・土器艤片を含む．

小礫 ・土器片を含む．周蝙内崖積土．

,J渇 ・土器片を含む．

やや粘性あり．小礫を含む．褐色のローム賓土．基盤層．

第3トレンチ

1 茶褐色土 ローム粒・編襲を少I:含む．しまり中．

2 暗黄褐色土 ローム粒・炭化物粒・小礫をやや多く含む．しまり強．
3 暗嶋色土 粘性あり．墳丘から崩落した大醸、埴輪片を含む．しまリ中．粘性あリ． 2m 

第4図大類2号墳測量図
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第5図天神山古墳位置図

調査の概要 調査は、墳丘東側くびれ部に第 1トレンチ、前方部前面のやや西寄りの部分に第 2トレンチを

設定して進めた。第 1トレンチは幅 2m、長さ11.5mで、幅9.8mの周堀が検出された。墳丘裾部は垂直に

近い立ち上がりであり、周堀外側立ち上がり部は傾斜がやや緩かった。第 2トレンチでも、周堀を検出した

が、くびれ部に比べてやや幅狭になり、幅5.5mであった。深さもやや浅く、墳丘側で1.2mであった。外

側立ち上がり部の傾斜は、くびれ部以上に緩くなっていた。

2本のトレンチからの判断ではあるが、この古墳の周堀は墳丘相似形と考えられ、後円部全体と前方部側

面はほぼ同じ幅でめぐり、前方部前面をやや幅狭にしていたものであろう。

出土遺物は大半がくびれ部の周堀内に転落していたものである。多量の円筒埴輪片のほか、朝顔形埴輪片、

形象埴輪片、須恵器片がある。

築造時期は、出土した埴輪の特徴や墳形から 6世紀中葉頃と推定される。

(2) 大類 2号墳（毛呂山町）

所在地入間郡毛呂山町大字川角字塚原2219

調査年月日 平成元年12月11日（月） ～平成元年12月18日（月） （5日間）

立地・現況 大類 2号墳は、越辺川右岸の坂戸台地上に所在する。台地西側には 5m下がった段丘面が広が

っている。台地は広い平坦地が続き、毛呂山町から坂戸市にかけて数多くの古墳が分布している。市町境を

越えた全体の名称を苦林古墳群と呼んでいる。坂戸市側は前方後円墳 3基、円墳11基の合計14基で構成され

る塚原古墳群、毛呂山町側は前方後円墳 2基、円墳39基の合計41基からなる大類古墳群である。大類 2号墳

は、市町境に近く、古墳群全体の中央部に位置する前方後円墳である。

古墳の周囲はすべて畑地で、墳丘の周りは開墾され、前方部と後円部の中心が残存するのみで、本来の墳
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□ 
第3トレンチ 1 茶褐色土 しまり弱く、間隕多い．表土．

2 暗褐色土 ローム粒・焼土粒を少量含む．しまり中．

3 黒漏色土 ローム粒を少量、燒土粒をわずかに含む．

4 黄編色土 ローム土再淮積．粘性で、しまリ中．

A q → 

第4トレンチ 三一こ—::：：こ：ロ
1 茶襴色土 しまり弱く｀間隕多い．衰土．
2 隋襴色土 ローム粒を多量に含む．しまり弱．

3 黒襴色土 粘性強．しまI)中．ローム粒・饒土粒を少量含む．

4 黄襴色土 ローム土再潅積． しまり中．

?m 

第6図天神山古墳測量図

丘形態が想像できないほど変形していた。現況では、墳丘の全長は26m、幅8.5m、後円部の高さ2.2mを測

る。墳丘には多最の川原石が堆積しており、葺石で覆われていた可能性が高い。

調査の概要 東西に長い墳丘に対して、墳丘東端付近で南方方向に第 1トレンチ、南側くびれ部に第 2トレ

ンチ、北側くびれ部に第 3トレンチを設定し、調査を実施した。墳丘西側にはトレンチを設けられなかった

ので、正確な墳丘全長は確認できなかった。幅 2m、長さllmの第 1トレンチでは幅2.6mの周堀が確認さ

れた。トレンチの南部では、隣接する円墳の周堀と思われる溝も検出されている。第 2トレンチでは、基盤

層がローム層でなく暗褐色土層であるため、周堀自体ははっきりしなかったが、土層断面から 3m程度であ

ることが予想された。第 3トレンチでは、掘り込みが最も深く、調査範囲内には周堀の外側立ち上がりが納

まらず、幅7.5m以上になる。

発見された遺物は、第 1トレンチで土師器杯が出士したほか、第 3トレンチを中心に埴輪が多最に出土し
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第7図 根岸稲荷神社古墳位置図

ており、須恵器大甕片等も見られた。

築造時期は、出土した士師器杯の特徴から 6世紀前葉から中葉頃と考えられる。

(3) 天神山古墳（東松山市）

所 在地 東松山市柏崎134-12

調査年月日 平成 2年 3月8日（木） ～平成2年3月19日（月） （6日間）

立地 ・現況 天神山古墳は、松山台地のうち東方に長く張り出す舌状台地上に位置し、台地中央部に占地す

る前方後円墳である。北に市の川の沖積地を望む。古墳周辺の標高は26mである。天神山古墳の周囲には、

全長62mの前方後円墳である、おくま山古墳のほか、円墳15基が現存しており、柏崎古墳群と呼ばれている。

工場建設などのために、消滅した古墳も多い。

古墳は墳丘の東半部が削平され、住宅が建てられている。主軸方向はほぼ南北であり、全長約57mを測る。

北側が高く、南側が低平で、くびれ部に相当する部分があるため前方後円形の墳形を想定されている。墳丘

の高さは現存高で約 4mであるが、かつては 2倍の高さがあったという、近隣住民の記憶もある。

調査の概要 調査は、西側平坦地に 4本のトレンチを設定し、西側くびれ部付近の周堀と墳丘裾部の形態確

認を目的に実施した。しかしながら、この古墳には現状の墳丘裾部まわりに生活道路が一周しており、それ

を壊して掘ることが不可能であるため、結果的には墳丘裾部と周堀の内側立ち上がり部を確認することがで

きなかった。 4本のトレンチは南から 1• 2 • 3 • 4という順序であった。＜びれ部よりやや南寄りに第 1

トレンチ、くびれ部のやや北寄りに第 2トレンチ、後円部西側に第 3 • 4トレンチという配置である。

周堀は第 3 • 4トレンチで確認されたが、外側立ち上がり部の形態を確認するに留まった。このため、墳

丘形態・規模を明らかにできたわけではない。

第3• 4トレンチで確認された周堀外側立ち上がり部はくびれ部付近でほぽ直角に内側方向に屈曲するこ
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第1トレンチ
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1 表土 竹の根が張る．

2 暗褐色土

3 黒褐色土 有議質土層．粘性に欠ける．

4 赤褐色土 ローム粒を含む．

5 褐色土 ローム粒を多量に含む．サラサラした感じ．

A 可 m

第2トレンチ

1 表土

2 黒褐色土
3 暗褐色土

4 暗褐色土

5 渇色土
6 茶褐色土

7 褐色土

竹の根多い．

有磯賣土層．

ローム粒を含む．
ローム粒をわずかに含む．

ローム粒を含む．

壁の立ち上がリ部分の崩霧土．ローム徽編粒を多量に含む．

A 1T 呈 m
第3トレンチ

1 茶褐色土 表土．翼食土層でしまり慧い．
2 明茶褐色土 しまり悪い．

3 暗貨褐色土 ローム粒を少量含む．

4 褐色土 ローム粒を少量含む．
5 鼈褐色土 しま IJ中．

6 黄褐色土 ローム質塵土崩蕩土．しまリ強．

7 贈黄褐色土 ローム粒をやや多量に含む． しまり弱．

8 灰黄褐色土 ローム粒を少量含む．しまり中．

9 贈灰褐色土 しまリ特に強．旧表土か．

2m 

第8図 根岸稲荷神社古墳測量図
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第9図天神山横穴墓群位置図

とが確認され、後円部西側においても直線的に移行していく形態であることが判明した。つまり、墳丘相似

形周堀が、四角い墳丘のまわりに掘られていたと考えることができる。このため従来「後円部」と考えてい

た部分が 「後方部」になり、墳形が前方後方墳になる可能性が喬くなった。

同じ柏崎古墳群内の前方後円墳であるおくま山古墳が盾形に近い馬蹄形の周堀を有することも、天神山古

墳を前方後方墳と考える傍証にすることができよう。

出土遺物は、縄文士器片、土師器壷片、杯片等であった。埴輪は検出されていない。かつての出土遺物と

しては、昭和初期に土取りされたときに石室状の施設が見つかり、 1方製内行花文鏡の破片と玉類が出土して

いる。

築造時期は、土師器壷の特徴や鏡などから、 4世紀後葉に遡ると推測される。

(4) 根岸稲荷神社古墳（束松山市）

所 在 地 東松山市大字古凍字根岸1156他

調査年月日 平成 2年 2月13日（火） ～平成 2年2月23日（金）（5日間）

立地・現況 根岸稲荷神社古墳は、松山台地の南東部の端部、新江川を望む台地上にあり、墳丘裾部の標高

19.4~19. 6mである。東に川島町の低地帯を遠望することができる位置に占地している。川を挟んで対岸の

北西方向には、 円墳38基からなる古凍古墳群が広く分布している。

現況は神社の敷地になっており、墳頂部に根岸稲荷神社の社殿と参道がある。これらのため、やや削られ

ているようである。東側も古い参道の痕跡が残る。現存の墳丘形態は方墳状を呈し、東側に造出 し状のわず

かな盛り上がりがある。西側は墳丘裾部ぎりぎりまで新江川の河川改修工事で削られ、断崖状になっている。

規模は一辺15m、高さ1.6mを測る。
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第10図天神山横穴墓群測量図 、-+:It差石2も裕）

調査の概要 調査は、墳丘から周囲の平坦地にかけるように、南側に第 1トレンチ、北側に第 2トレンチ、

東側に第 3トレンチの 3本のトレンチを設定した。第 1トレンチは、幅1.5m、長さ11.5mで、墳丘裾部か

ら4m離れた位置に周堀が検出された。周堀の幅は上幅3.5m、下幅2.3m、遺構確認面からの深さ0.8mで

ある。第 2トレンチは幅1.5m、長さ10.5mで、墳丘裾部から2.3m離れた位置に周堀が検出された。この部

分では周堀の上幅は 5m、下幅3.5m、遺構確認面からの深さ0.9mである。墳丘東側の第 3トレンチは造出

し状盛り上がりを調査する目的で設定した。幅 1m、長さ3.5mである。ここでは周堀の立ち上がり部が墳

丘内側に向いたものと南向きのものが確認され、くびれ部であることが判明した。

これらの調査の結果、この古墳は後方部の一辺約20m、くびれ部幅 7m、前方部の長さ 5m以上の、小型

の前方後方墳であることが推定されることになった。あくまで推測の域を出ないが、前方部は通路状になっ

て前面が閉じない形態になる可能性もある。

周堀からの出土遺物は、弥生土器系統の壷と土師器壷が共伴しており 、興味深い資料である。

根岸稲荷神社古墳の築造時期は、前方後方墳の墳形と土師器壷の特徴などから 4世紀前葉頃と考えること

ができる。

(5) 天神山横穴墓群 （滑川町）

所在地比企郡滑川町大字福田字中在家3218-3ほか

調査年月日 平成 2年 3月 1日（木） ～平成 2年 3月 8日（木） （6日間）

立地・現況 天神山横穴墓群は荒川大橋の南方約 2kmの熊谷東松山有料道路沿いに位置し、谷田を望む低位

丘陵の南西斜面に分布している。丘陵麓の標高は52m、最高所の標高68.9mである。調査時に開口していた

横穴墓は 1基であり、玄室の規模も大きく、棺台が設けられていた。これを 1号横穴墓とした。 1号横穴墓

の南東側は比較的丘陵の傾斜が緩やかで、表面が土壌に覆われているが、北西側は急で、砂質泥岩の基盤層
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第11図 山の根古墳位置図

の露出する部分も認められた。

調査の概要 この調査においては、当初新規の横穴墓を発見することを目的とし、 1号横穴墓の南東傾斜面

の中腹に幅 2m、長さ15mのトレンチを設定したが、砂質泥岩の基盤層の検出に留まり、横穴墓は発見され

なかった。

このため、かつて開口していたが、戦後埋め戻しをした横穴墓があるとの地元住民の情報に基づいて、 1

号横穴墓の北西約16mの丘陵麓部の調査を実施した。その結果、比較的小規模な横穴墓が 1基検出された。

これを 2号横穴墓と呼んだ。玄室の平面形は胴張り長方形で、幅1.64m、長さ1.98mを測る。天井部はカマ

ボコ形を呈し、玄門部には閉塞石をはめこんだと推定される溝が掘られていた。羨道部の平面形はいったん

くびれてから開く形態をとり、最小幅0.68m、長さ 1mである。玄室の中央部から羨道部の中軸線上には、

排水溝と考えられる溝が掘られており、玄室 ・羨道の床面も外側に向けて傾斜をもたせる配慮が見られた。

1号横穴墓は玄室内に土砂が再堆積していた。この横穴墓については玄室内を清掃し、全体の実測図を作

成することを目的に調査を行った。その際、羨道部と墓道がこの時点で確認されているよりも外側まで続い

ていることが判明したので、羨道部 ・墓道の発掘調査も合わせて実施した。玄室の平面形は胴張り方形で、

幅・長さともに2.44mを測る。玄門側の壁面は内湾している。玄室の左側壁に接して、掘り残しの棺台が設

けられていた。玄室の天井部は 2号横穴墓と異なって、アーチ形を呈し、中央部が最も高く、高さ1.56mを

測る。羨道部は下端幅0.44mと狭く、中心に排水溝が掘られている。羨道部の前方には南側にやや屈曲する

形態の墓道が設けられており、羨道部と墓道の境界には閉塞石がわずかに残っていた。

また、 2号横穴墓の北西10mの地点にもう 1基の横穴墓が閉塞状態で確認された。これを 3号横穴墓と呼

んだ。 3号横穴墓は、今後の保存を考えて、これ以上の調査を控えることにした。

1 • 2号横穴墓は、双方とも盗掘されていたため、調査時の玄室内の遺物は皆無であった。 1号横穴墓の

-223-



ー一乙： --— 
ー ニー

竺
"
-”
―
g
-”
＿`

>---= _-= 

--
?,  1 

A 1T 
・心ぶ加

→ 

◆ 込

—-ー―- -

?m 

廣食土

茶褐色土

褐色土

4 黒褐色土 有機賣を含む．

5 暗褐色土

6 黒褐色土

7 暗褐色士． ローム土 ・粘土をやや今量に含む。

8 黄褐色土 粘土を多量に含む．

9 褐色土

10 黄褐色土と地山粘土の互層

11 黄褐色土 粘土をやや今量に含む．

12 黄褐色土

13 黒褐色土

14 鼈褐色土 地山．

第12図 山の根古墳測量図 (1)
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第 2トレンチ

l 表土 5 褐色土 やや黄色味を帯びる．

2 茶褐色土 6 茶褐色土 やや粘質で、しまリがよい．
3 褐色土 やや白味を帯びる．地山の粘士を含む． 7 陪褐色土 硬くしまっている．

4 茶褐色土 軟質の流出土．しま＇）なく、間隕大きい ．

A 31 

A 7T.  

R r1 つ

第7トレンチ東壁

l 表土

2 茶褐色土 黒色マンガン粒をごく少量含む．

3 暗茶褐色土 黒色マンガン粒を少量含む．2より硬く粘性強．

4 暗茶褐色土 黒色マンガン粒を少量含む．3より硬く粘性強．

5 明茶湯色土 地山粘土プロックをやや多量に含む．4よリ硬く粘性強．

6 明褐色土 地山粘土ブロックを多量に含む． 5より硬く粘性強．

7 黒褐色土 マンガン粒・粘土ブロックを少量含む．6よ＇）硬いが粘性に欠ける ．

8 黒褐色土 マンガン粒・粘土ブロックを少量含む． 6よリ硬いが粘性に欠ける．

9 明褐色土 地山粘土ブロックまたはマンガン粒を多量に含む．6より硬く粘性強．

第 7トレンチ西壁

1 表土
2 茶褐色土 黒色マンガン粒を若千含む．軟らかい．

3 黒褐色土 マンガン粒を若干含む．硬くよくしまっている．

4 黒褐色土 マンガン粒を多量に含む．硬くよくしまっている．粘賓．

5 黒褐色土 マンガン粒を多量に含む．硬くよくしまっている．4より粘性強．

6 明褐色土 地山の粘土粒を多量に含む．軟らかく しまりよい． 5より粘性強．
.c
 

第13図 山の根古墳測量図 (2)

マ母Im 第3トレンチ

1 表土層 廣食あり．

2 茶褐色土
3 褐色土 粘賣あり．

4 隋褐色土 有襲質を含む．

?m 

閉塞石付近から須恵器大甕の小片 1点を検出したのが唯一の出土遺物であり、築造時期を推定することはで

きない。

(6) 山の根古墳（吉見町）

所在地比企郡吉見町大字久米田五の耕地746ほか

調査年月日平成2 )年 1月29日（月） ～ 1990年2月13日 （月） （8日間）

立地・現況 山の根古墳は吉見丘陵から派生する尾根上にある。尾根の先端部に前方部を向けて築かれてい

る。この古墳から北西に35mの位置には一辺25mの方墳である山の上 2号墳がある。さらにもう 1基の円墳
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第14図狐塚古墳位置図

とともに 3基で構成される山の上古墳群（山の根古墳群）の主墳である。

墳丘の保存状態は良好で、前方後方形の墳形をよく留めている。谷側にあたる後方部東墳丘部は自然の傾

斜面を削り出しているほか、前方部も尾根先端の地形を利用して築造されている。

調査の概要 調査は、後方部の西に第 1トレンチ、北に第 2トレンチ、北西隅角に第 3トレンチ、東に第 4

トレンチ、前方部前面に第 5トレンチ、南西隅角に第 6トレンチ、西側くびれ部に第 7トレンチを設定し、

墳丘形態及び周堀の確認を行った。古墳の東側は丘陵斜面であるため、最初から周堀は確認されないことが

予想されたが、墳丘西側の平坦面においても周堀は確認されなかった。西側平坦面も、墳丘の盛土を得るた

めに白色粘土層まで削り出した地山整形面であることが明らかとなった。

西側くびれ部に設けた第 7トレンチでは、後方部の墳丘裾ラインが直線的に検出され、これに沿ってテラ

ス状の平坦面があった。この部分から墳丘外の地山面にかけて、かなりの遺物が検出された。

第6 トレンチ以外では墳丘裾部の位置を確認することができたので、古墳の形態・規模は不十分ながら推

定することができた。測籠図から計測すると、主軸方向の全長は54.8m、後方部長33.6m、幅26.2m、前方

部長21.2m、幅19.2mである。墳丘の高さは傾斜面に築造されているため西と東で異なるが、基底部から測

ると、後方部は 3m、前方部は1.9mとなる。後方部が縦長の長方形を呈し、前方部が低平な前方後方墳で

ある。

出土遺物は士師器高杯・鉢・甕・小型甕などであり、ほとんどが第 7トレンチからの出土である。これら

に基づいて古墳の年代を考えてよければ4世紀代でもかなり古い年代を想定することができよう。

(7) 狐塚古墳（秩父市）

所在地秩父市大字影森字下原
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2 淡睛褐色土絣作土．1よりやや粘性があり、●は少ない．
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5 潰晴褐色土 嘉土崩落土．4のロームブロックを下面に混じる．
6 茶褐色土 淡褐色粘賣土のブロックを多量に含む．

2m 

第15図狐塚古墳測量図

調査年月日 平成 2年10月23日（火） ～ 11月 1日（木） （6日間）

立地・現況 狐塚古墳は、荒川右岸の河岸段丘上の古墳で、河岸からは約lOOm奥まっている。古墳の周囲

は標高242m程の平坦面が広がっている。荒川沿いの秩父の谷筋では最も西にある古墳だが、周囲に古墳は

存在しない。周囲で土器片や石斧など縄文時代の遺物が散布する区域はあるが、古墳時代に関する遺物はま

ったく採梨されておらず、詳細不明とされていた。

墳丘の周囲は宅地化が著しく、古墳の束側も西側も宅地とな っている。墳頂部には稲荷社が祀られ、若干

削平されているが、保存状態は比較的良好である。最もくずれが大きいのは南東隅から東辺で動物の巣穴や

「むろ」が掘られていた。北東隅、南西隅には本来の形態が伺えた。各辺とも直線気味で、一辺24m程度、

高さ4mの方形の墳丘と思われる。秩父地域では最大級の古墳であると言われている。墳丘の傾斜は下半が

急傾斜で、上半がやや緩い傾斜となるが、通常の古墳の墳丘から考えれば、全体的に傾斜がきついように見

える。

調査の概要 調査は、墳丘東辺中央外側に第 1トレンチ、南東隅に第 2トレンチ、南辺中央に第 3トレンチ

を設定して進めた。いずれのトレンチからも周堀を検出することができなかった。そこで、第 1トレンチを

墳丘側に延長して調査を継続したところ、現墳丘の裾から若干入った位置で、 0.5m程の尚さで乱雑に積み

上げられた石積み遺構が見られた。石積みは旧地表と思われる部分からであった。この部分は墳頂部の稲荷
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第16図 天神塚古墳位置図

社の参道にあたり、崩れも著しいので補強のために築かれたものかもしれない。

(8) 天神塚古墳（皆野町）

所在地 秩父郡皆野町大字金崎字岩下

調査年月日 平成 2年12月 4日（火）一平成 2年12月12日（火） （7日間）

立地・現況 天神塚古墳は、親鼻橋のたもとから国神方面に抜ける県道沿いにあり、隣接して金崎神社が鎮

座する。地形的には、荒川の左岸、宝登山の南西方向に延びる山地下に開けた河岸段丘上に位置している。

墳麓は三方を宅地や畑で削られ、四角形に変形しており、周囲は石垣が組まれていた。墳頂部には「大東亜

戦争忠魂碑」と書かれた石碑が建てられている。直径のわりに低墳丘であり、土取りされている可能性があ

る。埋葬施設は、結晶片岩を用いた短冊形の横穴式石室で、南西方向に開口している。この古墳の北東300

mの地点には、やはり横穴式石室の開口する大堺 3号墳がある。これらは秩父地方の代表的古墳群として天

神塚古墳を含めて 4基が県指定史跡になっている。

調査の概要 調査は、石室が開口する方向になる墳丘の南西隅に第 1トレンチ、墳丘西側に第 2トレンチ、

墳丘北側に第 3トレンチの 3本のトレンチを設定して、墳形 ・周堀の確認を行った。周堀は保存状態が悪く、

土層断面で検討せざるをえなかったが、細かい観察の結果、周堀下端が約 2m幅で巡ることが明らかになっ

た。

墳形は円墳と考えられ、直径15.6mに復原できる。墳丘は、土を積み上げてはいるが、 10~30cm程度の大

きさの片岩を大最に含んだ状態で築成していた。また、第 2トレンチでは墳丘裾部の保存状態が良好で、片

岩を用いた貼り石が残存していた。

出土遺物は円筒埴輪片、形象埴輪片があるが、いずれも転落した位置での出土である。現在のところ、秩
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4 黒褐色土 ロームブロックを部分的に含む．しまりよく、粘性中。

5 黒色土 ロームブロックを少量含む．しまりよく、粘性中．

6 暗褐色土 ロームブロックを少量含む．しまりよく、粘性強．

?m 

第17図天神塚古墳測量図
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第18図牧林古墳位置図

父郡下で埴輪を持つことが確かな唯一の古墳である。

天神塚古墳の築造時期は、短冊形の石室形態が、大堺 3号墳のような胴張り形の石室に先行することや、

円筒埴輪の特徴などから 6世紀後葉頃と推定される。

(9) 牧林古墳（吉田町）

所在地秩父郡吉田町大字下吉田字小暮3307

調査年月日 平成 3年 1月8日（火） ～ 1月21日（金） （9日間）

立地・現況 牧林古墳は、赤平川左岸の河岸段丘上にあり、赤平川の支流、土橋沢右岸にあり、古墳は段丘

崖に面している。下吉田地内には、この古墳の北西に芦田古墳群、北東に取方古墳群があるが、この古墳は

これらとは離れた位置に所在しており、最も近い古墳でも南西100mの位置に行人塚古墳があるのみである。

ただ古墳に関係する遺物は発見されておらず、詳細不明である。

墳丘の周囲は、上水を利用した水田と、桑畑となっている。また、墳丘上はかつて雑木林であったが、調

査時には伐採されていた。墳頂部にはかつて浅間社が祀られていたというが、そのためか墳頂南西部には参

道状の窪みが見られた。墳丘裾部は畑地として利用されていたため、若干削られており、 一見方形に近い墳

丘形態で保存されていた。現存する墳丘は長径約28m、短径約25m、高さ約 3.5mを測る。

調査の概要 調査は、培丘西側に第 1トレンチ、北側に第 2トレンチ、北東隅に第 3トレンチを設定して、

墳丘裾部と周堀の確認を行った。周堀は、 3本のトレンチのいずれにも検出されなかったが、墳丘裾部と粘

土層まで削られた平坦面が確認された。墳丘も少し断ち割ってみた。盛土は粘上と茶褐色土の互層を成して

おり、やや細か目に積まれて版築風に叩き締められているようであった。

確認された墳丘裾部から測った墳丘規模は、直径約28m程度であり、裾ラインの巡り方から見る限り円墳
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茶褐色土 表土．
淡暗褐色土 灰褐色粘土・褐色粘土を少量ブロック状に含む．軟賣．粘性中．

暗渇色土 灰褐色土を少量含む．軟質．粘性中．

明茶褐色土 粘質土．腐食土 ・粘土を含む．しまリよく、粘性強．
淡茶褐色土 粘賣土． 褐色粘土を層状に含む．しまI)よく、粘性強．

淡茶褐色土 粘質土．白色粘土を少量含む．しまリよく 、粘性強．

A 9T 

7 陪灰褐色土 粘賣土．灰褐色粘土を多量に含む．しまりよく、粘性強．

8 灰燭色土 粘賣土． 下部に茶褐色土を含む．しまI)よく、粘性強．

9 灰褐色土 粘賣土．上部に黄色味ある粘土ブロックを含む．しまI)よく、粘性強．

10 崎灰褐色土 粘買土．灰褐色粘土ブロックを多量に含む．しまりよく、粘性強．

II 鼈灰褐色土 印厄土が主体．灰鳩色粘土を多量に含む．しまりよく、粘性強．

12 暗湯色土 灰褐色粘土を含む．しまりよく、粘性預．旧表土．

ァ傘 第2トレンチ
茶撮色土 表土．

明茶褐色土 粘買土． 3に顛似．ゃや明るい色．しまりよい．

明茶褐色土 粘買土．灰褐色粘土を多量に含む．しまリよい．

漢茶爆色土 粘賣土．灰褐色土を多量に含むが、均賓．しまりよい．

茶褐色土 粘賣土．茶瀑色土と灰褐色土の混土層．茶色昧強い．し

まりよい．
6 灰褐色土 粘賣土．茶褐色土を少量含む．しまりよい．

7 灰褐色土 粘賣土．灰褐色粘土ブロックを上部に含む．しまりよい．

8 暗灰褐色土 粘質土．9と茶褐色粘土の混土層．9よりやや明るい色．

9 隋灰褐色土 粘賣土．灰褐色粘土ブロックを多量に含む．
10 疇灰褐色土 粘土．堅縁．鉄分多い．上面黄色味を苓びる．粘性強．
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茶褐色土 表土．
明茶褐色土 粘質土．5に類似．大きめの白色粘土プロックを含む．

茶褐色土 粘質土．4に類似．やや暗い色．

明茶褐色土 粘質土．黄褐色土をブロック状に含む．

淡茶褐色土 粘賣土．7に類似．白色粘土を 2~3CIIIのプロック状に部分的に含む．

淡灰褐色土 粘質土． 8に類似．

淡茶褐色土 粘賣土．11に類似．灰色粘土を多量に含む．茶色味が強く、明るい．

淡灰褐色土 粘賣土．10に蒙似．a色粘土プロックを少量含む．

粘賣土．灰白色粘土を多量に含む．やや白つぼい．

粘賣土．IIに類似．灰色味が強い．

粘質土．やや黄色昧強く、 12よリ明るい色．粘土ブロックを多量に含む．
しまりよい．

12 暗灰褐色土 粘賣土．13に瓢似．やや褐色気味．

13 暗灰褐色土 粘土． 堅縁．鉄分多い．上面黄色呟を帯びる．粘性禎．

O 2m 

9 淡灰褐色土
10 灰褐色土

11 灰褐色土

第19図 牧林古墳測量図
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第20図長沖157号墳位置図

と考えて差し支えなさそうである。

出土遺物は発見されず、墳頂や周囲の表面上の精査によっても遺物・埋葬施設に関連する手がかりは得ら

れなかった。

(10) 長沖 157号墳（児王町）

所在地 児玉郡児玉町大字長沖字金屋885-1

調査年月日 平成 2年9月6日（木） ～ 9月19日（水） （7日間）

立地 ・現況 長沖古墳群は児王丘陵の北側、小山川（身馴川）の左岸の台地沿いに広く分布しており、南北

500m、東西1500mの範囲に157基の古墳が密集している。157号墳は、古墳の密集している台地とは浅い谷

を隔てた奥の台地にある。古墳は舌状台地の先端近くの煕の背状の部分の標高120mの地点に築造されてい

る。

墳丘東側の裾近くまで宅地造成による削平が行われているが、墳丘部分はほぽ残っていた。墳頂部はかつ

て稲荷社があったためか平坦であるが、わずかに均された程度であるようであった。墳形は現状でも丸く見

え、原型を保っているようである。西側、南側の墳丘裾部には、周堀の跡かと思われる窪みも見られた。南

側墳丘下半部はやや平坦化され、削られているようにも見えるが、稲荷社に登る参道のために変形されたも

のであろう 。

調査の概要 調査は、墳丘南側の窪みに第 1トレンチ、西側の窪みに第 2トレンチを設けて進めた。幅 2m、

長さ9.6mの第 1トレンチでは、原墳丘裾からはじまる幅 6mの周堀を確認した。長さ10mの第 2トレンチ

では、墳丘寄り部分で緩い傾斜の平坦面に続いて、幅 7mの周堀が検出された。第 1トレンチに比べ、やや

幅広で深かった。墳丘寄りの部分にある平坦面は、墳丘裾部全体に巡っている可能性がある。
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l 演燭色土 衰土．
2 疇褐色土 やや載賣．粘性中．

3 黒色土 しまりよく｀サクサクしている．
4 疇黄褐色土 黒色土とローム土の義土層．しま＇）よく、粘性蟻 ．
5 演褐色土 やや軟賣．

6 黄褐色土 ロームブロックを多量に含む．しまりよく、粘性撞．

7 渇色土 褐色ロームブロックを含む．粘性禎．

8 演暗嶋色土 4に順似．ロームブロックを多量に含む．しまりよく、粘性禎．

9 鴫色土 7に躙似．均ーでやや軟賣．粘性預．
10 鳩色土 ソフトローム． 嗽賣．粘性豫．

II 晴褐色土 ロームブロックを含む．しま＇）よく、粘性強．
12 褐色土 10に順似．やや暗い色．

13 褐色土 軟賣．黒色土を多量に含む．穴の堰め戻し土．
14 褐色土 13との壇目に天明期テフラを含む．

15 明褐色土 均賣．しまリややよい．上面に河厭石を敷く ．

2m 

第21図 長沖157号墳測量図
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第22図 白岩銚子塚古墳位置図

墳丘南西側は平坦化され、等高線の乱れがあるので、張り出し部等の施設の有無を確認するため、第 3ト

レンチをこの部分に設定して掘り下げた。ここでは、東寄りの部分がプリッジ状にやや高くなる堀底を確認

した。結果的には、円墳の可能性の方が高くなった。

墳丘規模は測菌図と 2本のトレンチの調査結果から直径約32mの円墳と推定される。

出土遺物は決して多くはないが、外面調整B種ヨコハケの円筒埴輪が主体であり、築造時期も 5世紀中葉

頃に遡りそうである。

(11) 白岩銚子塚古墳（神川町）

所在地 児玉郡神川町大字新里字白岩

調査年月日 平成 2年11月5日（火） ～ 11月21日（火） （11日間）

立地・現況 銚子塚古墳は、児玉丘陵の一部である標高133mの白岩丘陵上にある前方後円墳で、丘陵頂部

付近の鞍部に占地している。周囲には 4基の小円墳が散在し、白岩古墳群と呼ばれている。

墳丘上は山林となっており 、保存は比較的良好であるが、後円部の南西側に大規模な盗掘壊があり、前方

部墳頂付近にも椎茸栽培用の穴がある。盗掘城の付近には、石室用材と見られる大きな礫が転がっていた。

墳丘の周囲には周堀の痕跡が部分的に残り、特に前方部の北西側と後円部の南西側は顕著に見られる。

調査の概要 調査は、後円部南東側の主軸位置に近い墳丘裾部付近に第 1トレンチ、北側くびれ部に第 2ト

レンチ、前方部北西側の主軸位置付近に第 3トレンチ、南側くびれ部に第4トレンチ、後円部左側面になる

南西側に第 5トレンチと 5本のトレンチを設定して行った。

第 1トレンチでは、旧表土層とローム地山層を掘削した墳丘裾部が検出された。周堀は上幅2.7m、深さ

0. 3mで、覆土中からは、埴輪片とともに、墳丘から転落した葺石が出土した。周堀の外側には幅 4mの堀
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1 衰土 廣食土層．

2 茶鳩色土 ローム粒・炭化物粒を含む．天明期テフラの塊状堆績あり．

2'明茶褐色土 ローム土をやや多量に含む． 1との境目に天明期テフラを多量に含む．

3 暗褐色土 ローム土を少量含む．葺石・罐輪片を多量に含む．

4 晴黄褐色土 ロームプロック主体で、鰭褐色土をやや多量に含む．粘性強．

5 茶褐色土 2を主体とするが、ブロック状．天明期テフラが混入する．

6 隋黄褐色土 地山のローム土と 5の混土層．

7 茶褐色土 5に順似．表土をやや多く混入する．

8 隋褐色土 黒爆色土ブロック・ロームブロックを含み、やや載買．
2m 

第23図 白岩鉢子塚古墳測量図
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第24図 目沼10号墳位置図

がもう一つ確認されており、外堀になる可能性もある。第 2トレンチでは墳丘裾部は削平されていたが、周

堀の外側立ち上がり部も検出されていない。地山面が外側に傾斜することから、北側くびれ部には周堀がな

かったことも考えられる。第 3トレンチでは墳丘裾部は現在の裾の外側2.5mの位置に検出された。周堀の

幅は広く、上幅8.2m、深さ0.6mである。覆土中には、円筒埴輪片のほかに平安時代の遺物も含まれていた。

第4トレンチでは、良く叩き締められた墳丘盛土が確認された。その外側には緩傾斜面があり、さらに外側

でわずかに掘り＜ぽめられていた。これを周堀と推定した。＜びれ部には幅 2m程度のテラスが設けられて

いたと見られる。

今回の調査により、墳丘規模は主軸方向の全長46m、後円部径28m前後となり、従来想定されていた規模

とほぼ同じ数値となった。なお、前方部幅については両側隅角部分の墳丘の保存状態はあまり良好ではなく、

トレンチをこの位置に設定する余裕がなかったので、今回は明らかにすることはできなかった。現状からは

25~30mの問になるということだけ確認しておきたい。後円部墳頂は平面形がやや四角くなっており、盛土

等によって墳丘に改変が加えられているようであった。したがって、現状の高さでは前方部と後円部の比高

差は約2.3mもあるが、もう少し小さくなると思われる。

出土遺物はあまり多くなかったが、円筒埴輪片、馬や器財などの形象埴輪片、須恵器甕片などがある。

築造時期は、墳形と出土した埴輪の特徴から、 6世紀前葉～中葉頃と考えられる。

(12) 目沼10号墳（杉戸町）

所在地北葛飾 郡 杉戸町大字目沼字浅間398

調査年月日 平成 3年10月21日（月） ～平成 3年11月 1日 （金） （10日間）

立地・現況 目沼古墳群は江戸川を東に望む、宝珠花台地上に立地 している。東西300m、南北500m程度
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一一1 茶褐色土 表土．下層節に天明期テフラ

を多量に含む．軟賣で間隕大
きい．

2 演糟爆色土 天明期テフラを混入する．炭

化物粒を含む．しまりよい．

3 晴茶編色土 黒褐色土と睛褐色土の混土層．

土壇の粒子が績かく、 しまり
よい．

4 黒襴色土 しまりよいが、粘性弱．
A 9T ゴ m

5 疇鳩色土 土壌の粒子やや粗い．サクサ

クしている．
6 疇褐色土 ロームブロックを下層を中心

に多量に含む．土噴の粒子や
や粗い．粘性蒻．

6'疇鳩色土 6より黒味彊い．ロームブロ

ックを多量に含む． 軟賣．し

まり畢い．

？ 演疇編色土 2に●似．粘性中．墳丘崩轄

土か．
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第25図 目沼10号墳測量図 (1)
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第26図 目沼10号墳測量図 (2)
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第27図 八幡山古墳位置図

の範囲に古墳が分布しており、消滅したものを含め、総数20基が確認されている。 10号墳は、古墳群中の南

部にある。昭和41年の杉戸町教育委員会で調査され、鈴杏葉などが出土した 9号墳や、 8号墳とは小支谷を

隔てた台地端部に位置している。

この古墳は、かつて墳頂部に浅間社が祀られていたために、 2m程の余分な盛土が行われており、急に高

くなっているように見える。周囲は宅地化が著しく、現存する墳丘も裾部ぎりぎりに近い位置でフェンスに

囲まれている。現墳丘は土取りでやや変形しているようである。南北にやや長いが、円墳状を呈し、径約28

mである。

調査の概要 調査は、限られた敷地の中で周堀確認が十分可能で、墳形 ・規模の確認ができる位置を選定し、

墳丘南側に第 1トレンチ、北側に第 2トレンチを設定して進めた。また、南側は前方部ないし張り出し部の

存在が予想されたので、その形態を確認するために、南西方向に第 3トレンチを設定した。

第 1 • 2トレンチははぱ対角に設定したので、古墳の径ははぽ判明した。第 1トレンチでは、幅4.8m、

深さ1.2mの周堀を検出した。覆土中から円筒埴輪、朝顔形埴輪が出土している。第 2トレンチでは、幅 5

m、深さ1.1mの周堀が検出された。覆土中には多批の円筒埴輪片があたかも投げ込まれたような状態で、

重なって出土した。

第3トレンチでは、周堀はトレンチの方向をはずれるように直線的に外に延びていた。このことは大きな

前方部が存在したことを示している。このトレンチでも、墳丘から周堀に転落した状態で埴輪が出士した。

これらの 3本のトレンチの状況と現墳形、地形から推定すると、前方部はフェンスで囲まれた敷地の外ま

で延びていることが容易に推定された。つまり、古墳の全長を試掘調査によって確認することが不可能であ

ることがわかった。そこで、くびれ部位置を確認して、前方後円形の状態をさらに明らかにするために、第

lトレンチの西側に第 4トレンチを設定した。
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1 褐色土 lOYR(/6 山砂利を多量に含む．

2 灰褐色粘土 lOYR(/2 堅く粘質．埋立て前の水田土．

3 黒褐色粘土 10YR3/l 堅いが2よリ砂が少ない．水田土．下部に天明期テフラを混じる．

4 黒褐色土 10YR2/2 堅くしまリやや粘質．炭化物・ローム粒を少量含む．

5 黒褐色土 10YR2/2 4 に順似．堅くしまり粘性強．石肩・ローム粒•砂粒を含む．
6 黒褐色土 10YR2/3 やや軟賣．ロームブロックを多量に含む．5より黄色味．
7 灰黄褐色土 10YR4/2 JI!砂の堆讀．サクサクしている．

8 黒褐色土 10YR3/l 3に類似．砂賣だが、粘性強．暗い色．
9 黒褐色土 !OY R2/2 4に躙似．粘土賣．やや暗い色．

10 黒色土 10YR2/l 砂を多く含む．粘性強．上部に天仁期テフラを縞状に含む．
11 黒色土 10YR2/l 堅く繊密で均質．ローム粒を少量含む．

A ?T 
~m 

2m 

第28図 八幡山古墳測量図(1)
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l 褐色土 lOY R4/6 山砂利を多量に含む．

2 灰褐色粘土 IOY R4/2 堅く粘賓．埋立て前の水田土．

3 黒褐色粘土 LOY R3/l 堅いが2より砂が少ない．水田土．下部に

天明期テフラを混じる．
4 黒褐色土 IOYR2/2 堅くしまりやや粘賓．炭化物・ローム粒を

少量含む．
5 黒褐色土 lOYRZ/2 4に瓢似．堅くしまリ粘性強．石屑・ロー

ム粒•砂粒を含む．
6 黒褐色土 IOY R2/3 やや軟賣．ロームブロックを多量に含む．

5より黄色味．
7 灰黄褐色土 10YR4/2 Iii砂の堆積．サクサクしている．

8 黒褐色土 IOY R3/l 3に順似．砂賣だが、粘性強．暗い色．

9 黒褐色土 IOYRZ/2 4に瓢似．粘土質．ゃゃ贈い色．

10 黒色土 10YR2/l 砂を多く含む．粘性強．上部に天仁期テフ
ラを縞状に含む．

11 黒色土 IOYRZ/1 堅く戴密で均買．ローム粒を少量含む．

~m 

2m 

第29図 八幡山古墳測量図 (2)

第4トレンチでは、東側くびれ部の位置とくびれ部外側の立ち上がりを検出した。第 1トレンチと第 4ト

レンチの周堀の状況から、墳丘相似形の周堀であることが判明した。また、くびれ部付近の覆士中に掘り込

まれた土城から、円筒埴輪 4本を使用した円筒埴輪棺が出土した。

この調査の結果、目沼10号墳は、全長46m以上、後円部径30.4m、高さ 5mの前方後円墳であることが確

認された。＜びれ部部分の幅は13~15m程度であるので、全体のプロポーションから考える限り、 50mを大

きく越えることはないであろう。

築造時期は、出士した大盪の埴輪類の特徴から 6世紀前葉頃と考えられよう。

(13) 八幡山古墳（行田市）

所在地行田市藤原町 2T目27-2

調査年月日 平成 3年12月10日 （火） ～平成 3年12月26日 （木） （13日間）

立地・現況 若小玉古墳群は、行田市市街地の東方、南に埼玉古墳群を望む埋没ローム台地上にあり、現在

の藤原町の工業団地区域から小針地区までの広大な範囲に分布している。かつては 8基の古墳の分布が知ら

れるのみであったが、近年の工業団地区域の発掘調査によって30基以上の古墳が存在していたことがわかっ

ている。しかし、墳丘の残る古墳数は激減しており、工業団地内には八幡山古墳と地蔵塚古墳が存在するの

みである。

八幡山古墳は群の北西部にある。昭和10年頃土取りされ、石室が露呈した。昭和52~54年度には埼玉県教

育委員会によって石室復原工事が行われた。現在では史跡公園として整備され、 三室構造の横穴式石室に入

ることができ、石室構造を観察することができる。

なお、この復原工事に関連して、周堀部分の一部にトレンチによる確認調査が実施されている。この調査

の結果、八幡山古墳は径74mの円墳とされた。

調査の概要 調査は、前回の確認調査を補足する意味で、横穴式石室の南西部から南東部にかけて 4本のト
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第30図舟塚古墳位置図

レンチを設定して進めた。第 1トレンチは墳丘の南西側、第 2• 3トレンチは南側やや西寄り、第4トレン

チは南東側である。前回は西側と石室前面、墳丘内、南東側裾部に計 6本のトレンチが調査されたので、今

回分を合わせて10本のトレンチが入ったことになる。なお、第 4トレンチは、前回の墳丘西側のトレンチと

は対角に近い位置になる。

第 1トレンチにおいては、良好なローム土と黒色士による版築と周堀を検出した。また、墳丘裾部から10

m程外へ延びた位置においても、周堀の外側立ち上がりは検出されなかった。

第2• 3トレンチにおいても、第 1トレンチとほぽ同様にローム土と黒色土による版築と周堀を検出し、

若千の須恵器片や石屑片等を出土した。

第4トレンチは、植え込みとコンクリート製の溝による墳丘裾部の表示を避けて、裾部から15m程外側の

位置に設定したが、ここでも周堀の外側立ち上がりは検出されなかった。

この 4本のトレンチ調査に前回の成果を加味して八幡山古墳の規模を推定すると、従来よりやや大さく径

約80mということになる。いずれにせよ、埼玉古墳群消滅後の最大規模の古墳であることは動かない。

(14) 舟塚古墳（川里村）

所在地北埼玉郡川里村大字屈巣字舟塚

調査年月日 平成 4年 1月16日（木） ～平成 4年 1月25日（土） （8日間）

立地・現況 舟塚古墳は、鴻巣市との境を流れる元荒川左岸の、標病14m程の微高地上に立地する。周囲 l

km程は低いローム台地であるが、水田面との比高差がほとんどなく、全体的に平坦に見える地形である。南

東方向約500mには鴻巣市の安養寺古墳群が所在する。舟塚古墳の隣接区域は墳丘の残る古墳はまったくな

く、遺物の散布状況から古墳の存在を確認したにとどまる。埋蔵文化財散布地としての遺跡全体の内容は、
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第31図舟塚古墳測量図(1)

-243-



A 3r → 

「 9

費＆
遭 a

*• 量 m

費 A

A 4T 
~m 

三

A "9T 

口□ m 

A m 
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！ 硝褐色土 表土（餅作土）．

2 黒褐色土 10YR2/3 ローム粒を均ーに混入．サクサクしている．

3 暗褐色土 10YR3/4 ローム土を多量に含む．粘性あり．

4 黒褐色土 lOY R2/2 最も黒い．粒子が縁密で堅くしまる．

5 黒褐色土 IOY R3/2 ロームプロックをやや多く含む．粘性．

6 黒色土 IOYR2/l 1B表土．

7 黒褐色土 IOY R2/3 漸移層．しまりよい．

8 褐色0ーム IOY R4/4 しまりよい．

9 黒褐色土 IOY R2/2 ローム粒を混入．サクサクしている．

10 黒褐色土 IOY R2/3 均ーにローム粒を含む．しまりよく、やや粘性あり．

11 隋褐色土 IOY R2/4 繍かいロームブロックを含み、粘性．

12 贈褐色土 晴褐色表土．

13 黒褐色土 IOY R2/3 .111かいローム粒が混入．軟賣．

14 黒褐色土 IOY R2/2 13に類似．やや黒味強い．軟賣．

15 陪褐色土 lOY R3/3 ロームプロックを多量に含む．粘性でしまりよい．

16 黒娼色土 lOY R2/3 黒色土とロームの混土層．

17 暗褐色土 lOY R3/4 黒色帯のロームブロックを多量に含む．ゃやしまり、粘性あり．

18 黒渇色土 lOY R2/3 ローム粒を含む．軟賣．

19 黒褐色土 lOY R2/2 ローム粒・ロームプロックをやや多く含む．

20 陪褐色土 lOY R3/4 綱かいロームブロックを多量に含む．

21 暗褐色土 lOY R3/4 20に類似．纏かいローム粒を多量に含む．やや軟質．

22 暗褐色土 lOY R3/3 褐色ロームブロックを含む．やや軟賣．

23 隋褐色土 lOY R2/3 ローム粒を多量に含む．サクサクして、款賣．
24 黒鴫色土 IOY R2/3 23に順似．黒昧が豫い．

25 Ill褐色土 lOY R3/3 ローム土をやや多く含む．やや軟賣．粘性あり．

26 暗褐色土 10YR3/4 23に類似．黄色昧強い．軟質．

27 黒褐色土 lOY R3/2 26に順似．ローム粒・ロームプロックを含む．

28 黒褐色土 10YR2/3 16に類似．ゃや黒味強い．

29 黒褐色土 lOY R2/3 ローム粒・炭化物粒を含む．サクサクして、しまリよい．

30 黒渇色土 lOY R3/2 29に瓢似．ローム粒をやや多量に含む． しまりよい．

31 暗褐色土 IOYR3/3 ロームブロッ・クを多量に含む．

しまりよい．粘性あり．

32 暗褐色土 IOY R3/3 ローム粒を多量に含む．軟質．

.Jm 33 黒褐色土 lOY R3/2 32に類似．ローム粒を少量含む．

ゴ し逗m

ロ

2m 

第32図舟塚古墳測量図（2)
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第33図 黒田2号墳位置図

古墳以外では、縄文時代晩期・古墳時代前期の遺物を出土する複合遺跡ということになる。

舟塚古墳の周囲はすべで畑地となっている。周辺は、川に沿って南東から北西に延びる低台地で、古墳所

在地の東側の畑地は土取りにより 1m程削平されており、古墳の一部が破壊されていることも懸念された。

この部分は篠山の状態になっている部分が最も高く、標高16.8mである。また、この地点だけから、形象埴

輪片が出土している。

調査の概要 調査は、埴輪片の集中している畑の後方の若干高い、篠山部分を中心として、南東方向に第 1

トレンチ、これと直交する南西方向に第 2トレンチ、そして北西方向に第 3トレンチを設定して実施した。

第 1トレンチでは 2か所で、溝状遺構が確認された。南側の溝は南へのびていたため、この溝の限界を追

うため、さらに南に拡張区を設定したが、溝はここまでは延びていなかった。

舟塚古墳に伴うと思われる周堀は、第 1トレンチでは北側の溝であることが後に判明したが、第 2• 3ト

レンチでも確認された。第 2トレンチでは、上幅3.2m、深さ0.6m、第 3トレンチでは幅 2m、深さ0.7m 

であった。この周堀のつながり方を確認し墳形を確定するために、サプトレンチとして、第 2~ 3トレンチ

の間に第 4トレンチ、第 1~2トレンチ間に第 5• 6トレンチを設定して調査を進めた。第4トレンチでは、

第 2トレンチと第 3トレンチにつながる、幅1.75mの古墳の周堀が確認された。ここでは覆土中から土師器

杯が出土した。第 6トレンチにおいても、第 1トレンチから続いている周堀が確認された。ここではトレン

チの西壁の付近で、立ち上がってしまうため、プリッジを持つ部分になるものと思われる。

第 2 • 4トレンチでは、古墳時代前期の土師器壷が出土している。特に第 4トレンチの壷は完形で、底部

穿孔されており、方形周溝墓に伴う溝と推定される。第 2 • 4トレンチは別々の溝と思われるので、 2基ま

たはそれ以上の方形周溝墓の存在を推定できる。

また、第 1• 5トレンチで検出された溝は、土層の観察から近世のものと考えられ、地元住民の談話では、

- 245 -



-`-. -. 
―̀~. 

｀ 

・-

ー• -̀~ `‘~  • .. 

•’I 

I I I I I 

- ----=-----=、I_．--1

9
|
 

9|
 

9
|
 

,J
 

ー
`• 

ー0 <)m 

A ,9 →m 

’• —_ , —]———--­
． ／ 

第1トレンチ
l 茶渇色土 粘質で硬い．小礫をやや多く含む．耕作土．

2 茶褐色土 1 より淡い色．灰色粘土•黒色土を若干含む．礫を多く含むが、周蠣直上は少ない．
3 暗褐色土 砂質シルト質．灰色砂賣土ブロックを含む．襲も少量含む．

4 茶褐色土 2とほぽ同じ色．砂買シルト賣でやや柔らかい．
5 陪褐色土 砂賣シルト．粘性やや弱い．襲・ローム粒を若干含む．

6 灰褐色砂賣土ブロック 黒色土を少量含む．

7 黒褐色土 砂賣土．砂賣のロームブロックを多く含む．

8 黒褐色土
9 褐色土

10 轄褐色土
11 晴褐色土

襲を少量、灰色砂賣士・ローム士も少量含む．

砂質．黒褐色土と灰褐色土を斑状に混じる．

砂賓．基盤膿層に憲移的に移行する．
砂買．黒褐色土やや多量、灰爆色土若干含む．

A 1T 

— - ---

第2トレンチ

量 m

ーー＝ニニこ／
1 茶褐色土 間籟多い． 小襲をやや多く含む．耕作土．

2 黄褐色土 ローム土円革績．やや砂賣シルト買．

3 茶褐色土 1ょIJ淡い色．砂賣シルト賣．小鞭少量、ローム粒・粘土粒若干含む．

4 暗褐色土 襲を若千含む．

5 陪褐色土 砂質だが、粘性強．ローム土を若干含む．

6 暗茶褐色土 砂質シルト買で、粘性やや強．ローム土・小襄を若干含む．

A 1T 

7 暗褐色土 砂賣シルト賣で、やや硬い．粘土粒・ローム粒を若干含む．
8 黒褐色土 ローム粒・褐色土因をやや多く含む．

9 暗黄襴色土 砂賣．ローム土膏嘩績．

→ 
第3トレノチ -----ニニ三ミ三三三二三三ミ□□□：□言三三三三三

1 茶褐色土 間隕多い．小課・ロームをやや多量に含む．鱗作土．

2 貨褐色土 小礫 ・茶褐色土を多量に含む．

3 暗灰褐色土 灰色粘土・暗褐色土を多量に含む．

4 暗茶褐色土 黒色土・灰色粘上・褐色土を均等に含む．

5 黒褐色土 砂賣シルト賣．灰色粘土をやや多く含む．

6 灰褐色土 砂賣シルト買．隋褐色土をやや多く含む．

7 貨灰褐色土 砂賓シルト賣．鼈褐色土少量含む．

2m 

第34図 黒田2号墳測量図（ 1)
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1 茶褐色士 間隕多い．4暑！・ロームをやや多量に含む．耕作土．

2 黄褐色土 ロームプロック・小礫をやや多量に含む．

3 灰褐色土 砂賣シルト質．灰色粘士をやや多く含む．

4 陪灰褐色土 黒色土・灰色粘土をやや多量に含む．
5 暗褐色土 ローム粒．襴色土粒をやや多く含む．
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第35図黒田2号墳測量図(2)
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ゴボウイン（御坊院）という名の草堂が建っており、それに伴うもの推定される。

／ 
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以上の調査から、舟塚古墳の墳形・規模は、径19~20mの円墳ということになった。また、築造時期につ

いては、判断材料になる遺物も少批しか出土していないが、第 4トレンチの土師器杯や埴輪の特徴などから

6世紀後葉頃と考えられる。

(15) 黒田 2号墳（花園町）

所在地大里郡花園町大字黒田字上川端1898~1907

調査年月日 平成 4年10月27日（火） ～平成 4年11月13日（金） （12日間）

立地・現況 黒田古墳群は荒川中流域左岸の河岸段丘に所在する。東西約800m、南北約300mの範囲にあり、

消滅したものを含めて総数22基が確認されている。 2号墳は群の最西端部にあり、昭和49年に県営ほ場整備

事業に伴い調査された 1 号墳• 3号墳の中間の位置に現存している。

古墳の周囲はすべて畑地であり、墳丘裾部も西側の一部が小さな畔道状になっているのを除いたすべての

部分で耕作が行われている。前方部が西南西方向に延びる帆立貝形古墳とされているが、前方部にあたる墳

丘南西部は大きく土取りされており、高さ 1m以下のわずかな高まりが残っているだけである。後円部の東

側も直線的に変形しており、墳丘中段あたりに新しい石垣が造成されている。この石垣に使われている石材

は、黒田古墳群に使用されていた石室・葺石の用材とおなじ河原石であるので、別の古墳の石材を転用した

ものかもしれない。

この部分以外の後円部の墳丘は比較的良好に保存されており、丸い形をよく残していた。ただし、墳頂部

には小さい盗掘城がある。

調査の概要 黒田 2号墳は、昭和62年度に県内主要古墳調査の一環として、埼玉県立さきたま資料館が測最

調査を実施しているため、測罷調査は省略し、昭和62年度の測最図を援用して、ただちにトレンチの設定に

とりかかった。

調査は、墳丘の全長の確認のために東西の主軸方向に、東側に第 1トレンチ、西側に第 3トレンチ、後円

部の径を確認するため後円部の南側に第 2トレンチ、くびれ部位置の確認のために南側くびれ部付近に第4

トレンチ、さらに前方部の開きを確認するために前方部南側に第 5トレンチを設定して実施した。北側にト

レンチを設定することが不可能だったため、前方部の形態を確定することはできなかった。
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第36図箱崎4号墳位置図

第 1トレンチでは、幅3.9m、深さ0.5mの周堀を検出した。また、第 3トレンチでは、幅2.3m、深さ0.3

mの周堀を検出した。この 2本のトレンチからは円筒埴輪片・形象埴輪片がわずかに出土したほか、追葬時

以降に置かれたと思われる 7世紀中葉頃の時期の土師器杯の完形品が、第 3トレンチ周堀底部付近から出土

した。この結果、古墳の全長は約41mであることが判明した。

第 2トレンチでは、幅5.4m、深さ0.5mの周堀を検出し、後円部径が約30mであることが確認された。

第 4トレンチでは、周堀の幅が大きく広がり、幅7.6m、深さ0.5mである。このトレンチは正確にはくび

れ部位置に入らず、わずかに後円部寄りの位置にあたることがわかった。そこで、 トレンチを西側に拡張し

た。ここでは、石室用石材や葺石と思われる石材が多最に転落した状態で検出された。また、円筒埴輪・形

象埴輪も出士したもののほとんどはこのトレンチからであった。＜びれ部付近に多量の埴輪が樹立されてい

た可能性があるかもしれない。出土した埴輪は人物埴輪の頭部・胴部片、馬形埴輪片等の形象埴輪が大半で、

円筒埴輪の方がむしろ少ないくらいであった。

第 5トレンチでは、周堀の幅が東西で異なっており、東壁部分で幅 4.9m、西壁部分で2.75mであった。

前方部側に行くほど狭く浅くなる傾向があることがわかった。深さは 0.3mである。

第 3 • 4 • 5トレンチで検出された周堀の状況からは、推定幅29m、長さ13mの前方部が考えられ、帆立

貝形古墳であることが想定できる。

古墳の築造時期は、前方部の墳丘から採集した須恵器も含め、埴輪が形象埴輪主体となっていることや円

筒埴輪の特徴などから、 6世紀末葉頃と考えられる。

(16) 箱崎 4号墳（川本町）

所在地大里郡川本町大字畠山字株木270~272
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第1トレンチ

l 暗褐色土 7. SY R3/4 砂質土．小課と砂が混じった土．表土．

2 茶褐色土 IOY RS/4 褐色土と黒色土が混じった土．喪土．

3 炭化物層 IOY R2/l 砂質土にたき火跡の灰と炭化材が廣貪して混入した土．衰土．

4 暗茶褐色土 lOY R3/4 I~2cm大の襄をやや多く含む．

5 茶褐色土 IOYR4/6 1~2CIJI大の課をやや多く含む．

6 茶褐色土 !OY R4/3 ローム粒を哀状に含む．

7 熱褐色土 IOY R2/3 褐色土粒を若千含む．

A ?T 

8 轄褐色土 !OYR3/3 褐色土を斑状に含む．

9 黒褐色土 !OYRZ/3 褐色土を斑状に含む．

10 黒褐色土 IOYRZ/3 砂賣に近いがしまりよい． 5-IOCD大の糠をやや多く含む．

II 灰褐色砂裏 IOY RS/2 砂礫層．しまリが愚い．礫は大小多数．

マ
第2トレンチ

1 疇嘱色土 lOY R3/3 小礫多く、たき火跡の炭化物を多量に含

む．衰土．

2 茶褐色土 IOYR4/3 砂賣土．桑の根が多く入り、しまリが悪

ぃ．
3 茶褐色土 JOY R4/4 2より淡い色．桑の根多く、攪乱される．

4 暗褐色土 !OYR3/2 褐色土を少量含む．2～5CII大の襲を多

量に含む．
5 茶嘱色土 IOYR5/4 砂賓．10~60all大の襲を多量に含む．

6 茶褐色砂 10YR5/3 3~7C111大の礫を多量に含む．

7 鼈褐色土 IOYR3/3 砂賣シルト賣土．小襲をわずかに含む．

8 灰褐色砂 10YR2/6 糠を多量に含む．

9 砂霞ブロック

10 暗茶纂色土 IOYR3/4 やや砂賣．2～5aD大の礫を多量に含む．

A 4T 

第4トレンチ

と ゴ認知

。 三

~m 第3トレンチ

1 暗茶褐色土 lOY R3/3 褐色土と贈褐色土が髭じった土．

2 暗鳩色土 lOY R2/3 黒色土と褐色土が混じった土．

3 茶掲色土 lOY R4/6 隋褐色土を若干含む． 1an大の

襲をやや多く、 lOan大以上のIll!も若干含む．

4 暗褐色土 10YR2/3 鳩色土を若干含む． 1～2口大

の礫を少量含む．

1 暗灰褐色土 IOYR5/4 
2 茶褐色土 IOY R4/6 
3 暗茶褐色土 IOYR4/4 
4 黒褐色土 IOYP2/3 
5 暗茶褐色土 IOYR3/4 
6 暗茶褐色土 IOYR3/4 
7 灰褐色土 IOYR5/4 
8 晴茶褐色土 IOY R4/4 
9 晴茶褐色土 IOYR4/3 

少量含む．
10 灰褐色土 IOY R6/4 
U 轄褐色土 IOY R3/3 
12 隋灰褐色土 IOYR4/4 

砂質シルト賣．黄褐色土 ・暗褐色土・ 2□大の礫を多量に含む．

砂・ lu大の小礫をやや多く含む．たき火腑状の燒土も混じる．

褐色土をやや多く、黄褐色土を少量含む．

褐色土を少量、只状に含む．

やや砂賣． 5“大の襄を少量含む．

砂質シルト風． 5三大の課を少量含む．

黄褐色砂賣土主体．褐色土をやや今く、 5口大の襄を少量含む．

砂賣シルト質． 5口大の鞭をごくわずかに含む．

砂質シルト質．灰褐色土 ・黄褐色土を若干含む．2cm大の襲を

砂賣シルト賣．黒色土を若干含む．2匹大の襲をやや多く含む．

砂買シルト質．灰褐色土を少量、 5 U大の礫をやや多く含む．

砂賓シルト賣．疇褐色土を若干、 1cm大の襲を少量含む．

第37図箱崎4号墳測量図（ 1)
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第5トレンチ

1 礫層 茶褐色土 (IOYR(/3)をわずかに含み、間隕が大きい．攪乱．

2 淡茶褐色土 IOYR(/4 2~7"'大の礫をやや多く含む．

3 暗茶褐色土 IOYR3/4 褐色土を若干含む．1～2an大のIll!を若干含む．

4 茶褐色土 IOYR4/3 褐色土を少量含む． Ian大の礫をわずかに含む．

5 暗茶褐色土 IOYR3/3 I a,大のIll!をわずかに含む．

6 暗褐色土 IOYR3/3 褐色砂買土を若干含み、やや砂質．2～5an大のIll!を少量含む．

7 黒褐色土 IOYR2/2 褐色砂賣土を若干含む． 2～5口大の礫を若干含む．

8 褐色砂賣土 JOY R(/6 黄褐色砂を若干含む． ICII大の礫をやや多く含む．

9 暗褐色土 JOY R3/3 爆色土を少量含む． ICII大のIll!を少量含む．

10 茶褐色土 JOY R3/4 やや砂賣．1匹大のIll!を少量含む．

第6トレンチ

1 襲層 10~50cm大の襄多量．晴褐色土(JOYR3/2)をわずかに含む．間隕大きく、攪乱．

2 淡茶褐色土 JOY RS/t I cm大の襲を少量含む．

3 茶褐色土 IOYR4/t 5u大の醸を少量含む．褐色土を少量含む．

4 疇褐色土 JOY R3/3 わずかに砂賣．襴色土を少量含む．

第 7トレンチ

A ......uーゴ 1 陪茶褐色土 lOY R3/4 根が多く、攪乱されている．

2 茶襴色土 !OY RS/6 隋褐色土 OOYR3/2)を少量含む．

ロニー一三
T --- -

2m 

3 暗膚色土 lOY R3/2 黄褐色土をやや多く含み、 1~2ao大の礫もやや

多量に含む．

4 灰襴色土 lOY R5/3 陪褐色土を少量含む．

5 演黄亀色土 !OY R6/4 やや砂費．暗褐色土を若干含む．3～5四大の課

を多く含む．

第38図箱崎4号墳測量図(2)

調査年月日 平成 4年12月 1日（火） ～平成 4年12月15日（火） （9日間）

立地・現況 箱崎古墳群は荒川中流域右岸の河岸段丘上に所在し、東西約800m、南北約 250mの範囲に32

基の古墳の分布が確認されている。花園町黒田古墳群とは荒川を挟んでお互いを見渡せるような位置関係に

ある。古墳数もそれぞれ20~30基という中小古墳群であり、性格も類似するかもしれない。箱崎4号墳は古

墳群の東部にあり、周囲に 3~4基の古墳の分布が確認されている。

古墳は民家の裏山の状態になっており、土塁状に大きく変形していた。西側に細長く延びる形態で残って

いたため、前方後円墳状を呈していた。東側を後円部と考えた場合、後円部の南側はほぽ垂直に立ち上がっ

ている部分があり、ここは墳丘の崩壊を防ぐためか石垣で固められていた。また、北側の墳丘外表部は一面

に多饉の河原石が置かれていたが、整然と積まれた状態には程遠く、乱雑に積み上げられたように見受けら

れた。なお、北側の土塁状の張り出しはもう 一つ同じくらいの大きさの墳丘を築いたようで、同じ墳丘の一

部と考えてよいか、疑わしかった。

調査の概要 調査は、東側の推定後円部中心点の対角線方向に、南に第 1トレンチ、北に第 2トレンチ、前

方部の形態確認のために推定前方部の南に第 3トレンチ、北に第 5トレンチ、西に第 6トレンチ、さらに後

円部径の確定のために後円部の南に第 4トレンチ、東に第 7トレンチを設定した。第 1トレンチでは幅 3.5

m、深さ0.5mの周堀を検出した。第 2トレンチでは幅3.4m、深さ0.8mの落ち込みが確認されたが、上に

厚い二次堆積礫層が乗るため、周堀ではないかもしれない。

推定前方部の周辺では、第 3 • 6トレンチで周堀が検出されず、北側の第 5トレンチのみ深さ約 0.4mの

周堀を検出した。周堀は前方部の伸びる方向より南側に向かって余計に回り込んでいくように伸びていた。

第 5 • 6トレンチではやや大きく墳丘を断ち割ってみたが、推定前方部と見られていた部分のほとんどが二

次的に積まれた礫の堆積と、それを被覆した表土であることが判明した。

第4トレンチでは深さ0.2mの周堀を検出したが、外側の立ち上がり部が家屋の下に入り込んでいるので、

幅は確認できなかった。第 7トレンチでは、内側の立ち上がりが不明瞭であるが、幅5.0m、深さ0.3mの周

堀を検出した。

第3 • 6トレンチで周堀が確認されなかったのは、それが石室の開口方向で、そこにプリッジがあったた

- 250 -



第39図木の本10号墳位置図

めである、と考えるのが最も妥当であろう。第 4トレンチと第 3トレンチの間がくびれ部．となり、第 3トレ

ンチが墳丘基底部の地山部分だとすると、前方部の開き方が不自然なほど大きくなってしまうからである。

第 3トレンチをブリッジと見たいもう一つの根拠は、第 1トレンチ→第 4トレンチ→第 3トレンチと進むに

つれて周堀の深さが浅くなるという事実である。勾配を考慮するならば、第 3トレンチで自然に周堀がなく

なるように周堀を掘るのは、黒田古墳群の例などからも十分ありうることである。

したがって、ここでは箱崎4号墳を、伝承されるような前方後円墳でなく、円墳と想定しておきたい。第

1 • 2 • 4 • 7トレンチの調査結果からは、径17~18mの円墳に復原できる。そして、横穴式石室の開口方

向である南西側は幅 6m以上のプリッジ状態あるいは周堀が全周しない形態となる。

出土遺物は多くはなかったが、円筒埴輪片、形象埴輪片がある。これらから考えられる築造時期は 6世紀

末葉頃であろう。

(1り木の本10号墳（深谷市）

所在 地深 谷市大字原郷1258-1

調査年月日 平成 5年 1月12日（火）～平成 5年 1月29日（金） （10日間）

立地・現況 木の本古墳群は、櫛挽台地東縁部の福川右岸の台地上にあり、東西3,000m、南北300mの範囲

に12基の古墳が現存している。多くは開墾によって破壊されており、かつては30~40基程はあったものと考

えられる。 10号墳は群の西部にあり、現福川に面する台地北側斜面を登り切った平坦面に立地している。

民家と墓地の裏側に所在する10号墳は、現況では円墳状を呈し、垣根で囲まれている。東側は民家の垣根

によって切られ、半円形に残っているが、西側の畑地には埴輪片がかなり多く散布しているので、前方後円

墳の可能性もあることが予想された。
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第 1トレンチ

1
2
3
4
5
 

暗灰褐色土 JOY R4/2 
褐色土 JOY RS/4 
黒褐色土 IOY R2/3 
晴茶褐色土 IOY R4/4 
暗茶渇色土 JOY RS/3 

表土．炭化物・近現代廣棄物多量に含む．攪乱．

炭化物・近現代屍棄物多量に含む．客土多い．縛作土．

黒色土主体．褐色土やや多量、ローム粒少量含む．

黒色土主体．ローム粒．饒土粒（ないし遭輪片粒）をやや多量に含む．

ローム土やや多量に含む． 4より明るい色．墳丘崩霧土．

に

6 黄襴色土 IOYR7/8 
7 籍黄褐色土 IOYRS/6 
8 茶褐色土 IOY R4/3 

9 黒褐色土 IOYR2/2 
10 晴茶襴色土 IOYR3/4 

ソフトローム．黒褐色土をわずかに含む．

ローム土再崖積．暗湯色土を斑状に含む．

砂買で、軟らかくしまりよい．天明期テフラか．

黒色土主体．ローム土を少量含む．

黒色土主体．ローム土をやや多量に含む．

望 m

雫・ ゴ m

ニニローニ三
2m 

第2トレンチ

l ltl灰褐色土 lOY R5/2 表土．小礫・焼土粒を少量含む．攪乱．r.,隕大きい．

2 灰褐色土 lOY RS/2 小襄・焼土粒を少量、黒色土を多量に含む．耕作土．

3 鼈褐色土 LOY R3/3 ローム土少量含む．

4 黒褐色土 lOY R2/3 褐色土・ローム土をやや多量に含む．

5 黄褐色土 lOY R7/6 ローム土再堆積．黒色土・渇色土をやや多量に含む．

6 暗褐色土 lOY R3/4 縄文期土攘覆土．ローム土をやや多量、黒色土を少量含む．

7 曙茶褐色土 LOY R3/4 ローム土を少量含む．軟らかくしまリよい．

8 隋茶褐色土 LOY R3/4 7に類似．ローム上を多量に含む．

9 1t1褐色土 IOYR3/3 色は濃いが、ローム土を多量に含む．

10 Ill褐色土 lOY R3/2 4よりやや淡い色．ローム土少量含む．

11 茶褐色土 lOY R4/3 ローム土・黒色土を多量に含む．

12 暗黄褐色土プロック LOY R(/3 ローム土と黒色土を混合した硬質土のブロック．

13 Ill茶褐色土 lOY R(/4 ローム粒・黒色土を少量含む．やや砂質．

14 茶褐色土 lOY R5/4 天明期テフラを多量に、黒色土を少量含む．砂質．

第40図 木の本10号墳測量図（ 1)
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第4トレンチ

l 黒褐色土 JOY R2/3 衰土．耕作土と肥料．

2 暗灰褐色土 JOY R5/3 耕作土直下の客土．

3 暗茶褐色土 IOY R4/4 ローム粒を少量含む．ゃや砂つぼい感じ．

4 黒褐色土 IOY R2/l ローム土をわずかに含む．濱輪粒多量に混入．下IIに部分

的に天仁期テフラを含む．

5 籍黄褐色土 JOY R6/8 ローム土主体．黒色土を少量含む．

6 暗茶褐色土 10YR4/3 黒色土を多量に含むが、全体的にやや淡い色．
7 暗褐色土 IOY RZ/2 下灌はローム土・ロームブロックを多量に含むが、全体的

には少ない．

2T 

＼
 

8 疇荼褐色土 10YR4/4 小礫・ローム土をわずかに含む．

9 暗黄褐色土 lOYRij/8 5に績似．墳丘崩落土を含む．

10 暗褐色土 lOY R3/3 ローム土を少量含む．

11 暗茶漏色土 IOY R3/4 ローム土を多量に含む．
12 黒褐色土 10YR2/l 黒色土主体．ローム土をわずかに含む．

2m 

第41図木の 本10号墳測量図(2)

調査の概要 調査は、現存する墳丘の東側の宅地内と南側の墓地部分にトレンチを設定す・るのが、ほとんど

不可能であったため、北側に第 1トレンチ、西側に第 2トレンチ、南西方向に第 3• 4トレンチを設定して

進めた。第 1トレンチでは、幅4.4m、深さ0.6mの周堀を検出した。第 2トレンチではくびれ部と前方部左

隅角部分及び前方部前面の周堀が検出された。このトレンチは当初くびれ部のみ確認されていたが、前方部

の前面まで確認できそうであったため、外側に 6m拡張して前方部前面を確認した。

くびれ部部分は、周堀の外側立ち上がり部を確認できなかったため、周堀幅は不明であるが、深さは0.7 

mである。

第3トレンチは前方部前面の周堀の続き、第 4トレンチは南側くびれ部の確認が想定される位置に設定し

た。第 3トレンチは、「天地返し」が行われたような後世の激しい撹乱にあっており、ほとんど地山の確認

ができなかった。第 4トレンチでは、幅5.3m、深さ0.9mの周堀と南側くびれ部を確認することができた。

＜ぴれ部付近の周堀から墳丘裾部への立ち上がりは急傾斜であり、前力部の前端部に向かうにしたがって傾

斜が緩くなる傾向があった。

トレンチ 3本の確認ではやや不安な点も残るが、木の本10号墳は、墳丘相似形に周堀が巡る帆立貝形古墳

または造出し付き円墳であり、全長約41m、後円部径約34m、前方部幅約10~12m、前方部長約 7mという

数値を想定することができる。後円部あるいは円丘部が大きめで、前方部または造出し部が狭く短い形態で

ある。

なお、第 2 • 4トレンチからは多塁の円筒埴輪片、女子人物埴輪頭部・馬形埴輪片・靱形埴輪片などの形

象埴輪片が出土した。特に、第 2トレンチからは後円部からくびれ部にかけて原位置に近い状態で墳丘テラ

ス上に倒れた状態で出土した円筒埴輪が多かった。

これらの遺物から考えられる築造時期は 6世紀の中葉を前後する頃と考えられる。
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2 遺物の概要

ここでは発掘調査を行った古墳から出土した遺物の概要を述べることとする。胎士や色調などの詳細は観

察表を参照されたい。

(1) 雷電塚古墳出土遺物 （第42• 43図）

雷電塚古墳から出上した遺物には、円筒埴輪、朝顔形埴輪がある。いずれも全体を復原できる資料ではな

く、一段目が残存している程度である。また、朝顔形埴輪はくびれ部でその形が判明するものなので、底部

の形状は不明であり、円筒埴輪として報告した中にも朝顔形埴輪が含まれている可能性がある。実測できえ

た資料は、すべてくびれ部に設定した 1T出土のものに限られる。

円筒埴輪A類 （1・2・5・7・8) 底部径が13cm前後で、第一段嵩が13cm前後のもの。 B類に比較し

第一段高が高く、底部径は小さいことから、全体に細い印象を受ける。調整は外面タテハケ、内面ナナメハ

ケを施すものとナデ調整のものがある。焼成は硬質のものが多く、須恵質や焼けむら、器壁に亀裂があるも

のも存在する。透孔は円形が確認でき、突帯は台形もしくはM字形を呈するが、 B類に比べしっかりしたも

のが多い。なお、 5は全体の形状は他のA類と同一であるが、底部径15.2cm、第一段高15cmとやや大きい。

朝顔形埴輪の可能性も存在するが、ここでは円筒埴輪として把握しておきたい。

円筒埴輪B類 （3 • 4) 底部径が16cm前後で、第一段高が10cm前後のもの。 A類に比較し第一段高が低

く、底部径は大きいものであり、全体につぶれた印象を受ける。調整、胎土はA類とほぽ同ーであるが、色

調は赤色、赤橙色を呈する。透孔は円形が確認でき、突帯はつぶれたM字形である。

朝顔形埴輪（ 6 • 9~12) 9 • 10はくびれ部分の破片であり、体部径などは不明。11• 12はやや残存状

態が良い資料であり、これらを参考にすると朝顔形埴輪の体部は径19• 22cmの寸胴なものである。円筒埴輪

が底部から上方にやや開いていく形態をもつことから、明確に分離することができる。このことから、 6に

関しても体部径や寸胴な形態から朝顔形埴輪の可能性が高い。調整、胎土、焼成などは円筒埴輪とほぽ同一

で、色調は赤色や褐灰色を呈する。突帯はM字形で、透孔は円形が確認できる。

小 結 雷電塚古墳の築造年代は出土した埴輪から 6世紀中葉頃に位置付けることができよう。

(2) 大類 2号墳出土遺物（第44図）

大類 2号墳から出土した遺物には、円筒埴輪、朝顔形埴輪、形象埴輪（人物、不明）、土師器がある。円

筒埴輪•朝顔形埴輪は相当最が存在するが、いずれも細片となっており、体部径などを具体的に復原できる

資料は存在しない。

円筒埴輪・朝顔形埴輪 (1-5) 突帯はM字形、台形であるがいずれもシャープさはなく、透孔は円形

を確認することができる。外面はタテハケ、内面はナデ調整である。焼成は良好であるが、砂質であるため

表面の剥離が著しい。

人物埴輪 （6) 人物埴輪の台部と考えられ、体部径は16.4cm、低い台形の突帯の直下に径 3cmの円形の

透孔を穿つ。底部と上部を欠損している。外面ナナメハケ、内面斜位のナデ。胎土、焼成、色調などは円筒

埴輪とほぼ同一である。

不明形象埴輪 （7) 胎土、焼成、色調などが円筒埴輪とほぽ同ーであり、内・外面の調整はナデ調整の

不明形象埴輪である。粘土紐の接合痕、表面の磨滅度などから、上方に開く形態の円筒部に上向きの突帯を

貼り付けたものである。上端径は13.1cm、下端径は10.2cmを測る。現状では何を表現したものかは不明であ

る。

土師器 （8) 器商7.45cm、口径14.7cm、頸部径14.2cm、体部最大径14.8cm。いわゆる比企型坪と呼ばれ

るものである。外面の肩部より上と内面に赤彩を施す。外面は肩より上ヨコナデ、下ヘラ削り、内面ヨコナ

デ、底部は不定方向のナデ。他に図化できなかったが、やや大きい比企型杯が出土している。

小 結 大類 2号墳の築造年代は出土した埴輪、土師器などから 6世紀前葉から中葉頃と考えられる。
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(3) 天神山古墳出土遺物（第45図）

天神山古墳から出土した遺物には、土師器がある。 2時期の土器が混在しており、杯2点は後世の所産と

推察される。

土師器 (1~3) 1は復原口径30cmの大型の複合口縁壺であり、内面には赤彩を施す。内・外面ともに

ョコナデ、焼成は良好である。 2 • 3はいわゆる比企型杯である。いずれも浅く、やや小型の杯である。外

面肩部より上と内面に赤彩を施す。外面は肩より上ヨコナデ、下ヘラ削り、内面ヨコナデ。

Jヽ、 結 天神山占墳の築造年代は墳形が前方後方墳であり、 1が五領期の所産と考えられることから、 4

世紀後葉頃に位置付けることができる。 2 • 3の資料は 6世紀後葉頃の所産であり、天神山古墳の築造時期

を示すものではない。

(4) 根岸稲荷神社古墳出土遺物（第46図）

根岸稲荷神社古墳から出土した遺物には、弥生土器、土師器、円筒埴輪がある。全体として出土遺物は少

量で 1を除いては小破片のみである。

弥生土器（ 1) 器高34cm、口径19.6cm、頸部径12.5cm、体部最大径24.6cm、底部径7.4cmを測る。口縁

部には幅 1cmの粘土紐を三段に貼り付け、ヨコナデを施す。頸部は縦位のヘラ磨きであり、肩部に三段に亘

る縄文を施す。下半部の上位には斜位のヘラ磨き、下位には縦位のヘラ磨きを施す。内面はナデ調整である。

焼成は良好で黒斑がある。 一応弥生土器の範疇として把握しておく 。

土師器 (2~4) 2は壺底部の破片で底径 7cm、焼成後穿孔されている。外面はヘラ磨き及びハケ、ヨ

コナデを施し、内面はナデ調整、黒斑がある。 3は小型鉢底部の破片で底部径3.6cmを測る。外面は板ナデ、

ョコナデ、内面はナデ調整。焼成はやや軟質で黒斑がある。4は複合口縁の壺であり、口縁部には羽状縄文

の後ヨコハケを施す。頸部はタテハケ後ヨコハケ、内面はナデ調整。外面に赤彩がある。

円筒埴輪（ 5) 円筒埴輪の底部の破片で、残存高 7cmを測る。外面タテハケ、内面ヨコナデを施す。

小 結 1はいわゆる吉ケ谷式系の壺であり、根岸稲荷神社古墳に伴うものかどうか疑問も残る。しかし、

2Tの周溝底から40cm浮いたところから完形で出土しており、 一応当古墳に伴うものとして把握しておきた

い。土師器はいずれも五領式の範畷に入ると考えられ、 4世紀前葉頃に位置付けることができよう。 5の円

筒埴輪は他古墳からの混入と思われる。

(5) 山の根古墳出土遺物（第47図）

山の根古墳から出土した遺物には、士師器がある。図示し得たものは 8点であるが、他は細片となってお

り、器形などの判別できるものはない。

土師器 (1~8) 1は複合口縁の壺であり、頸部の屈曲が強い。調整は焼成が軟質であることと、胎土

が砂質であるために識別できない。2~ 5は甕の破片で、 2 • 3は平底部、 4は口縁部、 5は体部である。

焼成は軟質なものが多く、調整も外面のハケメが薄く見える程度である。内面はナデ調整。 6は器高7~7.6

cm、口径8.5cm、底部径8.5cmを測るやや大型の鉢であり、底には木葉痕が残る。口縁部上面には粘土紐の接

合痕が残っていることから、ある部分まで粘土紐を積み上げたあとヘラ状工具で切り離したと考えられる。

外面上半はナデ、下半はヘラ磨き、内面はヘラ削り後ヨコナデ。焼成は良好で内・外面に黒斑がある。 7は

甕で口径16cm、体部最大径23.8cmを測る。外面口縁部はヨコナデ、他はナナメハケ、内面はナデ調整、焼成

はやや軟質であり黒斑がある。 8は器高15.5cm、口径23.7cm、脚部径13.7cmを測る高杯である。外面は脚部

上半はヨコナデ、他はヘラ磨き、内面杯部は器面が荒れているため不明、脚部はヨコハケ及びナデ調整。脚

部には 6個の透孔が千鳥状に配される。

小 結 山の根古墳の築造年代は、 8の高坪脚部の透孔の数、杯部径の約1/2が脚部径となる形態、脚部

の開きなどから五領式でも古相に位置付けられ、 4世紀前葉頃に位置付けるこ とができよう 。

(6)天神塚古墳出土遺物（第48図）

天神塚古墳から出土した遺物には、円筒埴輪、形象埴輪 （人物）がある。出土量はあまり多くなく、いず

れも細片となっており体部径などを具体的に復原できる資料は存在 しない。
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第45図天神山古墳出土遺物

円筒埴輪 (1~5) 突帯は台形もしくはややつぶれたM字形、透孔は円形を確認することができる。外

面タテハケ、内面タテハケもしくは縦位のナデ。焼成は良好であるが胎土が砂質のため、表面の剥離がある。

人物埴輪（ 6) 人物埴輪の腕部の破片である。中実の作りで、表面はナデ調整、胎土、焼成は円筒埴輪

と同一である。

小 結 天神塚古墳の築造年代は短冊形の横穴式石室であることと、出土した埴輪の諸特徴から 6世紀後

葉頃に位置付けることができよう。

(7) 長沖157号墳出土遺物（第49図）

長沖 157号墳から出土した遺物には、円筒埴輪がある。出土醤はあまり多くなく、いずれも細片となって

おり、 4を除き体部径などを具体的に復原できる資料は存在しない。

円筒埴輪 (1~6) 突帯は突出度の高い台形、透孔は半円形を確認することができる。外面は 6の資料

が一次調整のタテハケであるので、第一段がタテハケ、第二段より上は二次調整のB種ヨコハケ、口縁部は

ナナメハケが確認される。内面は縦 ・斜位のナデ。焼成は良好で黒斑があり、外面には赤彩がある。

小 結 長沖 157号墳の築造年代は、出土した埴輪から 5世紀中葉頃に位置付けることができよう 。

(8) 白岩銚子塚古墳出土遺物（第50図） 々

白岩銚子塚古墳から出土した遺物には、円筒埴輪、朝顔形埴輪、形象埴輪（馬、研）がある。出土最はあ

まり多くなく、いずれも細片となっており、体部径や全体の形状などが復原できる資料は存在しない。

円筒埴輪• 朝顔形埴輪 (1~5) 突帯は 3を除き比較的しっかりした台形で、口縁端部も丁寧なヨコナ

デを施す。外面はタテハケ、内面ナナメハケ及び斜位のナデ。焼成は良好、色調は橙色を呈する。

馬形埴輪（ 6) 馬形埴輪の鈴部分の破片である。表面はナデ調整、裏面は剥離している。

不明形象埴輪（ 7) 台形の突帯を二条貼り付け、図面上の下方に透孔を穿っている。形状からは何を表

現したものか不明であるが馬形埴輪である可能性が高く、上下を逆にした場合、面繋及び引手部分と考える

ことも可能である。内・外面ナデ調整、焼成は良好である。

靭形埴輪（ 8) 届臼埴輪の右鰭部分の破片である。前面には欅状の断面台形の突帯を貼り付け、ナデ調

整を施す。後面はヨコハケ後斜位のナデ。焼成は良好で、色調は橙色を呈する。

小 結 白岩銚子塚古墳の築造年代は、出土した埴輪から 6世紀前葉から中葉頃に位置付けることができ

よう。

(9) 目沼10号墳出土遺物（第51~54図）

目沼10号墳から出土した遺物には、円筒埴輪、朝顔形埴輪、形象埴輪（人物、馬、家）がある。形象埴輪

に関しては、いずれも細片であり全体を復原できる資料は存在しない。

円筒埴輪A1類 （1• 3 • 7 • 8 • 19) 底部から口縁部まで直線的に開いていく形態のもので、透孔が

半円形であることを指標とする。この中でも 1• 3 • 7は突帯が三角形であり、 8• 19は突帯がM字形を呈

する。外面はタテハケ、内面は上半がナナメハケ、下半が縦位のナデ。また、 1• 3は内面上半のナナメハ

ケの上に一部縦位のナデを施している。 1• 7 • 8の内面上方にヘラ記号がある。焼成は良好で、色調は浅

黄橙色、淡橙色、 1• 19には赤彩がある。19は4Tにおいて検出された埴輪棺である。

円筒埴輪A2類 （4• 6 • 9~12 • 17 • 18 • 20) 底部から口縁部まで直線的に開いていく形態はA1類

と同様であるが、透孔が円形である ことを指標とする。突帯はM字形もしくは台形である 。透孔は円形
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第46図 根岸稲荷神社古墳出土遺物

／
 

5
 

であるが、 6• 9 • 12 • 18 • 20は透孔の周りに円形のユビナデがある。外面はタテ・ナナメハケ、内面は上

半がナナメハケ、下半が縦位のナデ。 4 • 10 • 12 • 17 • 18 • 20にヘラ記号がある。焼成は良好で、色調は浅

黄橙色を呈し、第一段目が極めて長い11のみ淡橙色、明褐灰色を呈する。また、 20は他とやや形態を異にし、

第三段目が長くなるものであり、第一段目には部分的にヨコハケを施す。 しかし突帯の形状、透孔の周りに

ユビナデがあることなど、 A2類の範疇に入るものと考えられる。 9• 12 • 17 • 18 • 20には赤彩がある。 17• 

18 • 20は4Tにおいて検出された埴輪棺である。

円筒埴輪B類（ 2 • 5) 器高がA類に比べ低く、その分やや縦につぶれた形態を呈するものである。突

帯は三角形か三角形に近い台形、透孔は半円形である。外面はタテハケ、内面は上半がナナメハケ、 下半が

縦位のナデ。焼成は良好で、色調は浅黄橙色を呈する。

朝顔形埴輪（13~16) 円筒部は三条突帯で、ニ・ 三段目に半円形の透孔を穿つ。14は比較的背が高くな

るもので、 16はやや縦につぶれた形態を呈する。突帯は三角形である。外面はタテハケ、内面は縦位のナデ、

口縁部は斜位のナデを施すものとナナメハケのものがある。焼成は良好で、色調は浅黄橙色、淡黄色、黄灰

色を呈し、 一部須恵質の個体もある。

人物埴輪（22) 美豆良の破片である。表面はナデ調整、焼成は良好で、色調は浅黄橙色を呈する。

馬形埴輪（21) 馬形埴輪の鞍もしくはタテガミの破片である。表面はタテ・ナナメハケ、接合部と端部

はヨコナデを施す。焼成は良好で、色調は浅黄橙色である。

家形埴輪 (23) 家形埴輪の堅魚木の破片である。棟押さえの板の上に据え付けるための刻みを下半に入

れている。表面は剥離が著しく調整は不明である。焼成は良好で、色調は浅黄橙色を呈する。

小 結 目沼10号墳の築造年代は、出土した埴輪の諸特徴から 6世紀前葉頃に位置付けることができる。

(10) 舟塚古墳出士遺物（第55図）

舟塚古墳から出土した遺物には、円筒埴輪、形象埴輪 （人物、盾、不明）、土師器がある。出土した埴輪

は相当最が存在するが、いずれも細片となっており、体部径や全体の形状などが復原できる資料は存在 しな

い。また、土師器には別の周溝墓に伴うものも含まれている。
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第47図 山の根古墳出土遺物
10cm 

円筒埴輪 (1~3) 突帯は台形。外面はタテハケ、内面はナナメハケ、

ナデ。焼成は良好であり、色調は赤色を呈する。

人物埴輪 (4~7) 4は腕の付け根部分の破片である。中実の腕であり、表面はナデ調整。焼成は良好

で、色調は浅黄橙色、橙色を呈する。 5は男子の振り分け髪の破片と考えられる。表面はナデ調整、焼成は

良好、色調は橙色を呈する。 6は眉から目にかけての破片であり、諸特徴が5と近似することから、同一個

体の可能性が高い。7は体部裾にあたる破片であろう。外面はタテハケ、内面はナデ調整。焼成は良好であ

るが、表面はもろい。色調は橙色を呈する。

盾形埴輪（ 9) 盾もしくは靭の破片。鰭部分は剥離している。前面はナデ調整、後面はナナメハケ、接

合部はタテハケである。焼成は良好で、色調は赤橙色を呈する。

不明形象埴輪（ 8• 10) 8は板状の器壁に突出度の高い突帯を貼り付けたもので、下方には段差のある

透孔をもつ。家形埴輪などが考えられるが詳細は不明である。外面はタテハケ、内面はナナメハヶ。色調は

赤色を呈する。10は径 6cmの円筒状の破片であり、動物埴輪の足、水鳥などの首が考えられる。外面は縦位

のナデ、内面は斜位のナデ。焼成は良好で、色調は赤橙色を呈する。

土師器 (11~13) 11は模倣杯である。口縁部と底部の境に明瞭な稜をもち、外面の口縁部はヨコナデ、

底部はヘラ削り、内面はヨコナデ後暗文状のヘラ磨きが施される。焼成は良好で、色調は外面橙色、内面に

ぶい橙色を呈する。 12は4Tにおいて検出された周溝墓の周溝から出土した壺である。 やや胴の張る球

口縁部付近はヨコハケ及びヨコ
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天神塚古墳出土遺物

形の胴部から、緩やかに開く口縁部に至る。外面はタテハケ、胴部中間はヨコハケ、下半はナナメハケ及び

波状のヘラ磨き、内面は口縁部にヨコハケ、頸部はヘラ削り、胴部はナデ調整を施す。外面の一部に赤彩が

残る。焼成は良好で黒斑があり、色調はにぶい黄橙色を呈する。13は複合口縁の壺の破片である。口縁部に

は縄文を羽状に三段に配し、中段には円形浮文を 8個貼り付ける。外面の頸部は縦位のヘラ磨き、内面は縦・

横位のヘラ磨きを施す。内面には赤彩がある。焼成は良好で、色調は黄褐色を呈する。

小 結 舟塚古墳の築造年代は、出土した埴輪、 11の土師器・杯の形態から 6世紀後葉頃に位置付けるこ

とができよう 。12• 13は舟塚古墳の周囲に存在する周溝墓に伴う資料である。

黒田 2号墳出土遺物（第56~58図）

黒田 2号墳から出土した遺物には、円筒埴輪、形象埴輪（人物、馬）、土師器、須恵器がある。一部を除

き細片となっている資料が多いが、形象埴輪の種類や数最は相当多かったことが予想される。

円筒埴輪 （1• 2) 1は第二段目、 2は第一段目の破片である。突帯はつぶれたM字形、透孔は円形。

外面はタテハケ、内面はナナメハケ及びナデ調整。外面の底部には底部調整のヘラ削りが存在する。焼成は

やや軟質で、色調は赤色を呈する。ハケメは極めて粗いものである。

人物埴輪 (6~21) 6~9は武人埴輪の破片である。頭部には脇立、綴の表現があり、脇立には円形浮

文による鋲を貼り付けている。首には円形浮文の首飾りが、肩部には肩甲、前後には胸甲の表現がある。 7

の資料から腕は極めて短いものであったと思われる。内・外面はナデ調整である。目から頬にかけての三角

形の部分と脇立の前端部に赤彩が確認できる。焼成は良好で、色調は橙色を呈する。少なくとも 3個体の武

人埴輪が存在していたことが分かる。 10• 11は美豆良の破片で、おそらく武人埴輪に伴うと考えられる。内・

外面はナデ調整である。 12~14は顔面部の破片で、男女の識別はできない。 12• 13の内・外面はナデ調整、

14は外面ナデ調整、内面ナナメハケ。焼成は良好だが表面の剥離がある。 15は大型の人物埴輪腕部の破片で

ある。中実の作りで、表面はナデ調整、一部に赤彩が確認される。 16は男子顔面部の破片であり、美豆良の

剥離痕が存在する。武人埴輪よりもかなり大型で、顔面赤彩も鼻、額から頬にかけて帯状に確認される。外

面ナデ調整、内面ナナメハケ。焼成は良好であるが、表面の剥離がある。色調は橙色である。 17は女子島田

髯の破片である。表・裏面ハケ調整。焼成は良好で、色調は赤橙色を呈する。 18~21は人物埴輪の破片と考

えられるが、男女の識別はできない。18は腰部、 19は中実の腕部、 20は勾玉状土製品、 21は男子の振り分け

髪の破片である。

馬形埴輪 (22~28) いずれも破片となっており、全体の形状を復原できる資料はない。 22は耳部、 23は顔

面の面繋と引手の部分、 24は脚の破片である。 25は胸繋部分の破片で鐘形杏葉の一部が残存している。

ハh
u
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第49図 長沖157号墳出土遺物 。
l<lcm 

内・外面ナナメハケ、焼成は良好だが表面はもろく、色調は橙色を呈する。 26は耳の下部分の破片である。

面繋の一部が残存しており、外面はナナメハケ及びナデ調整、内面はナデ、指頭圧痕、一部ナナメハケ。焼

成は良好で、色調は橙色を呈する。 27は泥障と本体との接合部分の破片である。外面はタテハケ後ヨコナデ、

内面はタテハケ後ナデ調整。焼成は良好で、色調は橙色を呈する。 28は鞍から泥障さらに鐙にかけての破片

である。後輪は剥離しており、鐙も下部は欠落している。外面はヨコハケ後部分的にナデ調整、内面はナナ

メハケ及びナデ調整。焼成は良好だが表面はもろく、色調は赤橙色を呈する。 29は鍔状破片であり、鍔の端

部は直線になっている。円筒に付く形態のようであるが何を表現したものかは不明である。表面はナデ調整、

焼成は良好で、色調は赤橙色を呈する。

土師器（ 3） 口径12.4cm、器高5.3cmの杯である。外面は口縁部がヨコナデ、以下はヘラ削り、内面は

ョコナデ、底部は不定方向のナデ調整。焼成は良好で黒斑があり、色調は橙色を呈する。

須恵器 (4・5) 4は甕の口頸部の破片である。外面は口縁部に 2本の沈線、波状文、凸線、波状文の

順に文様を配置する。内面はヨコナデであり、緑黒色の自然釉がかかる。焼成は良好で、色調は明青灰色を

呈する。 5は把手部分の破片であり、調整との関係から横瓶と思われる。外面はカキ目、内面は回転ナデ。

焼成は良好であり、色調は青灰色を呈する。

小 結 黒田 2号墳の築造年代は円筒埴輪に底部調整があること、須恵器などから 6世紀末葉頃に位置付

けることができよう。士師器はやや時期の下る資料であろう。

(12) 箱崎 4号墳出土遺物（第59• 60図）

箱崎 4号墳から出土した遺物には、円筒埴輪、形象埴輪 （人物、馬、靭、盾、不明）がある。いずれも細

片となっており、体部径や全体の形状などが復原できる資料は存在しない。

円筒埴輪 (1~4) 突帯は台形、透孔は円形を確認することができる。外面はタテハケ、内面はナナメ

ハケ、縦位のナデ。焼成は良好で、色調は橙色、淡橙色を呈する。

人物埴輪 (5~7) 5は中実の腕部破片であり 、表面ハケ及びナデ調整。焼成は良好で、色調は橙色

を呈する。 6は男子の腰部に侃用された、大刀の破片である。柄を刀身部分に差し込んで接合する。表面
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` Ǹ・ヘ・ ・・

9,...  

91 ・‘ .. 9し・
！^，． ぷ

.·· .•.',,, 
• i ．． 

..;' .'・" •. . . • - . // i. 
．穴・', 9. t 

、..',.ヽ•、• 、9 ・． ．． 念 ｀ ．， ．・タ:'. • 
、一ー今→ ・ならi（i•:·_・一

ニエ—•9・ーチ—-----
．ヽ；ら滋々．ぷ` よぷ→｀

： る~ . . .そ., 
I I 

，ご・迅
＜~＇ ミ· ~ 

．さ婆ゞ ：`ふ／ ‘. ．： ヽ :ヽ.,
, 、·苓• ▼ ・・；． ＂ 

／ミ？ヽ ・： 、コ，
：．・ ^． ~ー、；ヽ‘

’ヽ・・▼ • レ
` .’▲ ` •く 、9

9. 9] i 

2
 

ー

.
‘
’
v
r
 ..
.
 

,
r,'.
 

．

．
 

•
9 

.
 .. 9

 

.. 
,
 
.. “
 

.
3
,
 

3
 

|
r

／

ー

／
、ー

”
ー

巳—

r ^竺^ ： ．；9．. 
•• 、・ 沼必紀へ

6
 

言］＼

7
 

ニロ＼／＼／

第50図

り
:

/
4

.,. ,-,彎、

‘'̀  ..... 
ぷ、＼．］．乏i
ぷ：ふ． ：9』 ••ヽ

」一瓦立滋

白岩銚子塚古墳出土遺物

令諺

5
 

□日
□

?̀i‘ 

裟立

8
 

ゅcm

はハケ及びナデ調整。焼成は良好で、色調は橙色を呈する。7は胴部の破片である。外面はタテハケ及びナ

デ調整、内面はナデ調整。焼成は良好で、色調は赤色、橙色を呈する。 8 • 9も人物埴輪となる可能性があ

るが、部位などは不明。また、 11はスカ ー ト部分の、 12は着衣の結び目の可能性もある。

馬形埴輪（10・13) 10・13ともに胸繋部分の破片であり、突帯の上に円形浮文を貼り付ける。10は突帯

の直下に円形の透孔があることから、ほぽ正面と考えられる。外面はタテハケ及びナデ調整、内面はヨコハ

ヶ。焼成は良好で、色調は橙色を呈する。

西形埴輪（14・16・17) 17は鰭右下部の破片である。前面にはリボン状飾りを付け、その下方には刺突

を配し、赤彩を塗布する。前面はナデ調整、後面はナナメハケ及びナデ調整、内面は斜位のナデ。焼成はや

や軟質で、色調は橙色を呈する。14は鰭上半部、 16は体部の破片である。

盾形埴輪（15) 前面には線刻で鋸歯文を配する。前・後面ナナメハケ。焼成は良好で、色調は橙色を呈

す言了訪の可能性もある。

不明形象埴輪 （18) 本体にY字状の突帯を貼り付けたものである。図面上の左側は筒状に続いていく形

態であるが、何を表現したものか不明である。内・外面ともにナデ調整。焼成は良好で、色調は橙色を呈す

る。

小

(13) 

結 箱崎 4号墳の築造年代は埴輪の諸特徴から 6世紀末葉頃に位置付けるこ とができよう。

木の本10号墳 （第61~63図）

木の本10号墳か ら出土した遺物には、 円筒埴輪、朝脱形埴輪、形象埴輪 （人物、馬）がある。形象埴輪

r
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第51図 目沼10号墳出土遺物(1)
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第52図 目沼10号墳出土遺物(2)
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第53図 目沼10号墳出土遺物(3)
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第54図 目沼10号墳出土遺物(4)
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第55図 舟塚古墳出土遺物
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はいずれも破片であり、全体の形状などが復原できる資料は存在しない。

円筒埴輪A類 (1~5) 二条突帯で、器高に比べて口縁部径が大きいもの。突帯はM字形、透孔は円形。

外面はタテハケ、内面は上半ナナメハケ、下半縦位のナデ。焼成は良好で、色調はにぶい橙色、浅黄橙色、

橙色を呈する。 4 • 5の内面上方にヘラ記号が存在する。
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第56図黒田2号墳出土遺物 （1)
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第58図 黒田2号墳出土遺物(3)

-272-



ぷ¢貪
.. •奴＇ぶ·
r • / 

企’巫今孟＇
ゞ,,;: ＇｀で、．~“-
『~沖ぶ？，• ;、ヤ

：し：＼が

；
 

ベン哨
f
]
t"s

言
．

2

姿

応

‘‘べ、

3
 

1
門
以
り
且
，

，ヽー
｀箪

ぃ＼．

窒
窄
品
評
A賢

2
 

ーり
Y
レ

げ

,
4
 

鬱で]
l.

.

 
L
 

-
3
l
.
 

鱗
信

ー

以
日
げ
計
屈
I

/

j

j

 

き
ぷ
似

し
閲
面
．
↓

知

迄

衿
．
吋
pI
ッ

色
覧
＇

•
d
遠

t
覧
塁
疋

．＂
り
1し

1

4
 

5
 I

O
 

_

1

0

6
 

亨
。

：：：三：

／
／
ロ

り

1
1
1（ー

1

日

胃
ー

10 

畠＼：
8
 

¥̀1ロ
，
 鬱 ‘1区
11 

ーロ
I

沙八

／／／三ミ
13 

12 

゜第59図箱崎4号墳出土遺物（ 1)

-273-



＼ 

ロ：

マ＼

／
 

/7 

14 

＼
爪
／

（

／

（
 

／ ／＼／ 

17 

| 

／夕 ＼

/ ¥ 

I I 

I ¥ 

で二

15 

16 

18 

l!)cm 

第60図 箱崎4号墳出土遺物(2)

円筒埴輪B類 （6) 三条以上の突帯をもつもの。突帯はM字形、透孔は三段目に円形を穿つ。外面はタ

テハケ、内面は縦位のナデ及び一部ヨコナデ。焼成は良好で、色調はにぶい褐色を呈する。

朝顔形埴輪 （7) 肩部の破片であり、残存部分の形態ではあまり肩が張らず、円筒部も直線的である。

突帯はM字形、透孔は円形が確認できる。外面はタテハケ、内面は斜位のナデ。焼成は良好で、色調はにぶ

い橙色を呈する。

人物埴輪 (8~19) 16は女子の頭部である。島田髭は剥離しており、耳部は円孔の周りに粘土環を貼り

付け、耳環と耳玉を付ける。額の縁周りから眉の上、鼻の頭から頬にかけて三角形に、また耳の横から口に

向かって帯状に、さらに首の前面に赤彩が認められる。外面はナデ調整及び一部タテハケ、内面はナデ調整。

焼成は良好で、色調は浅黄橙色を呈する。15も同様な赤彩を施す女子である。8は中実の腕部、 9は美豆良、

10は下半身部、 11• 13は島田髭の破片、 12は指を別作りにした右指部分、 14は右耳部分である。17~19はい

ずれも人物埴輪の脇の下の破片であり、 18は右手を腰に添える形態のものであろう。

馬形埴輪 （21~38) 馬形埴輪はいずれも細片となっており、具体的な馬装の構造は断片的な資料のみで

- 274 -



1

1

1

Jj/

I

I

 

1
(
1|~
/

□
り

1
;

'
□
古
二

□
ロ

ノー＇

!
!
I
L
-
プ

,
1
1

ー

1

＼
 I

り
ー

ぃ筐蘭

譴

3
 

ー ー 5 

4
 

¥ 1 | 

鬱疇麟囀I:

1:19/ I II I I 

' I 

ーー

6
 ,cm 

第61図 木の本10号墳出土遺物（ 1)
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第62図木の 本10号墳出土遺物(2)
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第63図木の本10号墳出土遺物（3)
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ある。 21は額部分、 22• 23 • 25 • 27は耳及びその下部、 24• 30は体部の泥障付近の破片、 26• 29 • 31 • 32 • 

34は鞍の可能性が高いが、 26• 29は縦位に突帯を貼り付けており、構造的に他の部分の可能性もある。 32• 

34の端部には赤彩が認められる。 33は雲珠の破片で、現状では 5脚表現が確認できる。 35~38は馬鐸の破片

である。 35~37は同一個体に装着されていたと考えられ、半裁した馬鐸を本体に貼り付けている。いずれも

線刻で文様を表現しており、表面には白色粘土を塗布している。 38は側面に線刻が認められるが、馬鐸上部

の表現や調整の違い、白色粘土の塗布が認められないことなど別個体である可能性が高い。 39は鈴の破片で

ある。28も馬形埴輪と考えられるが、部位は決め手を欠く 。

不明形象埴輪 （20) 比較的平坦な器壁に横位の突帯を貼り付けたもの。原さなど他とは相違が著しいこ

とから、他種類の形象埴輪である。例えば家形埴輪の壁部分などが考えられるが、他に破片もなく決め手を

欠く。

小 結 木の本10号墳の築造年代は、出土した埴輪の諸特徴から 6世紀中葉頃に位置付けられる。

（日高慎）
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出土遺物観察表
凡例

1． 塁 讐 り 繋 ［ 攣 雙 恥 り 髯 紬塩、雲母→雲、石英→石、酸イ頃粒→酸、

2．色調は、新版標準土色 や（小山・谷原、日本色研、昭和45年）によった。
3 ハケメは比較しやすいよっに 10本あたりの幅 (cm)で表示した。
4：遺物の番号は、本文および図版と共通する。

番号 種 別 形態・調整技法などの特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハ‘̂_ケ,メ.、, 出 士 T

雷電塚古墳出土遺物（第42• ~3図）

1 円(筒A埴類輪） 残突位狂市の高はナ含1ア9c形のm、，後底外タ部面ァハ径タ毯ァケ。ハ4cケm一、部第一ナ段デ高。内l2.面5斜clllo 
0. 5~3.0mmの

や績や軟月質門如（焼/4け) 
内外 lT 

； 長 り Iヽ． 1. Scm/10 i 
やゃ多蒼む。 1. lcm/10 

2 円(筒A埴類輪） 
難面悶ナプ、靡及び鰭ナナ闘メハ古ケ。』苫懸＂向

0.5~2.0mmの 饂 7/6)
内外 lT 

チ、長、石、酸、 1. 5cm/10本
パ。

3 円(筒B埴類）輪 透残内存孔面高縦は位1円2.形・5c叙m 突位、器市の部はナ殷古＂外 篇一段高10cm。
孔
. 5~2. 眉ロの

良藉好（JOR6/8) 外1.0cm ／ l 阻 lT 
タテハケ、 、角、、酸、 1. 8cm 1 

゜
4 円(筒B埴類）輪 残突ァ→。伍叫高i 1M2. 字1c形m。、底外部面径タ16cm、第一面段斜高位10 • 7Clllo 0.5~l. 0mmの 良好 外1.~cm/10本 lT 

テハケ、内 のナ チ、長、石、パ。 象（7.5R4/6) 

5 円(筒A埴類輪） ． 残”存高尺2繁4c"＂吋、底酔部蒻径15.翫2頃、翠呼梱一段麟高か15<;Jが、り0.5~1. 0mmの 揺軌（1質（器壁に
内外 lT 

チ、長、パ。
0あYRり6）/l) 1. 5cm/1 似

1. ?cm/1 
ハケ。

6 円（朝筒埴顔輪か）
残
透内存面孔高斜は2位円4.形の1c、ナm 苓旦部はタ径Mテ字2ハ3c形ケm。。、閥問長10.5cm。

杞0. 5~1. 0mmの !や(5やYR7軟質/6) 
内外 lT 

タテハケ、 角、石、酸、 1. 8cm/10~ 

7 円(筒A埴類輪） 残
位12存.の5CIiio高ナ1デ5c。突m福底は雙ロ径形。1 2 4 cm 第一段高闘祉~ 閾. 5~1.0疇の

反須責屑恵（質10YR5/2) 
外 lT 

面ヽタテハケ、 縦 、石、酸、パ。 2~2.3cm/10本

8 円(筒A埴類輪） 残透内存孔面高縦は1円・8斜.形1c位、m突の底帯ナ部デは。径M字13.形4c。m外面第一タ段ァ高ハ1ケ4c、叫 閾Jく.5~2. 忙の 罷5YR7/6)
外1.4cm/10本 lT 

、角、酸、

゜， 朝顔形埴輪
贔残存譴高10cm討腔< <れ部径屈• 以4屯以下。下斜突位ナ帯のナはM字 長パ0.、を5角多~2、く.0石含mm、む。の酸、闘 R4/8)

内外 lT 
タテハ メハプ．。ケヽ l. 4cm/10本
メハケ、 ナ

10 朝顔形埴輪 残外存面高タljlcm ｝ ＜ ヽ位れ部の径ナ1・-6.4cm。突帯は台形。 閾. 5~2. 0mmの 罰。YR5/1)
外2.3cm/10広 lT 

ァ•Jヽ、プ。 、石、パ。

11 朝顔形埴輪
外ナナメタ3長ハァ5.ハ1ケ50cm。.ケ.5c、、m。内く透面び孔肩れ部部は径円は斜形15c、位m、突の伍宙ナ部ァせ径、M字他19c形はm。、閾，＜ .5~1. 磨： の 罷5YR6/8)

内外 lT 
、角、酸、 I. 2cm/l 位

I 。 1. 7cm/1 

12 朝顔形埴輪
残突外伍叫面高タ悶長2テ1.ハ153ccケm薗。、、 透内く孔面び斜れは部位円径形の1、ナ6c容ァm勅。体は部M字径形22c。m、閾. 5~1. 陀の

、角、パ。 良j.(好7. 5R4/6) 
外1.5cm/10本 lT 

大類2号墳出土遺物（第44図）

1 円筒埴輪 残内存面高ナデ9.調7c整11o。底部の破片。外面タテハケ、 長0.3~0.5mmの

パ、を角多、く石含、む酸。、{1醤(2.ぷ5YR闘6/8 面の

外2cm/10本 3T 
し‘
） 

2 円筒埴輪 髯鰐闊面。突帯はM字形。外面タテハケ、
長パ0.、を3~角多0、く.5石含mm、む。の酸、謳1(2.5緯YR6懸/8)の

外2cm/10本 3T 

3 円筒埴輪 残外存面高タ1テ1.ハ5cケm。、 透内孔面ナは円デ形調控。突帯はM字形。 長パ0.、を3~角多0、く.5石含mmむ酸。の、醤ぷ鍔面の 外2cm/l0本 3T 
し‘

t(2. 5YR6/8) 

4 朝顔形埴輪 残内存面硲ナ7. 7cm。突帯は台形。外面タテハケ、
長パ0• 、を3~角多0、く.5石含mm、む。の酸、醤1(2.5芍YR6 表面の

外2cm/10本 3T 
デ調整。 しい

/8) 

5 円筒埴輪 残内存面高ナ5デ.8調cm整。。 口縁部の破片。外面タテハケ、 閾. 3~0.5mmの 臨苺表面の 外2cm/10本

を
角、 石含、む酸、 しい 表採

バ 多 く 。 1(2. 5YR6/8) 

6 形象台部 残帯存は高台形14c。m叫面本部ナ径ナ1メ6ハ・4cケ叫、 透内孔面斜は位円形の、ナ窓ァ。 長パ0.、を3角多~0、く.5石含暉む酸。の、
農醤2.躙5YR6/8 面の

外2cm/10本 3T 
し‘
） 
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7 形象埴輪
諸唇塁衿門糧既角詮；；端径13.lc111o 長パ0.、を3~角多0、く.5石含mmむ。の酸、把訊面の

3T 
し1

） 

8 土（比師企器型・杯） よ部器高最芦7喝.。45＇c知1II4.、8c耀口lllo径外紅14.面7c肩訊m泄頸以品部上径翡ヨ1コ4竺.ナ.2~ァ方、、体以向 閾. 3~2.0mmの
良は好い難(10YR7/3)

lT 
、石。

天神山古墳出土遺物（第45図）

1 土師器・壺 口に径は焼30cll成前（復の元赤）彩。。 内・外面ヨコナデ。内面 此. 3~1. 忙の
、火、 良潤好(10YR8/3) 

3T 

2 土（比師企器型・胚） 謡古盗瓢靡＆訟：内。面舟ヨ麟コナデ。讐外面鰐頸部•昇号以：上位と 閾. 3~0. 符＂の
、火、、石。 閤 (5YR7/4)

3T 

3 土（比師企器型・杯） 
器部下内高最ヘ面4大ラに.開9径5、cm彩1り1。。.、5c内口lllo径面外1ヨ1.面コ6c肩ナm部デ。頸以部上外面径ヨ肩1コ1部.ナ3屯以ァ上、、体以と 閾. 3~1. 訳の

良藉好(10R6/6) 
3T 

、石、パ。

根岸稲荷神社古墳出土遺物（第46図）

1 弥生・壺
員磨高径き3、7.4c体4mcII部、。三口段外径面1に9.縄口6c縁文冒部あ体ナり。部デ最焼、成頸大後径・底2体4.部部6cヘ穿m孔、ラ。閾を 3 ~ 2砥. 0mm の 良国好（10（黒YR斑8/4あ)り） 2T 

、多角く パ

2 土師器・壺 残
磁存高9嘉4c贔菖、底尼部よ径ヨ7 cナllloアー外、面内面ナナメハ岱コ ナデ調 長小0• 、礫3~角含、むl.。宴0m m、石の、良就好（7.（黒5YR斑8/あ3)り） 外1.2cm/10本 2T 

3 菰器・小 残部存は高ヨコ4cmナ、デ底、部内径面3ナ.4デcm調。整。外面板ナデ、底 閾パ。； 3 ~1. 炉ココ：ヽ の 綱やあやり（軟）10質YR8/（3黒)斑
3T 

火、石、

4 士師器・壺 残ハ存ケ高。頸4屯部＞タ外テ面ハ複ケ合後口ヨ縁コ部ハ羽ケ。状縄外斎赤‘彩ョ。コ 長0.、3酸~、1.石0mm。の 邸良好(10YR8/2) 
外1.4cm/10本 2T 

5 円筒埴輪 残存高7c111o外面タテハケ、内面ヨコナデ。
閲. 3~2. 尼 の

邸良好(lOYRB/2) 
外1.6cm/10本

（混3入Tか）、火、

山の根古墳出土遺物 0047図）

l 土師器•壺 卯配.4cm、口径16cm、頸部径8.2cm。調 杞0• 3 ~伽2• 円0mm、石の、
晨はや(＼5やl鑓YR軟7（/質1 60 ) YR 7/4) 

2T 

2 土師器•甕 謡 四 .5cm、底部径10.8c111o内・外面ナデ
むパ。よ• 眉： は、 畠惰昴7/4)

3T 

3 土師器 •甕 残底存部高ヨ1. 5cII、底内面部径ナ蹟呈 外面タテハケ、
コナデ、 此3 ~l. 円の

雲、酸。 訊や屑や(軟10質YR4/2) 
外1.3cm/10本 7T 

4 土師器•甕
篇及9び漿ナデ唸潤‘極。且尉ふ習、ナ雙四誘謡•J守ナな 杓0.： 3 祭~2糠.氣0mm 。の酸、1軟(質5YR7/6) 

外1.Scm/10本 7T 

5 土師器•甕 残整。存高6.2c璽。外面ナナメハケ、内面ナデ潤
長酸゚； 、3 ~l. 炉ココヽ の 罰娼腎り）

外1.3cm/10本 7T 
角I<、石、

゜6 土師器・鉢 閥 1~7.贔b ヘ木口葉径ラ痕2磨1.。き5 cm g9 更り晶切狂゚長や0.、多3雲~く2、含.0石むmm。をのや 罰娼賢り）
7T 

ョコナヨデコ。ナ に 、ロ ヘラ
調整。

7 土師器•甕 貯口径1口6c縁m郎体ョ部コ最ナ大デ径、2他3.は8cハm、ケ頸、部内径面1ナ4.デ4c調ll1o 此. 3~l. 0mmの
暉やあやり(l軟）O質YR8/（黒3)斑

外l.5cm/l0本 7T 
、酸、パ。

8 土坪師器・高
部脚器不高部径明上18、5..』5c5c畠部ョm、脚上コ半部口ナ径径ァナ2ン1ァ33•• 下、71Cc半下l11m。半、ヘ頸外ラヨ部面磨コ酎ハき部。ケ•。9ヘ内cm面ラ愴杯底部き、 閾I< ゚・‘ 3~2. 忙の 綱良にぶ好渭（10（7YR.58YR/37) /4) 

内I.5cm/10本 7T 
雲、酸、

天神塚古墳出土遺物（第48図）

1 円筒埴輪 残内存面高ナ4.3cm 分口縁部の破片。外面タテハケ、
ナメハ 。 長砂0• 、質3。~雲、1.0石mm、パの。良駐好（2. 5YR7/4) 内外3cm/10本

lT 

2 円筒埴輪 暫高5.2cm 杓謡位円形デ。冠は台形。外
ァハケ、 のナ 長砂0• 柑3。~雲、1.0石mm、パの。良晨藉好（2. 5YR7/4) 

外2.4c口／10本 lT 
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3 円筒埴輪 残外存面高タ7. 冠゜鵡は円形｝ 突帯はM字形。 長砂0• 資3雲。~ 1. 眉m の 饂 7/6)
内外 lT 

テ 、 タテハ 。 、 、fヽ゚。 2cm/10本

4 円筒埴輪
胃盈夢

7.5cm。突帯はM字形。外面タテハケ、
長砂0• 憤3雲。~ 1. 眉： の 閻YR7/6) 内外2.4cm/10本

lT 
テハケ。 、J 0ヽ 。

5 円筒埴輪 残外存面高タ7. 5cm。翡 は円島突帯はM字形。
テハケ、 タテ 。 長砂0• 、質3雲。~ 、1.石0mm、パの。饂 7/6)

内外
2.4cm/10本

3T 

6 人物(Ji埴輪) 残存長7.9cm。表面ナデ調整。中実。 屠0.゚、3雲~0、• 5石m。m砂の 良にぶ好い履(7.5YR7/3) 
3T 

長沖 157号墳出土遺物（第49図）

l 円筒埴輪 残ヶ存、高内3面.9ヨcmコ。ナァg縁。部の破片。外面ナナメハ 閾. 3~0. 尼の
、角、 罷躙7/6)

外1.2cm/10* 2T 

2 円筒埴輪
胃盈氣虚捻：学戸屁品店闊晨：外面タテハケ、 閾.3~0. 唇： の

罰 5YR7/6)
外1.7cm/10本 lT 

、角、

3 円筒埴輪
罰彩。齢菩閲隈麟翫葬。度費輩〗 閾.3~0. 唇： の 庫良好（10Yil8/3) 

外1.3c町10本 2T 
、角、

4 円筒埴輪 残
襄ァ存高ハ高いケ11cm 麟、体魯部尉径29c阜111o賢突帯は台赤ヶ形彩、。以で亨出゜含 コハ タ

、 面に
此
. 3~0. 尼の
、角、 磁良好(10Yll8/3) 

外1.4cm/10本 2T 

5 円筒埴輪 暫皐翡：柄譴睦闘賛酔紅？ 閾. 3~0. 尼の
、角、 磁良好(10YR8/3) 

外1.8cm/10本 2T 

6 円筒埴輪 臨齢粽が叶碑の細。外面タテハケ、 閾. 3~0. 尼の
、角、 良綱好（10YR8/3) 

外1.5cm/10本 2T 

白岩銚子塚古墳出土遺物（第50図）

1 円筒埴輪 閥房12.5cm。ロ罰 の破片ち突帯は台形。 閾Iぐ• 3~1. 忙の 眉良(好2. 5 YR 7 / 6 ) 
内外 lT 

テハケ、内 ナメハ。 、雲、酸、 1. 8cm/10本

゜

2 円筒埴輪 閻房9.3cm。昌冒雙の破片各突帯は台形。 必パ。3 ~1. 陀の 罷 5YR7/6)
内外 2T 

テハケ、 ナメハ 。 雲、、酸、 1. 8cm/10本

3 円筒埴輪 魏翡•＃芦戸帯は三角形。外面タテハケ、
雲、、酸、閾パ；。3 ~1. 陀の 閏 YR7/6)

外1.8cm/10本 3T 

4 朝顔形埴輪 悶励協号戸帯は台形。外面タテハケ、 閾パ・。‘ 濯1. 眉＂ の 開 YR7/6)
外1.8cm/10本 lT 

、 、酸、

5 円筒埴輪 諸蘭蓋器：学。底部の破片。外面タテハケ、 長I_9ぐ• 、゚3雲~、1• o石mm、酸の、罷 5YR7/6)
外1.8cm/10本 3T 

6 馬形（埴鈴輪） 残存長3.7cm。外面ナデ。裏面は剥離。 必パ。3 ~ 1. 0 mm の 'や(や5W軟7質/8) 
lT 

雲、石、酸、

7 形（象不埴明輪） 残方存に長円5形.透7cm孔。。 台内形外面の突ナ帯デ。を二条貼付し、 下
雲、酸、

梵0. 3~1. 忙の
罷 5YR7/6)

3T 

8 靭形埴輪 闘囀濾讐宮闘懇裂履薗サ 孔
3；； ：zェ：1. 忙の 1良(好2. 5YR7 /6) 

後1.5cm/10本 lT 
、、酸、

゜

目沼10号墳出土遺物（第51~54図）

1 特許畠
}酌9.ナ惰占鉱讀虚輯肥‘翡．勺．｀は曲山鳳、

閾パ・。‘ 5 ~1. 尼の 潤良好（7.5YR8/4) 
内外 lT 

角、酸、 1. 2~1. 5c"/10 
本

2 円(筒B埴類輪） 

＇隠置構鸞』
閾I < • 5~1. 0mmの

、、乱。、石、酸、 良綱好（7.5YR8/4) 
内外
1. 4cm/10本

2T 

3 円(筒A埴1類輪） 委嘉商厖i侶百心。底醤舟且問訂箆：屡魯且き閲‘ 閾. 5~1. 磨mの
、角、、酸、 良親好(5YR8/3) 

内外
1. 5cm/10,j 

2T 
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形縦位外の面ナデタ、テハ下半ケ縦、内位面の上ナ半デ。ナナメハケ及び Iヽ． ゚

4 
門翌畠

残

透内に存孔面ヘ高上はラ半記2円8.形号ナ3c、ナ一ロ突、帯口径は2M4 `  襲r嗅りI : ;  ¢ . 5~1. 眉mの
良庫好（7. 5YR8/4) 内外1. 5cm/10本

2T 
、角、、酸、

； ハケ、 ナ
゜り。

5 円(筒B埴類）輪 帯残メ存ハは高台ケ。形11.。8cm外、面口タ径ァ2・6C!Dナ。ナ口メ縁ハ部ケの、破内片面。ナ突ナ 長パ0.、を3~角多、I.く5石含mmむ。酸の、芯柄YR7/3) 内外1. 5cm/10本
3T 

6 円(筒A埴2輪類）
閂陶髯量。宍心譴闊・』 角、、酸、閾パ。・‘ 5 ~ 1. 舟II の 良紐好（7. 5YR8/4) 

外1.5cm/lO本 2T 

7 
門許魯）

鬱翌詞蔭
閾9ぐ゚・‘ 5 ~1. 舟II の角、、酸、 良園好（7. 5YR8/4) 内外1. 5cm/10本

3T 

8 円(筒A埴1輪類）

響内面にヘ疇ラ記＼＼筐あり。塁攣
長パ0.、を5~角や、やl.伽多石m、く 険の含、這良好（7. 5YR8/4) 

内外 3T 
1. 5cm/10本

む。

， 
覗翌畠 ffl'慇ハ器高高はケ3、台187cc形下mm。半、、縦外突口扉面位2の間ナ5長ナナ2c9デメII.。ハ、6cII底ケ。部、透径内孔面ll.上は7C半円ID形、ナ第、ナ一突メ 娯む0。• 5 犀~1. 0象mm唇の‘ 綱良好(lOYR8/4) 内外1. 5cm/10本

3T 

10 呼潤 ！『邑霜望藝：必パ。5 ~1. 忙の 潤良好（IOYR8/4) 店1. 4cm ／ 1 伯 3T 
角、酸、 1. 8cm 1 

11 円(筒A埴2輪類） 蒻ナァ魯。歪茫閥12.2cm、烹：躍U霰 閾. 5~l. 歴の
良脳好塁碗

外I.4cm/10本 3T 
ナナメハ 、角、パ。

12 
呼翌畠

！良翻塁饂
閾I< • 5~1. 磨： の 良潤好(10YR8/~) 内外1. 5cm/10.f 

3T 
、角、酸、

゜

13 朝顔形埴輪 血蒻趾高11c闘鼠、ビ口径32‘cヶ匹、 内口面縁部ナのナ破メ片ハ。ケ突、嬰 角、酸、丹0；• 5 ~1. 忙の 綱良好（7. 5YR8/4) 計1. 4cm ／ 1 仕 3T 
1. 8c璽 l

14 朝顔形埴輪

聾 に 置 指 頭 斤 爵鵡昆
閾I< • 5~1. 月mの 罰罰 含1. 2cm ／ l 肛 2T 
、角、、酸、 1. 5cm 1 

゜

15 朝顔形埴輪
残和任ァ高、は突台12.彪』4c屈II外は面口ヨ径ナコ3ナナ3.デメ4c。ハ巳ケ、口縁内部面斜の破位片の。 角、酸、閾パ・。‘ 5~1. 忙の 綱良好（7. 5YR8/4) 

外3.2cm/toi 3T 

16 朝顔形埴輪

讐ヶ、罰内面箪縦位］の囀ナァ翻、一直部突勺甘池鱈に指頭闘圧痕・、。

角、酸、必パ。5~1. 忙の 訊良好(2. 5Y8/4) 
外1.5c置／10本 2T 

17 

］鴨
翻約。ケ髯長囀謂煕髯ぷ：内唱証ヘ的ラ記号＼

角、険、閾パ。・‘ 5 ~ 1. 眉： の 綱良好(10YR8/4) 内外1. 5cm/JO本
4T 

18 

］鴨
瓢ナ内面メ9にヽ ヘケ可、ラ下9a半gー騎位あのり。ナニデ雰、・一三径郎段岬ョ目にコ赤・彩T9o。、

閾1{ • 5~1. 磨mの 良綱好（10YR8/4) 内外l. 5cm/10本
4 T 

、角、、酸、

゜

19 

］鴨
l1覧nff桐蔚ニ・響＝ にi赤彩甕’°鰤

閾I< • 5~l. 悶mの 這良好（10Yll8/4) 内外l. 5cm/10本
4T 

、角、、険、

゜
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20 

］鴨 晨疇辮は§ 台噸に形：。：暉外面湯ナ紺ナ拓メ盆‘ハごケ、咀一丙12cm 潟己ヘフ―記
閾.5~1. Onnの

這良好（10YR8/4) 含1. 6cm ／ I 阻 4T 
、角、石、酸、 l. 1cm l 

応り
Iヽ゜゚

21 馬形埴輪 残
及は存びタ長接ァ合ガ12屯部ミ。を覧薗ぢ与昂野り虎烹心蘊飯

ヨコナデ。
角、石、酸、閾パ。； 5 ~ 1. 0 m m の 良綱好（7.5YR8/4) 

表1.5cm/10本 2T 

22 
人墨慧閲

残ナ在ァ。長6.5cm。人物・男子の美豆良。表面は 必バ。5 ~ 1. 0 mm の 良謁好（7. 5YR8/4) 
2T 

角、石、酸、

23 家慮也も 残
やあ存やり。長膨表7ら• 娑：ば髯評闊競為翌認

面は剥離が著しい。
角、酸、

梵0. 5 ~1. 忙の 磁良好（7. 5YR8/4) 嬰噌

舟塚古墳出士遺物（第55図）

1 円筒埴輪 残内存面高ヨ5. 0cm。口縁部の破片。外面タテハケ、
コハケ・ヨコナデ。 長パ0、.を3多~角、1.く0石含mm、む酸。の、郎R5/8) 内外1. 6cm/10本

2T 

2 円筒埴輪 臨高5.5cm。口縁部の破片。外面タテハケ、
ヨコハケ。 長ハ0• 、を3多~角、1.く0石含mm、む。酸の、饂7/6) 内外1. Ocm/10本

lT 

3 円筒埴輪 闊高6.5cm。突帯は台形。外面ナナメハケ、
長パ0.、を3多角~、1.く含0石mm、む。酸の、饂 5/8) 内外1. 6cm/10本

2T 
ナナメハケ。

4 人物(J'i埴輪) 残ナ在ァ長。7中.実5cm。。人物埴輪の腕の破片。表面は 丹0；. 3~1. 0mmの
良欝好博蜀府

4T 
角、石、酸、

5 ダ饗P残のg長片5か.2。cm表。面人は物ナ埴デ輪。 ・男子の振り分け髪 閾，＜ • 3~0. 歴の 毘YR7/8)
4T 

、角、酸、

゜
6 人物（埴顔）輪

髯 翡砕：詮記魯認翡認譴応 必パ。3 ~ 0 • 唇： の 罷5YR7/8)
4T 

角、酸、

1 人物埴輪 残存高7.7c 記人ァ物。埴輪の体部裾か。外面タ
テハケ、内 長酸0、、.5 パ火~。2、• 角0mm、石の、罰頭7/6)

外1.5cm/10本 7T 

8 形象埴輪
残燐ヶ存、長脳内面13c贔ナ1D.oナ板器メ状ハ島のケ。墓土認に認出賛1cm着の突弄帯烹を 角、パ、必黒。3~I. 忙の 罰郎／8) 内外I. 5cm/10本

4 T 

， 盾形埴輪 竪認存高如し5、cm後。面盾あるいは靭の破面片ナ。ナ外メ鰐 此バ。3 ~0. 笥の 籍良好(10R6/8) 内外1. 8cm/10本
2T 

ナナメハケ、内 。 火、石、
タテハケ。

10 形象埴輪 残な存ど長の首3.3かcm。外径面盾6c位111oの馬ナのデ足、あ内面る斜い位は水の烏ナ 梵0. 3~0. 沿一 の 穏良好(10R6/8) 
4T 

火、石、
ァ-疇。

11 土師器・杯
密ヘラ賢磨澁き。加具翡怜：悶薗摩号塁霜斐認 日珊豆 藷叫良3蒻好に知（2難.5YR(107/YR6) 7/ 

4T 

12 土師器•壺

広喜這已警• 4cm、孔 ヽ
. 1~0.3mmの

細tぶい難炉黒10斑YR7あ/4り)） 
4T 

ヨコハケ ‘ 各むパを微
ヘ講き I~ o 

フり。 、

13 土師器・壺

冒塁言筐還蒻遥 唸微量緯に含魯む嚢。
良翡好(2. 5Y7/4) 

2T 

黒田2号墳出土遺物（第56~58図）

1 円筒埴輪
孔面残存はナ高円ナ形1メ5cmハ、突、ケ息叫、部一i部径M2孟3c形続m。、ナ突仕ァ帯面あ間タり。長テハ11cケ馬、 透内 長酸0.、、5パ火~。3、• 角0mm、石の、尿や(lやO軟RS質/8) 内外2. 7cm/10本

4T 

2 円筒埴輪

閉調整茫のヘ斎ラ削和り聾あり。尉内賢面箇ナ‘ナ夕翌メ翌ハ炉ケ・誌ナァ。 必酸、5 ~ 3 • 0 mm の
火、角、石、
Iヽ． ゚

床や(1や0軟R5 /質8) 内外2. 7cm/10本
4T 
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3 土師器・杯 器
はコ高不ナ見定ア3方、cm，以向下、のヘ口径フ削12.り4ユ、内外面面ヨ口コ縁ナ部デ付、近底部ヨ 必3~1 は： の 毘畠慰 3T 

石、パ。
ナデ。

4 須恵器・甕

＇内厄面はもヨ鳥コナ直デ、胴黒泣色の聾自然釉虚がか9か 晨る。

長0.、3パ~0、.5黒mm。の 良屑載好(lOBG7/l) 波1.状3cm文/10本 惰覧

5 須恵器・横瓶 残つ存く。長外7.2面cmカ。キ下目方、向内へ面断回転面長ナ方デ。形の把手が 此3 ~0. 祠ロの
良戟好(10BG6/1) カキ且 4T 

I ヽ゚、 。 2.2c 10本

6 人物埴p 
帽前硲鯛は茫盆9中成泣実姦。の胸謡甲尉が註残閂。存デ遣叫る。尉猛譴理咄の一叫郎討L。屈タ・

む唸~火パ2、を.O角やm日、や石多の、醤!(5Y為R7/6宏)面の

外1.7cm/10本 4T 
（武人

む。

7 人（物右埴腕輪） 残すナ存デる。長、8一中.部実6c。mに椒人目物あ埴り。輪武の右人召輪の破の片腕。に表近面似 閾
酸• 3 ~ 0 • 祠＂ の 開 YR7/6)

4T 
、火、、 石、
、Iヽ 。゚

8 人物埴輪 残ナ存デ長、5脇.立5c＂の゚正斎人部埴に輪赤彩の脇。 立の破片。表面
閾酸；、3 ~1. 院の 悶YR7/5)

4T 
（武人） 1火{、石、

゜， 
人（物武埴人輪） 虞靡晨昇響斎摩り胃均？h靡雷り悶；観認荏盆•§文杞。の胸贔甲 火、・酸、閲~2 歴の 悶YR6/6)

4T 

10 
人墨慧閲 罰。長K畠砂欝魯認因沿饂糾。右） 閾

. 3~0. 唇mの
、角、、パ。罷頭7/6)

4T 

11 人”物埴輪 残外存面長ナ7デ.。1cm全。面人に物赤埴彩。輪・男子の美豆良破片。 閾、3 ~0. 陀の 昆YR7/6)
4T 

角、パ。

12 
人門爵‘ 残外存面長ナ6デ.。1cm。人物埴輪の眉部の破片。内・ 長0.、3酸~0、• 5石mm、パの。賢5YR6/6)

4T 

13 人物（埴顔）輪 残粘存士貼長6り.付1口け。。 人内物・埴外輪面のナ咽ァ部。の破片。 顎は
角、酸、民0. 3 ~2. 旧一 の

1醤(2.5為YR6誓/6面)の
4T 

14 人物埴輪 暫飴1cm。合響9、の鼈の別。顎は
長パ0.、を5多~火2、く.石0含mmむ。酸の、やや軟5YR質6/8 

内1.7cm/10本 4T 
⑥頁） 付け。 ナ ハケ。 C(2. ) 

15 人り出自 呼E毒論言魯翌閉昭の破片。表面 唇0.紋5~ 2話.0 mm； パの 薗因面の
4T 

16 人物（埴顔）輪 残片知の存こ小高良外孔面uのあ.量ナり,6<:_!o。ァ顎、が人残内は物面〖埴土ヨし輪、貼コハそり・男付のケ子後け・。のナろ顔デに，面径側部1.の面3cm破に 長酸く0.、含、3パ~火む。1. 、を0角やmm、やの石多、翡1(2.5為YR7噂/6面)の 4T 

17 慢儒畠 暫岳後1 9ナcmァ→。、品響輪の島田需の破片。表 』. 3~0. 忙の
藉良好(10R6/8) 表裏1. 5cm/10本

4T 
ナメハケ。 、火、 パ。

18 人物⑪埴晏輪） 結残れ存下び苺か目8. 髯肉側申に。人赤物彩外埴面あ輪タり。のァ腰とそーかプら一。垂のる ハケ、内面.....ナ 房0.紋5~ 2砥 .0 mm パの
1謳(2.5ぷYllぢ6誓/6面)の

4T 

19 人物CJ≪埴)輪 残ナをァ。長2中.実7c。霞。人物埴輪の腕部の破片。表面
長を0.多、5 ~火く2、含.0石むmm。、パの 11や(5やYR7軟質/8) 4T 

20 形象埴輪
邸唇砧勾、：閾糾岬。形写認総鍔。 閾・‘3 ~0. 円の 良繕好ClOR6/6) 

4T 
火、 パ。

21 形象埴輪 残の餅6か.。lcm表。面人タ物ァ埴ハ輪ケ、・男裏子面のは振剥離り。分け髪 長I0< •゚ 、3 ~火1、• 0角mIll、石の、良籍好(10R6/6) 
4T 

22 動物（埴耳輪） 残片。存長内7・.外5cII面。ナ愚ァ。・犬などの耳部は：） の破
長を0• 多5~火＜2、含.0石むmm、。 パの 毘 YR7/6)

4T 

23 馬形⑥埴輪
毯閥ァ。現鼠裏し面て5破湿cm片（左。泣森） 面 姜7cm2(と｝i゚ ど、農晨竺廿摩

長0. 3~2. ， mの 罷5YR7/6)
内1.4cm/tOi 4T 

日 凶翫。コハケ・ナ
パ、を火や、や 、く 石含、

む。

24 動物（埴足輪） 房猛魯:・浜品紐魯ら杢苫ぎ腐冒昇絡忠門撃0.ili 長パ0.、を3多~火2、く.0角含mm、む。石の、息良(好2 . 5 YR 7/6 ) 
4T 
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25 
馬＆醤P部残る。存分長。内胸1・7.繋外7c面かmoナら件形鏡メ埴形ハ輪杏ケ胸葉、杏繋が垂葉の部やれ下や右が寄りのい ゜`  2. 0mmの 良位も(好2ろ.5だいYRが7/表6)面は 腐1. 4cm/10本 4T 

ナ はナデっ。て 長パ 、く 角含、む。石、 1. /510本~1. 7cn 

26 馬形⑮埴輪

塁面ナ蓋ァ趾・指酌頭圧聾痕、宮一部評ナナ覧メハ評ケ。罹鳳
0. 3~1.0四の

良息(好2 . 5 Y R 7 / 6 ) 内外I. 5cm/lO本
4T 

長、火、石、パ。

27 馬形埴輪 残
鰊存長盆午8. 5外デcm面調。整タ馬。テ翌gの泥障今慣盈の接 閾. 5~2. 歴の

息良(好2 . 5Yll 7/6 ) 内外1. 7cm/10本
4T 

（泥悶） ヨコナ タテ 、火、パ。

28 馬（鞍形埴・輪鐙） 罰茫長］ 蘭ァコ--.輪ハ。高ケ後記部分詫的に累ナ後釈輪罐・鐙の上一て部いのる。

0. 3~2. 0皿 の

屈
だが表面は

内外I. 5cm/10本
4T 

長を、や火や、多石く含、パむ。 し‘
ナメハ 086/8) 

29 形（象不埴明輪） 
瓢をァ。、現状・箭で贔は骨象繁物翻の特定蒻は戯困難糧。表面誓はナ

長酸0、.、3 火パ~。0、• 5角mm、石の、藉良好(10R6/6) 
4T 

箱崎4号墳出土遺物（第59• 60図）

1 円筒埴輪 残内存面高ナ7. 5cm。突帯は台形。外面タテハケ、 0. 3 言0皿 の
罷 5YR7/6) 岱1. 8cm ／ ／ 1 似 lT 

ナメハケ。 チ、角、石、 2.2cm 1 
酸、

2 円筒埴輪 魏§8. 2cm 外面突帯タ間長8竺内透面孔縦位は円髯 。 閾. 3~1. 0mmの
難良好(5YR8/4) 

外I.8c町10A lT 
台形。 テハケ の 、角、石、パ。

3 円筒埴輪 残内存面高ナ5. 7cm。突帯は台形。外面タテハケ、 先0. 3 ~l. 忙の 毘 YR7/6) 含I. 8c量／ 1 阻 4T 
ナメハケ。 角、酸、 2.0cm 1 

4 円筒埴輪 爵醤騎昇庄部の破片。外面タテハケ、 閾Iぐ• 3~1.0皿 の
罷頭7/6)

外2.Ocm/10本 lT 
、角、石、酸、

゜
5 

人 り 罫 魯呼．摩渥合り開。の右腕部の破片。表
／天0゚• 、5 長~2、• 角0mm、石の、開YR7/6) 表面1. 7cm/10本

3T 

6 人〇物埴刀）輪

罷贄且甑惰げ囀給嗜閾悶合
酸チ0• 、、3 長パ~、。1. 角0mm、石の、息良(好2 . 5 YR 6 / 6 ) 表面1. 5cm/10本

2T 

7 
人 償 誓

残外存面高タ8. 7cm。人璽門嬬スカーょ部子累。破片゜酸チ0• 、、5 長バ~、。2 • 0角mm、石の、
闘 ！ 翻6)

外1.Scm/10本 51‘ 
テハケ・ナ ナデ。

8 形象埴輪 坦貼ァ存b付長帯状5け• 6cのm粘。土紐外面タテハケ、 内面斜粘土位塊のナ 閾.5~2. 訳の
囮誓阿の

外1.5cm/10本 2T 
（不明） の直上に、さらに を 、石、パ。

ている。， 
形（象不埴明輪） 

叩器と心なろう。闊昆彎鰐碕
0.5~2. 訳の

屈誓 面の
2T 

長、石、パ。 し‘

10 
馬占醤P残

貼あか存りりりh長、9. 7cm 碍面る。であ門下る。□に透外孔面9がタ存房テ疇在ハケ、る斐； 
0. 3~0.5mmの 翻5YR7/6) 盟：屈｝ 吼l5T 

輻4cm
Iチぐ、゚長、 角、 石、

りら、けほてぼ正い 内こ面と 2. 1 

ヨコハケ。

11 形（不象埴明）輪 喜出雑請樹；， 。内傾する円筒遷・1ナこ幅デ2侶。.8ロ の目閾. 3~1. 0mmの 開 YR7/6)
外1.5c薗／10本 2T表採

、ぁさらにその 土 、雲、石、パ。

名
でーりト部そなれど いるがる。、

血タァハケ

12 形（象不埴明輪） 残付テり存なけ•高たナど5も.5cm。人醤、れ及る。品び縦外面饂位のタのヽ賢目． 靭内を貼面の飾タり 閾；3~2.0mmの 闊。YR8/3) 内外l. 5cm/10本
3T 

がの考。えら テ、
石、 酸、パ。

ナメハケ ナ

13 馬形埴輪 残幅存4長cm 9. 万9cm詣。馬形埴輪の胸繋肩の破り村 0. 3~0. 5皿 の
良§(好2.5Y R 7/6) 含1. 5c璽／ 10 i 3T 

頃繋） の径3.5cmの を貼
Iチぐ、゚長、 角、 石、 l. 5cII 10 

けている タテハケ、内円形面 メハケ。 2. 0cm 10 

14 靭＆欝自 震喧遍；詫茫訳嬰篇翌炉
ある。

0. 濯2.0mmの
Iチ<゚、、石、酸、 饂 5/8) 前後2. Ocm/10本

2T 

15 霜馨P残存長7.線4c刻m。で鋸盾歯もしくは靭現。形埴前輪・の魯片 0. 3~I. 0mmの
良!(好2. 5YR7 /6) 屈I. 7cm ／ 10 i 7T 

正面には 文を表 後ナう パチ。、長、角、石、 2.0c置 10
メハケ。
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16 靭形埴輪 残存高7.9cm。靭形埴輪の円筒部、。内醤と剌 0. 5~2. 0mmの
良!(好5YR7/6) 

外l.4cm/10本 表採
（円筒部） 突の下方に赤彩。外面タテハケ 位の Jチぐ゚、長、 角、 石、

ナデ。

17 
濯評喜） 翡高17.や2cリm。ボ靭ン形沃埴円輪の鰭部の分ナはナら破右赤けナデ下彩。片メる部剌。ハで内］［ 冒信＇ 且分さされれに棗、はる。上下な下半正ど面かをに 、

嬰心のナ 、 ナナメハケ・
ナデ。

0.3~2. 悶mの
チ、長、、石、
I< ゚

やや軟~ / la(2. 5Y 6) 前後2. Ocm/10* 
6T 

18 形象埴輪
残存長10.7cm。喜に認デ調<突帯を貼り付 D. 覧1. 0mmの

罰 5YR7/6)
6T 

（不明） けたもので一筒 を チ、、角、 石、
続といる。て内い外く、面部分と 京ナにユ 咆てア面がい施のく形而さ態状れにる。 I．ヽ ゜

木の本10号墳出土遺物（第61~63図）

1 円筒埴輪
翻知メハはケば、M字下 噂ヽ紐位の昇ナデ、底部騎内孔面14c上はm半、円信

0.5~1. 眉： の
良tぶ好い信(1QYR7/4)

内外 2T 
、 .5cm。 長、角、酸、 1. 5cm/10本
靡紐 デ。ハケ、 ナナ Iヽ゜゚

2 円筒埴輪

鬱は指頭耐If柄・ 語請位3の0膠cナm 、底部径14.3cm 訂眉 閾. 5~l. 舟： の
潤良好（7. 5YR/10本）

内外 2T 
12.2c馬 ［ 盈目は 、 、角、酸、 1. 5cm/10本
デテハ、第ケ一、 突ナ帯ナ部メハに Iヽ゚゚

3 円筒植輪

讐のナ9デ窯、第二、口径26.6c｝ m 、突はメ帯ハ指突帯頭はケ圧間、M下字痕長贔 0.5~2.0mmの 翡見YR6/6) 盟：娑：備t 2T 
長、石、酸、バ。

透塁孔骨麦は誌円形に 。

4 円筒埴輪

屑にヘ繋ラ記負号X置あり。餡□貸
閾. 5~1. 0mの

f良(好5YR6/6) 
内外 2T 

、石、パ。 1. 6cm/10本

5 円筒埴輪 残
帯存は高M 討瓢。c謡mh 口径26c111o口縁上内面部部面に上ヘのに半破はラ指片記ナ。号頭ナ突圧メx 閾.5~1. 訳の 毘 YR6/6)

内外 lT 
面タテハケ、 、石、バ。 1. 5c町］0本

痕ハあ、ケり。、そ 突位帯のナよデり。やや内

6 円筒埴輪 残仔サ高間20. leロ、底部径14cm、第一慇ョ高8cm 該 0.5~I. 0mmの
良にぶ好い員（7.5YR6/3) 

外I.Scm/10本 2T 

突 長7ハがと.三5ケなcm段、る。。内目透翌孔悠は円形、一突 M字
長、石、酸、 パ。

仕袖面晶タテ のナァ、ら ョコナ
ことか 突帯の

1 朝顔形埴輪＇ 残存目17.5cm、体部翠語？ 19cm くびれ部径16.2 0.5~].0mmの
良は好1I農(5YR7/4)

外1.4cm/10本 2T 
CIiio 孔は円形、 はM字ヽ形。外面タテハ 長黒。、石、酸、パ、
ヶ、内面斜位のナ

8 人物（埴腕輪） 残存長7整.。5cm中灰人物埴輪の腕部の破片。表面 閾.5~I. 0mmの 罷5YR7/8)
2T 

ナデ調 。 、石、パ、黒。， 人物埴輪 闘表面尉ナデ•着調も整あ。人闘輪讀子美の豆差豆良良先端 閾.3~1. 訳の
良tぶ好鴻(5YR7/4)

2T表採
（美豆良） 様らの である。 、石、パ。

10 
情笥魯）

魏攀蒻朦亨半、を底に罰勘界話疇」面忠タ盟テ。径ハ比ケ、芸一 心
5 ~3. 岱nの

良闘好(5YR8/4) 
外1.3cm/10本 4T 

石、、パ、

11 惰儒畠 端
く・部女び長子れの部13. ， 惜請置且；；雌？製： 閾パ。・‘ 3 ~ 0 • 屑： の 良翡好(10R6/8) 

2T 

集 。
角、撥、

12 人（物右指埴輪） 残存長3.7 宰徊破訳デ調右側に端部が梨在ずする 必パ。3 ~ 0 • 5 m m の 良は好1,農(5YR7/4)
2T 

ことから、 の む。指は一 つ作 角、石、酸、
っている。表面ナ

13 惰儒畠 謡勧5のcm破併湾鷹の度皇いから、島田話 0.3~0. 唇mの
良にぶ好＼9信(5YR7/4) 表裏l. 5cm/10本

2T 
で る。 面ハケ・ ナデ 、チ、長、、バ。

裏面ハケ調整。

14 人（物右埴耳）輪

撃である。坦犀翌温崖
5 ~1. 眉ロの 信や(5やYR軟7/質6) 2T 
酸、、 バ、
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15 人物（埴顔）輪

麒遭肪で臨ある語。甚紐罰ii屯望9
閾黒• 5~l. 院の 農や(や5Y軟R7/阿6) 

2T 
、石、パ、

゜

16 人（物頭埴部輪） 閾I{ • 3~l. 月mの 甜良難好（7. 5YR8/4) 
外l.4cm/10本 2T 

、角、、陪、

゜

17 惰馨P
且<5け.2cmも。の円、筒［ 翌諜つ。晶外且恕久襲戌. 3~0. 号mの

柑良好(10R6/6) 内外I. 5cm/10本
2T 

の下たの破で片 で ろ テハ
、長、、パ。

ョコハケ。

18 人（物右埴胴輪部） 斜残塁存位盟長の猛1ナ0.ァ4c酌。lllo 右籾掌玄の剥贔離痕が多9あ呼り、、えその負後髯
0.3~0. 唇＂の

息良(好2 . 5 YR 7/ 6 ) 
外1.5cm/10~ 4T 

チ、長、、酸、
Iヽ゜゚

19 人物埴輪 磁残存長且mも。円冒翌諜う。漏外面誌m硬の透t 灼0. 3 ~1. 歴の 1良(好2.5YR7/6) 
外1.5cm/lO本 2T 

遥ナァ。頁 ろ タテ

角、酸、

20 形（象不埴明輪） 

置紺悶謳翡四甜帽謡忍甕＄昇誓。と思わ這れる。外

0. 濯1. 磨nの
良tぷ好い農(5YR6/4)

2T 
パチ。、 、 、酸、

21 馬（形頭埴部輪） 
残9ュ 存整長襲。8.5謬c・ •＆品緊昆序埴雌輪の魯ili繋5．誓喝·鱈下方賛に 0.5~1. 磨＂の

良tぶ好い匿（7.5YR6/4) 
4T 

チ、長、、酸、
1{ ゚

22 馬（形耳埴下輪部）
烹るを。唸外面皐タァハ彎ケ、盟面際斜纏位の鍔ナデ。9霊 0. 惰l. 眉： の 良tぶ好鴻(5YR7/4)

外1.5cm/10本 2T 
I チ<゚、 、酸 、

23 馬（形耳下埴輪部） 戸t: 99cm§。。互認閥でそ屈ぉ閲犀訂がお内は斜存面り在、位ナ耳のデしへ誠ナtも続整デ。
閾，＜ • 3~0. 唇ロの 閤(5YR7/4)

外1.4cm/10本 4T 
、角、、酸、

のあと ハケ調る ゜

24 馬（体形埴部輪） 残交広カ滴存が差長いっし。てて10.外いお2c面るりm蔀旨縦分.._コ位ののハ破ケとこ横片、と位。内か縦面のら昇突位•帯位のと突がのな帯逆ナる可デはL。了能性にに 0.3 `  黒。 舟日の
良信（好2 . 5 Y R 7/ 6 ) 

外1.5cm/10本 4T 
チ、、酸、
Iヽ． ヽ

25 馬（形耳埴下輪部） 残調いを存貼整て。長いり付6く.部9けcm分て。でい上ある方。ろで外つ屈。面翡ハ•めケし調てに幅整お、り2c、内m耳面のへ突ナ桔市デ 虞惰0. 唇： の 良晨( 好2 . 5 Y R 7/ 8 ) 
外1.5cm/J 0本 4T 

、 、 ノ゚ヽ、
黒。

26 霜茫

誓ナデ晶調整。迄馬乳形埴屡罪の鞍翡部か窃。夏筐箕
0.5~3. 唇mの

晨良(好2 . 5 Y R 7 / 8 ) 
表面 4T 

黒チ。、長、 、パ、 1. Scm/10+ 

27 馬形（埴耳輪） 閻OOナ昂デ調冠整。｝ぷ。噂至認尉聾蹂。ら羨 戌• 3 閾黒。磨m の 良にぶ好鴻(5YR7/4)
4T 

、 、酸 、
，、． ヽ

28 形（象不埴明輪） 

話言帽虹t悶闘る。 が交:i る言 閾. 3~1. 信： の 信良(好2 . 5YR 6 /6 ) 
外呼1 5上c m / 10 本 2T 

9cm い 、石、パ。

がにハ、 整の 8cm/m 

29 馬（形鞍埴か）輪

叩i:こ［ば籠絋碍i曇屁唇合翡髯は門掌趨悶．り社はi 
閾. 3~0.5mmの

聞良難好（7. 5YR8/6) 表面l. 5cm/10本
4T 

、石、パ。

30 馬（形泥埴砕）輪 冒唇且‘ 整c鐙m。の馬下形端埴部輪がの確泥認防で下き端る。部表の破・片裏。閾. 3~0. 訳の 毘YR7/6)
4T 

、石、パ。
デ讃 。
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31 馬形埴輪
残存長8.7cm。円筒部に扇形桟の鰭勺骨息を貼‘併り付 0.3~0. 尼の 毘 YR7/6) 表面1. 4cm/10本

4T 
（鞍か）

剥整けさ。憾れt:、もし馬のて形でい埴、る給その2の6端鞍な部部どででとあ同あ 察調は
チ、長、酸、
Iヽ． ゚

32 馬形埴輪 謳f13. 1cm。馬上諜輪の喜農紅。本危扁尺 閾. 3~0. 釈の
良諏好（7.5YR8/4) 表面1. 5cm/10本

2T 
（鞍） ている。 び端 、石、パ。

ケ調整。

33 精評 墨8cm。雲珠及び帯の表現整がな。確ど認はほとん 0. 3~1. 0mmの
やや闊 ／ 外1.5cm/ 10~ 4T 

しているがフ一― ヽ 闘でデ5脚調 できる。 長、 石、酸、パ。1(2. 6) 
ケ及びナ 、 ナ

34 馬形埴輪 醤腔•7Clllo歴冒n 罪璧。彩。本体表面とハは 閾.3~0. 唇： の
潤良好（7.5YR8/4) 表面1. 3cm/10本

2T 
（鞍）

ケ調整、一い部る。に斜 ナ
、角、パ。

35 馬（形馬埴鐸）輪 問糾•虔閏［］ 形破埴片慧心輪昇外の胸面繋はハもケし調く整は尻の後繋
0. 3~1. 眉日の

良にぶ好噌(5YR7/4) 外而l. 4cm/10本
2T 

チ、長、、パ、

ら。嗜蒻ふ斉 凶判。ナデ調
黒。

36 馬（馬形埴鐸輪） E蹟8. 5cm ［］ 形破文白埴様片色。粘輪を施土外の胸面すを繋も し直整ナは尻のデ繋後頌
0. 3~1. 眉ロの

良にぶ好噌(5YR7/4)
外面 2T 

する馬 はハケ チ、長、、 バ、 1. 4cm/10本
ヘラで面晦をJ中 。塗布内面すは 黒。
整。正る。

37 馬（馬形埴鐸輪） 
躙ヘラで］ 叩斜崎窒贔茫謡譴累わ認百炒乾直整はナ尻のデ繋後調

0.3~1. 磨mの
良は好1l信(5YR7/4) 外面I. 4cm/10本

4T 
黒チ。、長、 、パ、

整。正面 。

38 馬形埴輪
問鼠誓属認靡。輪g胸面温繋は罰ハもケし調摩く整は尻の後繋 0. 惰1. 舟mの

良にぶ好＼I信(5YR7/4) 外面1. 7cm/10本
2T 

（馬鐸） チ、、、パ。

り面に開があ慮h3本5体など に詈fものり、 か い

39 馬形埴輪 翌曼3.5cm。馬表形面埴は輪竺ァ胸調塁などに伴う鈴 必黒。3 ~ 0 • 唇： の 罰皿7/8)
2T 

（鈴） られる。 ナ 。 角、パ、
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前章までに示したように、約30年振りの全県下の古墳分布の悉皆調査を、各市町村ごとの概況調査に基づ

くカード・分布図作成と主要古墳の試掘・測塁調査について行ってきた。

本章においては、 5か年の調査全体を通じた総括として、調査成果のまとめと残された問題点等について

若十触れておきたい。

1 概況調査について

古墳分布の概況調査については、既に一梵表・分布図等に成果を示したとおりである。また、分布の特徴

についても各郡市別に概要をまとめた。ここでは、古墳分布の全体的な様相について特に注意すべき点と調

査上の問題点を指摘しておきたい。

まず、県南部地域・県東部地域の古墳希少地域についてである。北足立・入間・南埼玉・北葛飾の各郡の

うち、東京近郊になる地域は古墳数が格段に少なく、今回の調査においても微増という状況であった。特に、

旧利根川河道の江戸川・中川とその支流の流域では越谷市・吉川町以南では古墳がまったく確認されていな

い。これは、古墳時代の集落遺跡もほとんど未確認なことから考えれば、当然のことかもしれない。しかし、

草加市に古墳が所在することが確認され、毛長川対岸の東京都足立区伊輿遺跡や竹の塚周辺の古墳群の存在

を考えると、草加市周辺にはまだ未知の古墳が眠っている確率が高い。越谷市も、古く発掘調査された見田

方遺跡のような古墳時代遺跡の存在などから、将来的には古墳が確認される可能性をまだ残している。やや

北になるが、幸手市・騎西町などでは、数多くはないけれど、古墳時代遺跡の確認例がある。県東部・東京

隣接地域などでも今後の古墳時代遺跡の確認の動向を見守っていきたい。

県北部から県中央部の児王・大里・秩父・比企郡市については、丘陵・台地が広がっている地域であり、

大部分の古墳が山林の中に所在する。近年、各地の山林は有用性が失われて、ほとんどが管理の行き届かな

い状況になってしまい、踏み込むことさえできない、かつての道がまったくわからないという状態にある。

したがって、本来ならば所在確認が十分できるはずの古墳の確認が大変困難であった。

過去に発掘調査が行われた古墳群で未報告のものの記録類も、不十分とはいえ追跡調査した。しかしなが

ら、正確な全体測量図や遺構分布図が発見できないケースが多かった。その意味では、児玉町と美里町の境

界の丘陵地帯に所在し、こだまゴルフクラブのゴルフコース内とその周辺に分布する生野山古墳群の分布図

を美里町教育委員会とこだまゴルフクラプで発見できたことは今回の調査における収穫の一つであった。

古墳の分布密度の濃い古墳群には、拡大分布図を作成したが、本書の組集の都合で、拡大図の必要性の多

少認められるものでも、やや無理をして1/35,000の基本図の方に納めてしまったものが多い。ただし、事務

局には、各古墳群の1/10,000あるいは1/2,500の分布図の元本があるので、必要な場合には参照することが

できる。

なお、過去の記録の空白のため古墳の存仕の事実は判明したが、位置の不明な古墳については、 一覧表の

記述のみ行う、という方法をとった。

県北 ・県央地域で現在までに発掘調査された古墳はかなり多く、結果的には古墳数は激増している。県全

体の約 8割の古墳がこの地域に集中していることになる。 しかし一方、墳丘の残存する古墳も確実に減少し

ており、残念である。もっとも、県南部の墳丘が残存する古墳数の激減に比較すれば、まだかなりの古墳群

の保存状態が良好なのであり、 一層の保存整備が望まれる。

さて、今回確認された県内の古墳の総数は実に4,696基に達している。その内訳は前方後円墳（帆立貝形
I 

古墳を含む） 1〗基、前方後方墳 7 基、円墳3,963基、 方墳97基、上円下方墳 2 基、八角形墳 2 基、横穴墓

297基、不明19基である。このうち、不明のものはほとんどが円墳の可能性が高いものである。

市町村ごとに見ると、美里町562基が最も多く、東松山市462基、児玉町291基、滑川町268基、神川町268
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基、吉見町235基、熊谷市219基、江南町207基などが特に古墳が集中する区域である。

一方、今回の調査で古墳あるいは古墳の可能性の残された「塚」の所在が確認されなかったのは、新座市、

伊奈町、飯能市、入間市、大井町、三芳町、名栗村、玉川村、都幾川村、横瀬町、大滝村、荒川村、両神村、

東秩父村、神泉村、大利根町、北川辺町、越谷市、久喜市、白岡町、三郷市、幸手市、鷲宮町、吉川町の23

市町村であった。

2 詳細調査について

詳細調査については、「詳細調査の概要」にしめしたとおりであるが、調査対象古墳選定の経緯 ・各古墳

の調査が提起する問題等について本節にまとめてみたい。

調査対象古墳の選定基準は既述したとおりであるが、実際の選定作業においては、あらかじめ事務局で条

件をいくつか加味しておいた。まず、「前方後円墳•前方後方墳の可能性がある古墳」ということである。

全県下の主要古墳を調査するという立場に立つとき、円墳・方墳よりは規模も大きいこれらの方が将来的に

も保存の条件が整いやすいため、試掘・測最調査を行って学術情報を増やしておくことが有益であることに

なる。

次に、古墳周辺の現地の状態を重視した。試掘のトレンチ位置は、調査の状況変化に対応して変えられな

ければ、確実な墳形確認は望めない。したがって、望ましい調査を行うために、 トレンチ設定位置が極端に

限定される場合は対象から除外した。

また、古墳の築造時期や性格を判断する材料、つまり、出土遺物が得られることも条件とした。調査の結

果、遺物が得られなかった場合、調査の意味が半減するからである。将来の保存についても逆効果にならな

いとも限らない。

以上の 3点を既述の条件に加えて、調査の効率化と調査成果の増加を凶ったため、各市町村や委員・調査

員各位から調査対象候補としてお勧めいただいたいくつかの古墳については調査対象から除外せざるをえな

かった。また、特定市町村に偏るのも調査の広域性から考えて望ましいとはいえないので、一部を除いて各

市町村にたいして 1か所という扱いにならざるをえなかった。

具体例を述べておこう 。吉田町太田部古墳群は県全体で最高の標高を持つ地点に築かれた古墳群として県

選定重要遺跡及び町指定文化財になっている。しかし、古墳の周囲には古墳時代の集落遺跡はなく、 古墳で

あることを疑問視する向きもある。 しかし、土地利用が進んでいる平野部から 300m以上も高く、特に遺跡

を破壊してしまうような開発行為にかかる緊急性はない。そこで、あえて試掘の形は取らず、平成 5年度に

再び現地確認を行うに留めた。この確認によっても結局、古墳であること、古墳でないこといずれの積極的

証拠も見いだせず、「塚」の可能性を残しながら、古墳の扱いを継続していかざるをえないことになった。

吉田町内では結果的には牧林古墳の試掘・測量調査を実施した。

児玉町・美里町の境界付近にある物見塚古墳も、主丘が30m近い大きさになり、前方後円墳説•前方後方

墳説 ・双方中円墳説などがある。この古墳はゴルフ場の外周道路に近い位置にあり、前述の諸条件を満たさ

なかったので、選定しなかった。児玉町では、比較的古式の古墳の一つとされていた長沖157号墳を調査対

象に選定した。また、同じように古い段階の前方後円墳らしいとされる美里町諏訪山古墳も調査対象からは

ずさざるを得なかった。

浦和市塚本塚山古墳は現状でも 5m近い高さの墳丘を残しており、前方後円墳ない し前方後方墳である可

能性が高い古墳である。しかし、 トレンチを設定できそうな場所が南側の畑地に限定されており、墳形確認

が十分できないと推察されたため、対象から除外した。鳩ケ谷市仙元祠古墳は、かつて高射砲陣地となった

ために墳丘が削平されてしまったが、全長80m近い大きさの前方後円墳と されていた。現状では住宅地にな

っているため、 トレンチ位置に制約が大きく、墳形確認が十分できにくいと判断して、対象外とした。この

結果、北足立郡市においては試掘・測量調査を実施しなかった。

これら以外にも調査対象候補はいくつかあったが、 トレンチ設定位置が著しく限定されていたり、地権者
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の調査への同意が取り付けられなかったり、調査効率•安全確保・作業員確保など調査の諸条件を整えるこ

とがむずかしいなどという作業上の障害があって除外したもの、将来的な保存の展望について明確でなく、

史跡指定・保存整備などへの各市町村の対応がスピーディーには図られる状況にないと見て除外したものが

ある。このような調査の今後の機会については現在のところ特別な計画はないが、千葉県のように実態不明

の主要古墳を毎年数基試掘・測最調査することによって実態究明の努力を重ねているケースもあるため、今

回試掘・測益調査を断念したものについては、本調査の最終的な補充を日常的にどう位置付けていくかの問

題とともに考えてみたい。

詳細調査の成果と課題を簡単にまとめておこう。まず、前期段階の古墳からである。東松山市根岸稲荷神

社古墳は、いわゆる「出現期」古墳として把握してもよい状況で検出された。前方後方形・弥生土器系土器

と土師器の共伴など興味深い事実が明らかになった。また、吉見町山の根古墳でも東海系の高杯などがくび

れ部から出士し、古墳の年代も埼玉最古級にできる可能性が出てきた。これらは今後の埼玉県における古墳

の発生を考えるための良好な材料となろう。また、東松山市天神山古墳は、事務局の詳細調査の後に、別件

の発掘調査を東松山市教育委員会が実施し、前方後方墳であることが確定した。

中期から後期前半では、児玉町長沖 157号墳の調査により外面調整B種ヨコハケの埴輪がともなうことが

明らかになり、児玉地域でこの種の埴輪を持つ古墳を 1基増加させた。なぜか前方後円墳でなく、円墳ばか

りにこの手法の埴輪が採用されていることについて引き続き考えていかなくてはならない。杉戸町目沼10号

墳は下総型埴輪の分布地域でありながら、下総型採用以前の古い形態の、北埼玉地域などと同様な埴輪を出

土し、円筒埴輪棺も出土した。鈴杏葉を出土した 9号墳の位置付けとともにこの地域の古墳の評価をもっと

高くしなければならない事例であろう。

後期古墳の中では注目すべき形象埴輪の出土が目立った。深谷市木の本10号墳の顔面彩色のある女子人物

埴輪・馬鐸表現のしっかりした馬形埴輪、花園町黒田 2号墳の武人埴輪や馬形埴輪などは今後形象埴輪研究

で問題になりそうな資料である。

また、滑川町天神山横穴墓群は、レーダー探査資料の解析により、今回の詳細調査で確訟した 3基以外に

23基の横穴墓の所在が確認され、合計26基が県指定史跡となった。

以上のように、本県の古墳研究に関する重要な基礎資料を蓄積することができたのは、今回の大きな成果

であった。本書においては資料提示を主眼とした。これらの資料の提起する問題については引き続き追求し

ていきたい。
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参考文献抄

今回の古墳詳細分布調査を行う中で、各年度の調査及び本習の作成にあたって参考図書とした文献は数多

い。本来ならば、各図書の名称を正式にすべて記載すべきであるが、本書の編集の都合により略記するにと

どめたい。紙数の都合で省略した文献もあるので記載漏れ等についてはご海容願いたい。

1 全県に関するもの

『埼土県史』（旧版）、 『新編埼土県史』、 『古墳調査報告書』第 1~8綱、 『埼玉県遺跡地図・地名表」、

r埼玉県埋蔵文化財調査要覧』 I~VI、r埼玉県埋蔵文化財調査年報』昭和55～平成 3年、 『埼玉の文化財』

第 1~32号、 『埼玉県埋蔵文化財調査事業団年報J 1~13、r埼玉県遺跡発掘調査報告会発表要旨』第 1~

25回、 r古墳詳細分布調査概報」 1~3、r荒川 人文I』、 『中川水系 人文』

2 調査報告害（主要なもの）

『埼玉県遺跡発掘調査報告書』第 1~30集、 r埼玉県埋蔵文化財調査報告』第 1~18集、 『埼玉県遺跡

調査会報告書』第 1~38集、埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書』第 1~131集、 r白幡本宿遺跡』、 『白

鍬遺跡』、 『白鍬宮腰遺跡』、 『本杢遺跡』、 r本村遺跡』 I~x、r南原（高知原）遺跡』、 『台耕地稲荷

塚古墳』、 『原遺跡J、 『稲荷塚古墳周溝調査』、 『No.166遺跡』、 『殿山遺跡・殿山古墳』、 『川田谷の遺

跡と遺物』、 『西台遺跡の発掘調査』、 『川田谷古墳群」、 『北本市の埋蔵文化財」、 『宮登古墳の調査』、

『生出塚遺跡』、 『下閻遺跡」、 r鴻巣市遺跡群』 I～渭、『袋・台遺跡』、 r南大塚古墳群』、 r滝之城横

穴墓群』、 『山下後・吉野・白旗塚・山口城跡』、 『笹井古墳群 ・八木北遺跡・滝祇園遺跡』、 r川崎横穴

群」、 『埋蔵文化財の調査』（上福岡市） V、『松の外遺跡・西戸古墳群J、 r坂戸市遺跡群』第I~III集、

r古代のさかど」 I、r三千塚古墳群発掘調査中間報告』、 『冑塚古墳』、 r大谷遺跡』、 r諏訪山古墳群』、

r柏崎古墳群』、 r花見堂』、 r行司免遺跡』、 r黒岩横穴群』、 『羽尾窯跡』、 『寺前古墳・大道古墳』、

『秩父』、 r飯塚・招木古墳群J、 『上長瀞古墳群』、 r塚合古墳群』、 『御手長山古墳』、 『旭・小島古墳

群』 I• II、『本庄住宅団地遺跡群」 I• II、『本庄市遺跡群』 I～渭、 『長沖古墳群』、 『秋山古墳群」、

『大御堂稲荷塚古墳』、 『広木大町古墳群概報』、 r日の森遺跡』、 『後山王遺跡』、 『神川町遺跡群』 I~

¥'II、 『中条遺跡群」 I~III、『女塚」、 『上増田古墳群J、 r黒田古墳群』、 『塩前遺跡』、 『姥ヶ沢遺跡J、

『塩西遺跡1I』、 『本田・東台・上前原』、 『江南町内遺跡群J I~III、『箱崎3号墳」、 『埼玉稲荷山古墳』、

『埼玉古墳群発掘調査報告書J第2~8集、 『八幡山古墳石室復原報告書』、 r行田市No.40遺跡」、 『中の

山古墳J、 r酒巻古墳群』行田市第18~25集、 rあたご山古墳・南河原条里遺跡』、 『椿山遺跡』（第 5次）

3 市町村史など

『浦和市史』、 『川口市史』、 『与野市史』、 r戸田市史』、 r鳩ケ谷市史』、 『草加市史」、 『朝霞市史』、

『志木市史」、 『和光市史」、 r大宮市史』、 『上尾市史」、 r桶川市史』、 『北本市史」、 『鴻巣市史』、

『川越市史』、 『所沢市史J、 『狭山市史』、 r富士見市史』、 『坂戸市史』、 『鶴ヶ島町史』『東松山市史』、

『嵐山町史』、 r吉見町史』、 『滑川村史」、 『吉田町史」、 『本庄市史』、 『上里町史J、 『美里町史」、

『神川町誌』、 r熊谷市史』、 『寄居町史」、 『花園村史J、 『妻沼町誌』、 『大里村史J、 『行田市史』、

『加須市史』、 r羽生市史』、 『春日部市史』、 r岩槻市史』など

4 雑誌・単行本など

『東京国立博物館紀要』、 『国立歴史民俗博物館研究報告J、 r埼玉県立博物館紀要』、 『調査研究報告』

（埼玉県立さきたま資料館）、 r埼玉県立歴史資料館研究紀要』、 『埼玉県埋蔵文化財調査事業団研究紀要』、

『埼玉考古』、 r埼玉研究』、 『台地研究」、 『士曜考古』、 『いぶきJ、 『いにしえ』、 『鳳翔』、県市町村

史研究誌、県市町村立博物館資料館研究誌•特別展図録、 r吉見百穴横穴墓群の研究』 、 『古代東国史の研

究』、 『日本の古代遺跡 埼玉』、 『東京国立博物館図版目録古墳遺物篇（関東III)』、『日本の考古学」 N、

『新版古代の日本 8 関東』、 『古墳時代の研究』 1~13など
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「埼玉県古墳詳細分布調査報告書J正誤表（本文）

頁 行 誤 正

騎宮
． 

7 18 駒宮

， 地図 91 92 

一
II ,, 92 91 

” 請H-9 26 坂戸市 26 毛呂山町

II II 27 毛呂山町 27 坂戸市

． ． 
207 37 基荒川 元荒川

． ． 
210 1 段層分化 階層分化

． 
” 6 叩 叩き

． ... 
211 10 9基 18基

． ． 
221 7 坊製 紡製

222 910員 測量図 測量図（左： 1号墓，右： 2号墓）

225 5 1990年 平成 2年

． 
247 1 伴うもの推定 伴うものと推定

259 15 靭 較

． ． 
JI 23 靭形埴輪 較形埴輪

261 8 靭 較

263 18 靭 較

． ． 
264 7 靭形埴輪 較形埴輪

II 11 靭 靱

． ． 
II 17 朝 形埴輪 朝顔形埴輪

． • · 
289 37 4,696基 4.693基

Jf母ノ》 ．． •• 
" 3,963基 3,955基

II fJg 97基 101基

361 
● ． 

II 197基 198基
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「埼玉県古墳詳細分布調査報告書」正誤表（古墳一覧・地名表）

頁 I 古墳番号 I 欄 誤 正

13 I 12-002-003 I 立急・鴫汎

16 I 1s-002-019 I 出土品

11 I 15-003-011 I 備考

11 I 16-002-001 I 墳形

18 I 19-001-oos I 墳形

24. I （貨戸前t119)

25 I 21-001-004 I 出土品

26 I 21-009-003 I ぬ

11 I 27-009-004 I th 

11 I 27-009-005 I th 

11 I 27-010-007 I 墳形

21 I 21-015-002 I 立息・覆汎

33. I 34-014-003 I 出土品

34 I 34-015-004. I 備考

36 I 34-024.-002 I u急・覆〖

37 I 34-026-022 I 所在地

" I 34-026-023 I 所在地

”
 ”
 

34-026-033 I 古墳名

34-028-002 I v:鳥・農〖

40 I 36-008-003 I "i鳥・覆氾

11 I 36-009-001 I 備考

11 I 36-009-002 I 備考

41 I 36-011-003 I v.鳥・屠氾

11 I 36-017-009 I 備考

「II」

耳緬

横穴式石室

． 
帆立貝式古墳

． 
帆立貝式古墳

． 
137基

台地・畑

. 
27-009-002 

． 
27-009-003 

． 
27-009-004 

（空白）

玉・耳環

須恵

． 
＇穴式碩、翡 9a△ 

. 
◎▽三fgm-32

ゴル

台地・宅地
．． 

台地・山林、神社境内

耳点

． 
横穴式石室 △ 

． 
帆立貝形古墳

． 
帆立貝形古墳

． 
135基

（「立信•戟」欄に移動）

． 
27-009-003 

． 
27-009-004 

． 
27-009-005 

円墳

（「出土品」欄に移動）

． 
須恵器

員穴式石室、員眉9a
・。

丘陵、台地 丘陵、台地・山林

大谷［正[68] ー～‘-大谷学R原i168

大谷字原：168 大谷字展原4168

． 
◎V三fgrn-33

•• 
ゴルフ場

.. 

J

J

 

”
”
 

r

r

 

台地 ・山林

（空白）

（空白）

． 
丘陵・畑

（空白）

．． 
丘陵・山林

△ 

-2-



頁 I 古墳番号 I 欄 誤 正

42 I 36-024-003 I 備考

so I 39-011-003 I 県番号

52 I 39-037-024 I 備考

”
 ”
 

39-037-027 I 古墳名

39-037-028 I 古墳名

52 I 39-037-029 I 古墳名

11 I 39-037-030 I 古墳名

11 I 39-037-031 I 古墳名

II 

"
 

39-037-032 I 古墳名

39-037-033 I 古墳名

11 I 39-037-034 I 古墳名

56 I 43-002-005 I v.鳥 • 環氾

61 I 53-001-029 I 備考

＂ 
53-001-046 I 備考

62 I 53-008-001 I 所在地

63 I 53-008-021 I 備考

「II △」

． 
306 

（空白）

◎月船7号坦

◎積28号贋

◎H32月填

◎積33号讀

◎積34月虹

J

j

 

I

I

I

I

I

I

 

r

r

r

 

小島字林

． 
尉9、翡Ia △ 

64 I 53-008-064 l 古墳名 l ◎蚕影山古墳

,, I 53-008-065 I 古墳名 I 山の神古墳

74 I 56-001-001 I 古墳名 I ◎長坂聖天塚古墳

" I 56-002-016 I 備考 I 「/1」

75 1 56-005-001I 古墳名 I 大町両子塚古墳

76 I 56-oos-o48 I 備考 古墳跡（周堀）

11 I 56-005-087 I 備考 I t蒻（日9)。眉釘に競畠
籾

11 I 56-005-113 I 出土品 1 （空白）

（空白）

． 
308 

旧41号墳

••• 
◎積27号賃（11144)

．．． 
◎臆28サ賃（旧45)

••• 
◎積29号填 I ◎月129号賃(1846)

．．． 
◎H30月員 I ◎積30号履(1847) 

．．．．． 
◎H31号川（目佃2号績） l ◎積31月贋（晨岡2号讀、1853月賃）

．．． 
◎月132号隕(IB57)

••• 
◎積33号賃(1858)

．．． 
◎積34号隕(1860)

段丘・畑、宅地

「II J
 

•• 

． 
△」 「"」

..... -....... 
小』字は110-1,114-1, 118-2・3 

情渇、日晨9g
． 

◎▽蚕影山古墳

． 
◎▽山の神古墳

． 
◆◎長坂聖天塚古墳

（空白）

． 
◎▽大町両子塚古墳

． 
古墳跡（周堀） △ 

t員菖（員9)。賃£下に§尼畠． 
＂ △ 

埴輪

會

-3-



．
 

頁 古墳番号 欄 誤 正

81 56-010-051 出土品 埴輪 （空白）

． ． 
85 56-014-001 古墳名 道潅山古墳 ．． 道灌山古墳

． 
87 57-007-008 備考 ＇穴式石室、員眉 9露 △ 9穴式石室、目眉I目

． ． ,, 57-007-013 墳形 古墳 円墳

． ． 
II 57-007-017 墳形 古墳 円墳

． ． 
88 57-007-030 墳形 古墳 円墳

． ． 
” 

57-007-051 墳形 古墳 円墳

． ． ,, 57-007-053 墳形 古墳 円墳

． 
89 57-008-001 備考 ＇穴式碩、印石、雌•g△ 肩双碩、胚、翡Ig

． 
90 57-009-017 備考 眉穴式石室、§69露 △ 9穴式石室、`石9認

． ． 
91 57-011-025 古墳名 ◎ぬ256古墳 ◎lt>.257古墳

．． 
97 60-001-001 古墳名 ◎▽眉’"古績 稲荷町北古墳

．． 
II 60-002-001 古墳名 ◎▽火の見塚 火の見塚

． ． 
” 

60-003-001 古墳名 ◎△太0本1号川 ◎▽太0本1号隕

． ． 
II 60-003-002 古墳名 ◎△太眈2号見 ◎▽太0本2号扇

. ． 
II 60-003-003 古墳名 ◎△太0本3号阻 ◎▽太眈3月填

． ． ,, 60-003-004 古墳名 ◎△木0本4号坦 ◎▽太0本4号贋

． ． 
II 60-003-005 古墳名 ◎△太0本5号隕 ◎▽木0本5号履

． ． 
II 60-003-006 古墳名 ◎△太0本7号隕 ◎▽太0本7号川

． ． ,, 60-003-007 古墳名 ◎△太0本8号贋 ◎▽太0本8月坦

． ． 
98 60-003-008 古墳名 ◎△太“9号賃 ◎▽太0本9号偵

． ． 
II 60-003-009 古墳名 ◎△太0本10号覆 ◎▽木0本10号賃

． ． 
II 60-003-010 古墳名 ◎△木眈11号崖 .‘‘ ◎▽太0本11月隕

． ． 
II 60-003-011 古墳名 ◎△太0本12号隕 ◎▽太0本12号隕

・-4-



頁 古墳番号 欄 誤 正

． ． 
99 62-001-006 墳形 帆立貝式古墳 帆立貝形古墳

....... 
II 62-001-007 古墳名 小前田 7号墳 41i佃7号坦（中小盲岡5号川）

．．．．． 
101 62-018-001 所在地 末野 末野字拾人小路

． 
119 68-007-021 備考 9穴式石室。月喜盲§E菖偵翡 眉穴丈石室。息盲§t畠偵岡

121 74-001-003 備考 （空白） 周堀確認

．． 
II 76-001-009 出土品 直刀・歯・埴輪 直刀・歯

． ． 
122 ('’nt龍） 11基 12基

． ． 
123 89-001-010 墳形 帆立貝式古墳 帆立貝形古墳

「埼玉県古墳詳細分布調査報告書」正誤表（出土遺物観察表）

頁 行 誤 正

． ． 
281 50 靱形埴輪 較形埴輪

． ． 
" II 靱形埴輪 較形埴輪

283 42 靱 靱

． ． 
285 63 靱形埴輪 較形埴輪

． ． 
II 

＂ 
靱形埴輪 靱形埴輪

． ． 
” 66 靱形埴輪 較形埴輪

． ． 
286 1 靱形埴輪 較形埴輪

． ． 
” ＂ 

靱形埴輪 較形埴輪

. ． 
II 4 靱形埴輪 較形埴輪
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